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｢『久高島方言辞典』福治友 ･加治工真市共著｣出版のために 
 

 

加治工真市 

福治 友  

 

基礎語彙 第２分野  動物 

 

┌アーガイ[┌ a gai]（名） 

(動）魚名。ブダイ科。和名、ひぶだい。成魚の体長は約60センチ。アガイ（糸満

方言）。刺身にすると美味である。 

┌アーケージュ[┌ a ke u]（名） 

(動）とんぼ（蜻蛉）。老人層の人達が使用していた。70歳代の人達からは┌トンボ[┌

tombo]（トンボ）を使用するようになった。アーケー┌ジューガ┐ スゥ┌ルー┐ン

[ ake ┌ u ga┐ θu┌ru ┐ ]（トンボが飛んでいる） 

┌アイ[┌ ai]（名） 

(動）蟻。┌アイヌ┐ グン[┌ ainu┐ gu ]（蟻がいる）。┌アマカイ アイヌ┐  

ポホーティ ┐アッキースィガ[┌ amakai ainu┐ pΦo ti ┐ akki θiga]（あそ

こに蟻が這っているが）。アンチ ┌アイヌ┐ マン┌ドゥー┐ン ムノー[ ┐ an i  

┌ ainu┐ man┌du ┐m muno ]（なんとあんなに蟻が多いことよ） 

┌アイコー[┌ aiko ]（名） 

(動)あり(蟻)｡┌アイ[┌ ai](蟻)ともいう｡┌アイコーヌ┐ グン[┌ aiko nu┐ gu ] 

(蟻がいる） 

┌アカイチャ[┌ akai a]（名） 

(動）あかいか（赤烏賊）。２、３日間浜で天日乾燥してスルメイカに製造した。戦

前はイカ釣り漁が盛んであった。 

┌アカイラン[┌ akaira ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、りゅうきゅうあかひめじ。体長約40センチ。ユーア

カジンバー（糸満方言） 

アカ┌シャー[ aka┌ a ]（名） 

(動）魚名、スズキ科。和名、あかはた。体長約25センチ。ハンゴーミーバイ（糸

満方言） 

アカ┌リン[ aka┌ri ]（名） 

(動）魚名、スズキ科。和名、ゆかたはた。体長約30センチ。アカミーバイ（糸満
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方言） 

アサ┌ヤー[ asa┌ja ]（名） 

(動）魚名、イットウダイ科。和名、いっとうだいの仲間。体長約25センチ。アカ

ユー（糸満方言） 

┌アタビ┐チ[┌ atabi┐ i]（名） 

(動）かえる（蛙）。┌ミャーフグー[┌mja Φugu ]（溜池）に棲息していた。 

┌アナヤーグヮー[┌ anaja gwa ]（名） 

エラブウナギを獲る人達の休憩所。徳仁港の入り口の左岸にある。エラブウナギを

漁獲する人達が仮眠をとる所。「穴屋小屋」の義。一晩中かけて漁獲するので休息す

る場所が必要であった。┌アナヤーグヮーカイ┐ ユク┌タイ┐ シュン[┌ anaja g

wa kai┐ juku┌tai┐ u ]（穴小屋の休憩所で休息したりする）。┌アナヤーグヮ

ーヤ┐ ユクイ┌ルクマ ヤル[┌ anaja gwa ja┐ jukui┌rukuma jaru]（穴屋小

屋は休み所＜休憩所＞である） 

┌アパ[┌ apa]（名） 

(動）魚名、オニオコゼ科。和名、おにだるまおこぜ。体長約40センチ。イシアフ

ァー（糸満方言）。和名、ひめおにおこぜ。体長約20センチ。ドルアファー（糸満

方言） 

アバ┌スァー[ aba┌ a ]（名） 

(動）魚名、ハリセンボン科。和名、ねずみふぐ。体長約40センチ。イノーアバサ

ー（糸満方言） 

┌アビー┐ン[┌ abi ┐ ]（自動） 

吼える。動物が吼えることをいう。久高島には、昔は犬、牛、馬などはいなかった

という。ただ、カベールの森には神馬がいて、ソールイガナシが神馬に跨っておら

れ、それが┌スァティマンヌ ワカグラ[┌ atimannu wakagura]（鬣＜たてがみ＞

の若駒）であるという口碑がある。鶏が鳴くのは、┌スゥイヌ ウテーン[┌θuinu 

ute ]（鶏が鳴く）という。┌スゥイン┐ ウタタイ ┐ユーン ┌アキタイ[┌θui ┐ 

utatai ┐ju  ┌ akitai]（鶏も鳴いたので夜も明けた） 

アピ┌ラー[ api┌ra ]（名） 

(動）あひる（家鴨）。アピ┌ラー┐ ティ┌カナトゥー┐ン トゥ┌クマー グヤビラ

ンタン[ api┌ra ┐ ti┌kanatu ┐n tu┌kuma  gujabiranta ]（家鴨を飼育して

いるところはありませんでした＜おりませんでした＞） 

アブ┌クヤー[ abu┌kuja ]（名） 

(動）ハマグリ（蛤）。アブ┌クヤーヌ ミー┐ヤ ンマ┌スァン[ abu┌kuja nu mi ┐j

a mma┌ a ]（蛤の実はおいしい） 
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┌アフャー[┌ aΦja ]（名） 

母豚。繁殖用母豚。アフャー┌ワー[ aΦja ┌wa ]（繁殖用母豚）ともいう。久高島

では繁殖用母豚はいなかった。子豚を購入してきて、それを肥育して売った。 

ア┌マン[ a┌ma ]（名） 

(動）ヤドカリ。爪を除去して魚釣りの餌に用いた。┐アマン ┌プッティ イユ ク

ヮーシーガ┐ イカ[ ┐ amam ┌putti iju kwa i ga┐ ika]（ヤドカリを拾

って魚を釣りに行こう）。┐アマン ┌ムンダニッ┐チ ┌イユ クヮーシュン[ ┐ amam 

┌mundanit┐ i ┌ iju kwa u ]（ヤドカリを餌にして魚をつる） 

┌アミキャー[┌ amikja ]（名） 

(動）フグ（河豚）。アミ┌キャーカイ アタイン[ ami┌kja kai atai ]（フグに

あたる＜フグ食中毒する＞） 

アミプイアン┌ダー[ amipui an┌da ]（名） 

(動）なめくじ。雨降りの後によく出た。┐アミ ┌プティン アトー┐ アミプイア

ン┌ダー┐ガ ┐ユー ┐ンギティ ┐シューン[ ┐ ami ┌p'uti  ato ┐ amipui

an┌da ┐ga ┐ju  ┐ giti ┐ u ]（雨が降った後にはナメクジがよく出てくる）。

┐マシュ ┌マキー┐ヤ ┌ヒースァ[ ┐ma u ┌maki ┐ja ┌çi a]（塩を撒いたら

死ぬよ） 

アラ┌ケー[ ara┌ke ]（名） 

しゃこ貝 

アン┌ダー[ an┌da ]（名） 

(動）魚名、ウツボ科。和名、おながうつぼ。体長約1.5メートル。アカウナジャー

（糸満方言） 

┌アンモーナザ[┌ ammo na a]（名） 

(動）魚名、ベラ科。和名、せなすじべら。体長約20センチ。クサバー（糸満方言） 

┌イキグサー[┌ ikigusa ]（名） 

(動）魚名、キントキダイ科。きんときだいの仲間。体長約28センチ。マーヒチ（糸

満方言） 

イシ┌バイ[ i i┌bai]（名） 

(動）魚名、イスズ科。和名、かんもんはた。体長約20センチ。イシミーバイ（糸

満方言） 

イシャトー┌メー[ i ato ┌me ]（名） 

(動）かまきり（蟷螂）。イシャトー┌メー┐ ティ┌カラ┐ン[ i ato ┌me ┐ ti┌kara┐ ]

（かまきりを捕まえた）。ワラビン┌シャーヤ┐ イシャトー┌メー┐ ティカリ  

┌アシルータン[warabi ┌ a ja┐ i ato ┌me ┐ tikari ┌ a iru ta ]（子供た
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ちは蟷螂を捕まえて遊んでいた） 

イチ┌ム┐シ[ i i┌mu┐ i]（名） 

(動）獣。動物の総称。他人を罵るときにいう。イチ┌ムシネー┐ン ┐ムノー[ i i┌

mu ine ┐m ┐muno ]（獣のような奴）。イチ┌ムン[ i i┌mu ]（獣。動物全体。

総称）ともいう。イチ┌ムンヌ┐ グン[ i i┌munnu┐ gu ]（動物がいる） 

イチ┌ムン[ i i┌mu ]（名） 

(動物）動物。動物の総称。家畜。イチ┌ムン┐ ティ┌カナトゥーン[ i┌ imun┐ ti

┌kanatu ]（家畜を飼育している）。イ┌チムン┐ ティ┌カネーブシャン[ i┌ imun┐ 

ti┌kane bu a ]（家畜を飼育したい） 

┌イチャ[┌ i a]（名） 

(動）いか（烏賊）。┌イチャ クヮー┐シュン[┌ i a kwa ┐ u ]（烏賊を釣る）。

┌イチャ クヮーチャン[┌ i a kwa a ]（烏賊を釣った）。～クヮーサ┌ラン[～ 

kwa sa┌ra ]（～釣れない） 

イチャ┌ビラー[ i a┌bira ]（名） 

(動）魚名。スズメダイ科。和名、みすじりゅうきゅうすずめ。体長約10センチ。

イシビキ（糸満方言） 

イチャ┌ユー[ i a┌ju ]（名） 

餌木。烏賊を釣るのに用いる擬餌の木片。イチャ┌ユーシャーマ┐ フブン┌シミ ク

ヮーシュ┐ン[ i a┌ju a ma┐ Φubu ┌ imi kwa u┐ ]（餌木で甲烏賊を釣る） 

┌イビ[┌ ibi]（名） 

(動）えび（海老）の総称。伊勢海老。┌イビ スゥイ┐ン[┌ ibi θui┐ ]（海老を

獲る。伊勢海老を獲る） 

┌イビャー[┌ ibja ]（名） 

(動）魚名。スズキ科。和名、おきなわめぎす。体長約18センチ。アカベ（糸満方

言） 

┌イユ[┌ iju]（名） 

(動）魚。魚の総称。┌イユヌ┐ グン[┌ ijunu┐ gu ]（魚がいる）。┌イユ クヮ

ーシュン[┌ iju kwa u ]（魚を釣る）。┌ヤーネー┐ クヮー┌スァリーヌ イユ

ー┐ン ┌グイヤヤー[┌ja ne ┐ kwa ┌ ari nu iju ┐  ┌guijaja ]（君に釣ら

れる魚もいるかなあ）。┌イユ ティキン[┌ iju tiki ]（魚を突く）。┌イユ ティ

キー┐ガ イカ[┌ iju tiki ┐ga ika]（魚を突きに行こう） 

┌イラ┐チャ[┌ ira┐ a]（名） 

鱗。魚の鱗。┌イラチャ パハギン[┌ ira a pΦagi ]（鱗を剥ぐ）。┌パハガン[┌pΦa

ga ](剥がない。剥ぎ取らない）。┌パハジャ┐ン[┌pΦa a┐ ]（剥いだ）。┐イラチャ 
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┌パハジャン[ ┐ ira a ┌pΦa a ]（鱗を剥いだ） 

イ┌ラブ[ i┌rabu]（名） 

(動）くらげ（水母）。刺胞に強い毒をもち、それに触れると刺される。秋ごろによ

く現れる。イ┌ラブネー┐ スァ┌スァッタ┐ン[ i┌rabune ┐ a┌ atta┐ ]（水母

にさされた） 

┌イラブ┐チ[┌ irabu┐ i]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、ぶだいの仲間。体長約30センチ。アカグチャー（糸

満方言） 

┌イラ┐ン[┌ ira┐ ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、おうごんひめじ。体長約25センチ。ジンバー（糸満

方言） 

┌イン[┌ i ]（名） 

(動）イヌ（犬）。太平洋戦争終了（昭和20年）前の久高島には犬は飼育されていな

かった。戦後になって牛や犬が飼育されるようになった。牛は肉牛として飼育され

ており、農耕用牛としては飼育されていない。クダカ┌ジマカヤー┐ イノー ┌グラン

タン[ ┐kudaka┌ imakaja ┐ ino  ┌guranta ]（久高島には犬はいなかった） 

┌ウイ[┌ ui]（名） 

(動）うに（海栗）の一種。食用にならないもの。畑の肥料にした。 

┌ウーティ┐ イキン[┌ u ti┐ iki ]（連） 

追っていく。┐ウヤ ┌ウーティ┐ イキン[ ┐ uja ┌ u ti┐ iki ]（親の後を追

っていく）。┐ワラビ ┌ウーティ┐ イキン[ ┐warabi ┌ u ti┐ iki ]（子供を追

って行く） 

┌ウサギ[┌ usagi]（名） 

(動）うさぎ（兎）。標準語からの借用語か。久高島には兎は飼育されていなかった。 

┌ウシ[┌ u i]（名） 

(動）うし（牛）。久高島には牛は飼育されていなかった。明治30年生まれの久高島

出身の人が沖縄本島のある初等学校の運動会で黒牛をみて驚愕し、アッ┌ピ┐ヌ ┐

ワー[ ap┌pi┐nu ┐wa ]（あんなに大きな豚がいる）と言ったという伝承がある。

久高島では牛を見る機会がなかったのである。戦後になって、肉牛を飼育する人が

現れた。 

┌ウジ[┌ u i]（名） 

(動）うじ（蛆）。┐ウジヌ ┌ワチューン[ ┐ u inu ┌wa u ]（蛆が湧いている）。

┐ハー ┌ヒティリヨーッ┐チン ┌ヒティラン┐クトゥ ┐ウジヌ ┌ワチュースァ

ー[ ┐ha  ┌çitirijo t┐ i  ┌çitira ┐kutu ┐ u inu ┌wa u a]（早く捨てなさ
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いと言っても捨てないから蛆が湧いているよ） 

┌ウルカヤー[┌ urukaja ]（名） 

(動）魚名、カワハギ科。和名、ごまうまづら。体長約30センチ。┌ウルカヤーは「珊

瑚を喰らう奴」の義か。カーガー（糸満方言） 

┌エー[┌ e ]（名） 

(動）魚名、アイゴ科。和名、はなあいご。体長約25センチ。オンレー（糸満方言） 

┌エーン┐チュ[┌ e n┐ u]（名） 

(動）ねずみ（鼠）。┌フマカイ エーンチュヌ┐ グン[┌Φumakai e n unu┐ g

u ]（ここに鼠がいる）。┐ミャーヌ ┌エーンチュ┐ スゥ┌タ┐ン[ ┐mja nu  

┌ e n u┐ θu┌ta┐ ]（猫が鼠を捕った） 

オー┌グー[ o ┌gu ]（名） 

(動）やどかりの大きいもの。サザエ貝の殻の中に棲息する｡┌オーグーアマン[┌ o

gu ama ]（大やどかり）ともいう。 

オー┌ナジャー[ o ┌na a ]（名） 

(動）あおだいしょう(青大将)。久高島ではあまり見かけない。オー┌ナジャーヤ┐ 

アン┌マリ┐ ミチャン ┌フトー┐ ナーン[ o ┌na a ja┐ am┌mari┐ mi an 

┌Φuto ┐ na ]（青大将はあまり見たことがない） 

オーハマ┌スァー[ o hama┌ a ]（名） 

(動）魚名、カマス科。和名、おおめかます。体長約50センチ。アカバニーカマサ

ー（糸満方言） 

┌オービキャー[┌ o bikja ]（名） 

(動）魚名、スズメダイ科。和名、れもんすずめ。体長約８センチ。アカビー（糸満

方言） 

┌オーベー[┌ o be ]（名） 

(動）あおばえ（青蝿）。糞便や魚肉の腐敗したものに湧く。 

┌ガイ[┌gai]（名） 

(動）かに（蟹）。蟹の総称。┌ガイヌ┐ パハマ┌カイ┐ アナ ┌プフトゥー┐ン[┌gai

nu┐ pΦama┌kai┐ ana ┌pΦutu ┐ ]（蟹が浜に穴を掘っている） 

┌カイコ[┌kaiko]（名） 

かいこ（蚕）。標準語からの借用語。戦前には、津堅島あたりから久高島へ桑の葉を

貰いに来た。ティキ┌ノー┐ カイコ ティカナ┌トゥータクトゥ┐ クヮーギヌ ┌

プハー ギーガ┐ シュータ┌スァー[tiki┌no ┐ kaiko tikana┌tu takutu┐ kw

a ginu ┌pΦa  gi ga┐ u ta┌ a ]（津堅島では養蚕をしていたので、桑の葉を

貰いに来ていたよ） 
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┌ガジャー[┌ga a ]（名） 

(動）か（蚊）。ガジャー┌ネー クヮーッタン[ga a ┌ne  kwa tta ]（蚊に咬ま

れた）。┐ガジャーヌ ┐マンディ ┌ニンダランタン[ ┐ga a nu ┐mandi ┌nintar

anta ]（蚊が多くて眠れなかった） 

┌ガナーバチー[┌gana ba i ]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、なんようぶだい。体長約70センチ。オーバチャー（糸

満方言） 

┌カブ[┌kabu]（名） 

撒き餌。┌カブ マキン[┌kabu maki ]（撒き餌を撒く）。撒き餌は、スルルグヮ

ーなどの┌ムンダニ[┌mundane]（餌）を撒いた。 

┌カメブ┐シ[┌kamebu┐ i]（名） 

鰹節の名称の一つ。小判と呼ばれる小型のカツオ（約２～３kg）を三枚下ろしにし

て、左、右の両身を鰹節に製造したもの。 

ガラ┌スァー[gara┌ a ]（名） 

(動）からす（烏）。久高島では、烏は不吉な鳥といわれている。┌ウン ヤーヌ ウ

イ┐カイ ガラ┌スァー┐ガ ナ┌キーヤ┐ ヤン┌メー チューヌ┐ ッチュヌ  

┌ヒーガ┐ シュラ ┐ワカラン[┌ u ja nu ui┐kai gara┌ a ┐ga na┌ki ja┐ 

jam┌me  u nu┐ t unu ┌çi ga┐ ura ┐wakara ]（その家の上に烏が鳴い

たら、病気している人が死ぬかも知れない） 

キシ┌パー[ki i┌pa ]（名） 

(動）魚名、スズメダイ科。和名、あまみすずめ。体長約14センチ。クルビラー（糸

満方言） 

┌キラーハマン[┌kira hama ]（名） 

(動）魚名、カマス科。和名、おおかます。体長約1.5メートル。ダイカマサー（糸

満方言） 

┌グー┐ブシ[┌gu ┐bu i]（名） 

鰹節の名。┌雄節」のこと。カツオの背肉で製造した鰹節。高品質の鰹節とされて

いる。 

┌グームン[┌gu mu ]（名） 

おす（雄）。┌グーワー[┌gu wa ]（雄豚）。久高島では雄豚はいなかった。┌スァニ

ワー[┌ aniwa ]（種豚）は飼育していなかった。ワッ┌タ シマー グーワーヤ┐ティ

カ┌ナーナ┐ ミー┌ワー ビカー┐ン ヤタル[wat┌ta ima  gu wa ja┐ 

tika┌na na┐ mi ┌wa  bika ┐  jataru]（私達の島は雄豚は飼育しないで、雌

豚ばかりであった）。┌チーンチ┐ ワー┌グヮー ホーイガ┐ イ┌キ┐ン[┌ i n i┐wa
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┌gwa  ho iga┐ i┌ki┐ ]（知念村へ子豚を買いに行く） 

┌グーラク[┌gu raku]（名） 

雄蛸。 

クク┌バー[kuku┌ba ]（名） 

(動）魚名、モンガラカワハギ科。和名、たすきもんがら。クク┌バー[kuku┌ba ]

の語源は「膨れているもの」の義という。体長約20センチ。イノーフクルビー（糸

満方言） 

ク┌スァ┐ビ[ku┌ a┐bi]（名） 

(動）魚名、ベラ科。和名、きぬべら。体長25センチ。クサバー（糸満方言） 

┌クスゥ[┌k’uθu]（名） 

くそ（糞）。┌スゥイヌ┐ クスゥ[┌θuinu┐ k’uθu]（鳥の糞）。┌ウシヌ┐ クスゥ[┌

u inu┐ k’uθu]（牛の糞） 

┌クスゥク[┌kuθuku]（名） 

(動）魚名、ニザダイ科。和名、くろぐちにざ。体長約20センチ。クスク（糸満方

言） 

ク┌スゥグイン[ku┌θugui ]（動） 

こそぐる。┐ワチャ ク┌スゥグイン[ ┐wa a ku┌θugui ]（腋下をこそぐる） 

ク┌タナ┐ギ[ku┌tana┐gi]（名） 

(動）魚名、フエフキダイ科。和名、いそふえふき。体長約25センチ。クチナジ（糸

満方言）。ク┌タナ┐ギ ┌クヮーシュ┐ン[ku┌tana┐gi ┌kwa u┐ ]（鯛を釣る）。

ク┌タナギヌ┐ クヮースァ┌リー┐ン[ku┌tanaginu┐ kwa a┌ri ┐ ]（鯛が釣れ

る） 

┌ク┐ム[┌k’u┐mu]（名） 

(動）くも（蜘蛛）。┐クムヌ ┌スィー[ ┐k’umunu ┌θi ]（蜘蛛の巣）。┐クムヌ 

┐スィー トゥク┌トゥーン[ ┐k’umunu θi  tuku┌tu ]（蜘蛛が巣を作ってい

る） 

クラー┌グヮー[kura ┌gwa ]（名） 

(動）すずめ（雀）。┌ヌチカイ┐ クラー┌グヮーガ┐ スィー トゥク┌トゥーシガ

ヤー[┌nu ikai┐ kura ┌gwa ga┐ θi  tuku┌tu igaja ]（軒に雀が巣を作っ

ているよ） 

グル┌マー[guru┌ma ]（名） 

(動）魚名。サバ科。和名、ぐるま。体長約30センチ。グルマー（糸満方言） 

ク┌レー[ku┌re ]（名） 

(動）魚名、イサキ科。和名、ころだい。体長約50センチ。ジューグヮークレー（糸
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満方言） 

┌グンジャ[┌gun a]（名） 

(動）くじら（鯨）。┌グンジャ┐ヌ ミー┌タン[┌gun a┐nu mi ┌ta ]（鯨が見え

た）。┌グンジャヌ┐ グン[┌gun anu┐ gu ]（鯨がいる）。┌グンジャヌ┐ ウイ┌ジ

ュー┐ン マー┌チガヤー[┌gun anu┐ ui┌ u ┐m ma ┌ igaja ]（鯨が遊泳し

ている。どこへ行くのかなあ）。┌グンジャヌ┐ チャン┌ジャチ イキスィ ミチャ

┐ン ┐バーン ┐アスァー[┌gun anu┐ an┌ a i ikiθi mi a┐m ┐ba  ┐

a a ]（鯨が喜屋武岬の方へ行くのを見たこともあるよ） 

┌ゲー[┌ge ]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、ぶだいの仲間。クジラフッタイ（糸満方言） 

┌コーターイシバイ[┌ko ta i ibai]（名） 

(動）魚名、ゴンベイ科。和名、ほしごんべい。体長約20センチ。 

サシェ┌ガスァー[sa e┌ga a ]（名） 

(動）魚名、スズキ科。和名、あおのめはた。体長約35センチ。ヤワラーミーバイ(糸

満方言） 

┌サバ[┌saba]（名） 

(動）魚名、サバ科。和名、さば。体長約50センチ。久高島では漁獲されない。最

近では輸入魚を馬天港辺りで仕入れ、神行事や祝儀用に利用している。 

┌サンシンケーケー[┌sa i ke ke ]（名） 

(動）魚名、カワハギ科。和名、そうしはぎ。体長約70センチ。センスルー（糸満

方言） 

┌サンマ[┌samma]（名） 

(動）魚名、サンマ科。和名、さんま（秋刀魚）。体長約40センチ。久高島では漁獲

されない。輸入魚を利用している。 

┌ジーワー[┌ i wa ]（名） 

(動）せみ（蝉）。小型の蝉。ジーワジーワと鳴くことから命名されたという。ジー

┌ワーヌ┐ ナチューン[ i ┌wa nu┐ na u ]（蝉が鳴く）ジー┌ワーヌ ナキーヤ

┐ ウシュヌ ┐ピーン[ i ┌wa nu naki ja┐ u unu ┐p’i ]（蝉が鳴くと潮が

ひく） 

┌シェーイラン[┌ e ira ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、ごばんひめじ。体長約35センチ。ジンバー（糸満方

言） 

┌シップルー[┌ ippuru ]（名） 

びしょ濡れ。ア┌ミネー ンディティ ムル シップルー┐ ナタン[ a┌mine   
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nditi muru ippururu ┐ nata ]（雨に濡れてびしょ濡れになった）。┐ハスァ

ン ムタン┌タクトゥ ムル シップルー┐ ナタン[ ┐ha am mutan┌takutu  

muru ippuuru ┐ nata ]（傘も持たなかったので全身びしょ濡れになった） 

┌シ┐ビ[┌ i┐bi]（名） 

(動）魚名、サバ科。和名、まぐろ（鮪）。大きいのは、体長約２～３メートル。┐シ

ビ ┌クヮーチャン[ ┐ ibi ┌kwa a ]（鮪を釣った）。┐シビャー ┌クヮースァ

ラ┐ン ムンヌ[ ┐ ibja  ┌kwa ara┐m ┐munnu]（鮪は釣れない） 

┌シャ┐ギ[┌ a┐gi]（名） 

しらが（白髪）。ティ┌ブノー ム┐ル ┐シャギ ┌ナ┐ティ ナー┌ン[ti┌buno  

mu┐ru ┐ agi ┌na┐ti ┐na ┌ ]（頭はすっかり＜全部＞白髪になってしまった） 

┌ジャバニ[┌ abani]（名） 

(動）魚名、アイゴ科。和名、ひめあいご。体長約25センチ。アケー（糸満方言） 

┌シャ┐ミ[┌ a┐mi]（名） 

(動）しらみ（虱）。┐シャミ ┌スゥイン[ ┐ ami ┌θui]（虱を取る）。┐シャミヌ 

┌フガ[ ┐ aminu ┌Φuga]（虱の卵） 

ジュリクク┌バー[ urikuku┌ba ]（名） 

(動）魚名、モンガラカワハギ科。体長約30センチ。ウエカタノメーカーハジャー(糸

満方言） 

シル┌アイ[ iru┌ ai]（名） 

(動）しらあり（白蟻）。┐ワッタ ┌ヤーヌ┐ ナカバシラー シル┌アイネー┐ クヮ

ーットゥー┌スィガヤー[ ┐watta  ┌ja nu┐ nakaba ira  iru┌ aine ┐ kwa

ttu ┌θigaja ]（私の家の中柱（大黒柱）は白蟻に喰われてしまっているよ） 

シル┌イチャ[ iru┌ i a]（名） 

(動）魚名、しろいか（白烏賊）。海岸や浜辺で餌木（疑似餌）を投げては手繰りし

ながら釣る烏賊。┌ミリイチャ[┌miri i a]ともいう。利尿薬としての効能もあり、

昔から民間食事療法に採用され、重宝されている。赤烏賊の３倍の値段で売られて

いた。 

┌ジンジン[┌ in i ]（名） 

(動）ほたる（蛍） 

┌スァー[┌ a ]（名） 

(動）ばった（飛蝗）の総称。昆虫｡┌スァー┐ヌ ┌スゥルー┐ン[┌ a ┐nu ┌θuru ┐ ]

（飛蝗が飛んでいる）。シマ┌カヤー┐ スァーヤ チカ┌グロー イキラスァ ナト

ゥーン[ ima┌kaja ┐ a ja ika┌guro  ikira a natu ]（島では、飛蝗は

近頃少なくなっている） 
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スァー┌ンナ[ a ┌nna]（名） 

(動）たにし（田螺）。久高島には棲息していない。 

スァカン┌プフニー[ akam┌pΦuni ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、みなみひめじ。体長約25センチ。イジヤンカタカシ(糸

満方言） 

┌スァク[┌ aku]（名） 

(動）たこ（蛸）の総称。┐スァク スゥ┌タ┐ン[ ┐ aku θu┌ta┐ ]（蛸を獲った） 

┌スァティー[┌ ati ]（名） 

(動）魚名、タチウオ科。和名、たちうお。体長約１メートル。タチヌイユ（糸満方

言） 

┌スァティマンヌ ワカグラー[┌ atimannu wakagura ]（名） 

神名。「たてがみの若駒」の義か。久高島の┌スォールイガナシ[┌θo ruigana i]神

はカベールの森に鎮座ましますと信じられている神馬に跨ってミズノエ（壬）の日

に島を巡回されるという口碑がある。 

┌スァマン[┌ ama ]（名） 

(動）魚名、フエフキダイ科。和名、はまふえふき。体長約70センチ。タマン（糸

満方言） 

┌スァルー[┌ aru ]（名） 

(動）さる（猿）。久高島には猿は棲息していない。スァン┌ドゥシ[ an┌du i]（申

年） 

スァン┌ネーラー[ an┌ne ra ]（名） 

(動）魚名。和名、ろくせんすずめだい。体長約16センチ。アヤビカー（糸満方言） 

┌スィー[┌θi ]（名） 

す（巣）。獣類、鳥類、虫類のすみか、巣。┌スゥイヌ┐ スィー[┌θuinu┐ θi ](鳥

の巣）。┌フムヌ スィー[┌Φumunu θi ]（蜘蛛の巣）。ポホー┌ターヌ スィー[p

Φo ┌ta nu θi ]（鳩の巣）。┐フムヌ ┌スィー┐ヌ ┐アヤーマ スゥイ┌パラタ

ン[ ┐Φumunu ┌θi ┐nu ┐ aja ma θui┌parata ]（蜘蛛の巣があったので取り

払った）。子供は蜘蛛の巣を竹の先端に巻き取り、それで蝉を捕らえて遊んだ。 

スィー┌トゥー┐ン[θi ┌tu ┐ ]（動） 

食物が饐えている。食物が腐っている。┌スィータ┐ー ナー┌ンクトゥ┐ ハー ┌

ケーバ[┌θi ta┐  na ┌ kutu┐ ha  ┌ke ba]（饐えてはいないから早く食べな

さい）。スィー┌トゥーンシャコー┐ ヒ┌ティリバ[θi ┌tu ako ┐ ç ┌tiriba]

(饐えているなら捨てなさいよ） 

┌スィ┐トゥー[┌θi┐tu ]（名） 
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(動）魚名、イスズ科。和名、てんじくいさぎ。体長約45センチ。ババシチュー（糸

満方言） 

┌スィムル[┌θimuru]（名） 

すもり（巣守）。孵化しないで巣に残る卵。┐フガヌ ┌スィムル ナティ┐ナーン 

[ ┐Φuganu ┌θimuru nati┐na ]（卵が孵化しなく＜巣守に＞なってしまった） 

スィラ┌シュン[θira┌ u ]（動） 

卵を孵化する。卵をかえす。スィラ┌チャン[θira┌ a ]（卵を孵化した） 

スィン┌スァラーマッタラー[θin┌ ara mattara ]（名） 

つばめ（燕）。スィン┌スァラーマッタラー┐ガ ┌ヌチカイ┐ スィー トゥク┌トゥ

ーン[θin┌ ara mattara ┐ga ┌nu ikai┐ θi  tuku┌tu ]（燕が軒に巣を作っ

ている） 

┌スゥイ[┌θui]（名） 

にわとり（鶏）。┌スゥイ┐ ティ┌カナトゥーン[┌θui┐ ti┌kanatu ]（鶏を飼育

している）。┌スゥヤー┐ チャッ┌ピ┐ ティ┌カナトゥーガ[┌θuja ┐ ap┌pi┐ t

i┌kanatu ga]（鶏は何羽＜いくら＞飼育しているか）。┌スゥイヌ ナキン[┌θuin

u naki ]（鶏が鳴く）。イチバン┌ルイヌ┐ ナチャン[ i iban┌ruinu┐ na a ]

(一番鶏が鳴いた）。ニバン┌ルヤー ナマ ナカン[ niban┌ruja  nama naka ]

(二番鶏はまだ鳴かない）。ミー┌ドゥイ[mi ┌dui]（めんどり）。┌グードゥイ[┌gu

dui]（おんどり） 

┌スゥイパハットゥ[┌suipΦattu]（名） 

鶏法度。「収穫時に鶏を野放しにするな」の意味。麦、豆、粟など穀物の収穫時には

鶏を放し飼いにしてはならないという村内の取り決めがあった。青年団がそれを取

り締まった。収穫時に放し飼いにしてある鶏は青年団が自由に処分できた。┌ナマ

ー スゥイパハットゥ ヤクトゥ┐ フカ┌チャー┐ ンギャ┌スァン┐カンバ[┌nam

a  θuipΦattu jakutu┐ Φuka┌ a ┐ gja┌ a ┐kamba]（今は鶏法度だから鶏

を外へだすなよ） 

┌スゥイン[┌θui ]（動） 

取る。捕える。スゥ┌タン[θu┌ta ]（捕えた）。┌スゥティ┐ スゥラ┌スィバ[┌θut

i┐ θura┌θiba]（取ってくれ＜取ってとらせよ＞）。スゥラン┌キバ[θura ┌kiba]

(取るなよ） 

┌スゥースィマーイラブ┐チ[┌θu θima irabu┐ i]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、ぶだいの仲間。体長約60センチ。ボーラー（糸満方

言） 

スゥカ┌キン[θuka┌ki ]（名） 
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(動）魚名、サバ科。和名、いそまぐろ。体長約90センチ。トカキン（糸満方言） 

スゥ┌カジャー[θu┌ka a ]（名） 

(動）魚名、ニザダイ科。和名、かんらんはぎ。体長約30センチ。トカジャー（糸

満方言） 

┌スゥビ┐ン[┌θubi┐ ]（動） 

飛ぶ。スゥ┌バン[θu┌ba ]（飛ばない）。┌ナマ スゥラ┐ン[┌nama θura┐ ]（今

飛んだ）。┌スゥビブシャ┐ン[┌θubibu a┐ ]（飛びたい）。┌スゥイヌ スゥビ┐ン[┌

θuinu θubi┐ ]（鳥が飛ぶ） 

┌スゥブー[┌θubu ]（名） 

(動）魚名、トビウオ科。和名、とびうお（飛魚）。体長約30センチ。久高島ではス

ゥブー（飛魚）は漁獲されない。┌スゥブー スゥイン[┌θubu  θui ]（トビウオ

を漁獲する＜獲る＞） 

┌スゥマトゥー┐ン[┌θumatu ┐ ]（動） 

止まっている。┌スゥイヌ┐ ヒー┌カイ スゥマトゥー┐ン[┌θuinu┐ çi ┌kai θ

umatu ┐ ]（鳥が木に止まっている）。┌スゥマラン[┌θumara ]（止まらない）。┌

ナマ スゥマタ┐ン[┌nama θumata┐ ]（今止まった） 

┌スゥラ[┌θura]（名） 

とら（虎）。┌スゥラヌ ギー[┌θuranu gi ]（虎の絵）。フタ┌ビャー スゥラド

ゥシ ヤイビール[Φuta┌bja  suradu i jaibi ru]（今年は寅年です） 

┌スォージ[┌θo i]（名） 

(動）魚名、アジ科。和名、よろいあじの仲間。体長約80センチ。ソージ（糸満方

言） 

スォーミ┌ナー[θo mi┌na ]（名） 

めじろ（目白）。籠の中に餌を入れておき、めじろを籠の中に誘い込んで入り口を閉

めて捕獲した。スォーミ┌ナーヤ ハグ┐ トゥクティ プフ┌ター アキティ┐ ム

ンダ┌ナー イッティ ウリ ケーガ┐ ナ┌カチ イーヤー┐ プフ┌ター チャーキ

 クーラリクトゥ┐ スォーミ┌ナーヤ┐ スゥラ┌リーン[θo mi┌na ja hagu┐ 

tukuti pΦu┌ta  akiti┐ munda┌na  itti uri ke ga┐ na┌ka i i ja ┐ 

pΦu┌ta  a ki ku rarikutu┐ θo mi┌na ja┐ θura┌ri ]（めじろは籠を作

って蓋を開けて餌をいれ、それを食べに中へ入ってきたら蓋はすぐ閉まるので、め

じろは捕えられる） 
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┌スォールイガナシ[┌θo ruigana i]（名） 

神職名。竜宮の神に奉仕する役目の神職のこと。60歳前後の男性が選任される。任

期は２年で、２人制。隔年に１人ずつ選任されて神職に就く。朝、昼は神前に茶湯

を供え、夜は酒を供えて任期中竜宮の神様を接待する。┌アラミンニー[┌ araminn

i ]（各月の中の最初の壬＜ミズノエ＞）の日に┌ミガー[┌miga ]（禊の井戸）から

水を汲んで来て禊をする。現在は┌スォールイガナシは後継者がなく、途切れてい

る。 

タイクチャー┌マティー[taiku a ┌mati ]（名） 

(動）魚名、フエダイ科。和名、おおぐちいしちびき。体長約１メートル。タイクチ

ヤーマチ（糸満方言） 

┌ダニク[┌daniku]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、ひぶだいの幼魚。成長したら┌アーガイ[┌ a gai]に

なる。 

チール┌バー[ i ru┌ba ]（名） 

きば（牙）。チール┌バー スゥガラシュ┐ン[ i ru┌ba  θugara u┐ ]（牙をむく

＜尖らせる＞） 

チッチョ┌グヮー[ it o┌gwa]（名） 

(動）うぐいす（鶯）。チッチョ┌グヮーガ ナキ┐ン[ it o┌gwa ga naki┐ ]（鶯

が鳴く）。ナ┌チュータン[na┌ u ta ]（鳴いていた）。チッチョ┌グヮーヤ┐ イテ

ィ┌グヮティマングララー┐ ナキパハジミーン[ it o┌gwa ja┐ iti┌gwatima gu

rara ┐ nakipΦa imi ]（鶯は一月頃から鳴き始める） 

チュ┌クー[ u┌ku ]（数） 

一個。-ク[-ku]は助数詞で卵などを数える際、数詞に下接して物を表す。┌タクー[┌

taku ]（二個）。┌ミクー[┌miku ]（三個）。┌ユク┐ー[┌juku┐ ]（四個）。イティ

┌クー[ iti┌ku ]（五個）。┌ムク┐ー[┌muku┐ ]（六個）。ナナ┌クー[nana┌ku ](七

個）。 ┌ヤク┐ー[┌jaku┐ ]（八個）。フ┌クンクー[Φu┌ku ku ]（九個）。スゥ┌ク

ー[θu┌ku ]（十個）。┌ジューイッ┐クー[┌ u ik┐ku ]（十一個） 

┌チュッピー[┌ uppi ]（数） 

一尾。┌ッピー[┌ppi ]（尾）は魚を数える助数詞。┌タッピー[┌tappi ]（二尾）。┌

ミピ┐ー[┌mipi┐ ]（三尾）。┌ユピ┐ー[┌jupi┐ ]（四尾）。イティ┌ピー[ iti┌pi ](五

尾）。┌ムピ┐ー[┌mupi┐ ]（六尾）。┌ナナピー[┌nanapi ]（七尾）。┌ヤピー[┌japi ]

（八尾）。フ┌クンピー[Φu┌kumpi ]（九尾）。┌スゥピー[┌θupi ]（十尾） 

┌チル[┌ iru]（名） 

(動）つる（鶴）。女性の名前に┌チル[┌ iru]（鶴）と命名されることがある。ハ┌ミ
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ャー┐ マン┌ネン チロー┐ シェン┌ネンッチューヌ┐ フトゥ┌バー┐ チ┌チャ

ン フトー┐ ア┌スァー[ha┌mja ┐ man┌nen iro ┐ en┌nent u nu┐ Φu

tu┌ba ┐ i┌ a  Φuto ┐ a┌ a ]（亀は万年鶴は千年という言葉を聞いたこと

があるよ） 

チンチ┌ナー[ in i┌na ]（名） 

(動）ひばり（雲雀）。チンチ┌ナー┐ ティカリ ア┌スィラ┐ンバーン ┐アスァー[

in i┌na ┐ tikari a┌θira┐mba  ┐ a a ]（雲雀を捕らえて遊んだこともあ

るよ） 

-ティ[-ti]（接尾） 

数詞に下接して数を表す語。┌ティー┐ティ[┌ti ┐ti]（一つ）。┌ター┐ティ[┌ta ┐ti]

(二つ）。┌ミー┐ティ[┌mi ┐ti]（三つ）。┌ユー┐ティ[┌ju ┐ti]（四つ）。┌イティテ

ィ[┌ ititi]（五つ）。┌ムー┐ティ[┌mu ┐ti]（六つ）。┌ナナ┐ティ[┌nana┐ti]（七つ）。

┌ヤー┐ティ[┌ja ┐ti]（八つ）。フ┌クン┐ティ[Φu┌kun┐ti]（九つ）。┌スゥ┐ー[┌θu

┐ ]（十） 

ティカ┌ネー┐ン[tika┌ne ┐ ]（動） 

飼育する。飼う。養う。ティカ┌ナトゥー┐ン[tika┌natu ┐ ]（飼っている）。ティ

カ┌ナタン[tika┌nata ]（飼った）。ティカ┌ネーブシャ┐ン[tika┌ne bu a┐ ]（飼

いたい）。ティカ┌ネーングヮ[tika┌ne gwa]（実子以外の養育した子）。┌ウ┐シ 

ティカ┌ナトゥー┐ン[┌ u┐ i tika┌natu ┐ ]（牛を飼育している）。┌ックヮ テ

ィカネー┐ン[┌kkwa tikane ┐ ]（子供を育てる）。┐ワラビ ティカ┌ネー┐ン[ ┐

warabi tika┌ne ┐ ]（子供を育てる)｡┌ウヌ ックヮー┐ ワーガ ティカ┌ナ

タン[┌ unu kkwa ┐ wa ga tika┌nata ](この子は私が育てた＜養った＞) 

┌ティビスゥガヤー[┌tibiθugaja ]（名） 

(動）貝の名。広瀬貝。高瀬貝。 

ティ┌マ┐グ[ti┌ma┐gu]（名） 

ひづめ（蹄）。┌ティマグシャーマ キー┐ン[┌timagu a ma ki ┐ ]（蹄で蹴る） 

┌ティミ[┌timi]（名） 

つめ（爪）。┌ティミ キー┐ン[┌timi ki ┐ ]（爪を切る）。┌ティミ┐ヌ ナガ┌ス

ァン[┌timi┐nu naga┌ a ]（爪が長い） 

ティラプッカイシバイ[┌tirapukka i ibai]（名） 

(動）魚名、ゴンベイ科。和名、いそごんべい。体長約20センチ。チンサー（糸満

方言）。「膨れ面イシバイ」の義か。 

ティル┌ビャーラ┐ク[tiru┌bja ra┐ku]（名） 

(動）夫婦蛸。つがいの蛸。交尾している蛸。「つるび＜交尾＞（『日本霊異記中』）
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蛸」の義か。┌フマカイ┐ ティル┌ビャーラ┐クヌ ┐グスィガ[┌Φumakai┐ tiru┌

bja ra┐kunu ┐guθiga]（ここに夫婦蛸＜つがいの蛸＞がいるよ） 

ティル┌ビン[tiru┌bi ]（動） 

つるむ。交尾する。ティル┌ルー┐ン[tiru┌ru ┐ ]（つるんでいる。交尾している）。

┌インヌ┐ ティル┌ルー┐ン[┌ innu┐ tiru┌ru ┐ ]（犬が交尾している） 

ティル┌マン[tiru┌ma ]（名） 

(動）魚名、ニザダイ科。和名、てんぐはぎ。体長約70センチ。ツヌマン（糸満方

言） 

ナガジュー┌マティー[naga u ┌mati ]（名） 

(動）魚名、フエダイ科。和名、はまだい。体長約１メートル。アカマチ（糸満方言） 

┌ナキ┐ン[┌naki┐ ]（動） 

鳴く。┌スゥイヌ ナキ┐ン[┌θuinu naki┐ ]（鳥が鳴く）。┐ミャーヌ ┌ナキ┐ン

[ ┐mja nu ┌naki┐ ]（猫が鳴く）。ジー┌ワーヌ ナキ┐ン[ i ┌wa nu naki┐ ]

（蝉が鳴く） 

┌ナシュ┐ン[┌na u┐ ]（動） 

産む。┌ックヮ ナシュ┐ン[┌kkwa na u┐ ]（子供を産む）。ナ┌スァン[na┌ a ]

(産まない）。┌ナチャン[┌na a ]（産んだ）。ナスィ┌ディ┐キ[naθi┌di┐ki]（産み

月。臨月）。ナスィ┌ブシャン[naθi┌bu a ]（産みたい）。ナスィ┌ミー┐ン[naθi┌

mi ┐ ]（産ませる） 

ニシ┌バン[ni i┌ba ]（名） 

地名。久高島の西海岸に外間ノロがエラブ漁をするために与えられた場所の地名。

フカマ┌ヌルネー┐ スァボー┌チューン┐ ンナギ ┌スゥイン┐ スゥク┌マー┐ 

ニシ┌バン┐ ヤル[Φukama┌nurune ┐ abo ┌ u n┐ nnagi ┌θuin┐ θuku┌

ma ┐ ni i┌ba ┐ jaru]（外間ノロに賜ったウナギ＜えらぶ＞の漁場はニシバン

だ） 

┌ヌミ[┌numi]（名） 

(動）のみ（蚤）。戦後米軍のDDT散布により駆除され､現在はいない｡ヌミ┌ネー┐ 

スァ┌スァッタン[numi┌ne ┐ a┌ atta ](蚤にさされた)｡┐ユビャー ヌ┌ミ┐ヌ

┐マンディ ┌ニンダランタン[ ┐jubja  nu┌mi┐nu ┐mandi ┌nindaranta ]

(昨夜は蚤が多くて眠れなかった）。チカ┌グロー┐ ヌー┌ガラ┐ ヌミン グ┌ラン

ナタン[ ika┌guro ┐ nu ┌gara┐ numi  gu┌rannata ]（近頃はなぜか蚤もい

なくなった） 

┌ハー[┌ha ]（名） 

かわ（皮）。┐イキムシヌ ┌ハー[ ┐ ikimu inu ┌ha ](動物の皮)｡┐ハー ┌パハギ
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ン[ ┐ha  ┌pΦagi ]（皮を剥ぐ）。┌ウシヌ ハー[┌ u inu ha ]（牛の皮）。 

┌スァバヌ ハー[┌ abanu ha ]（鮫の皮＜鱶の皮＞） 

ハー┌エー[ha ┌je ]（名） 

(動）魚名、アイゴ科。和名、ごまあいご。体長約40センチ。カーエー（糸満方言） 

ハー┌ブヤー[ha ┌buja ]（名） 

(動）こうもり（蝙蝠）。 

┌ハーミ[┌ha mi]（名） 

(動）かめ（亀）。海亀。スァティ┌バマ マングラー┐ ハー┌ミャー┐ フガ ┌ナシ

ー┐ガ ユー ┌アガイタン[ ati┌bama ma gura ┐ ha ┌mja ┐ Φuga ┌na i

┐ga ju  ┌ agaita ]（スァティ浜＜島の東側にある浜＞あたりは、亀は産卵に

よく上がってきていた）。ハー┌ミヌ┐ フガ ┌ナ┐チ ┐グン[ha ┌minu┐ Φuga 

┌na┐ i ┐gu ]（亀が卵を産んでいる＜現在産んでいる＞）。┐フガ ┌ナ┐チューン

[ ┐Φuga ┌na┐ u ]（卵を産んだ＜既に産んでいる＞） 

ハカ┌リー┐ン[haka┌ri ┐ ]（動） 

かかれる（掻かれる）。ハカッ┌タン[hakat┌ta ]（掻かれた）。ハ┌カリ┐ティ ナ

ー┌ン[ha┌kari┐ti na ┌ ]（掻かれてしまった）。 

┌ハキン[┌haki ]（動） 

掻く。┌フシヌ┐ ゴー┌スァヌ┐ ハキ┌バ[┌Φu inu┐ go ┌ anu┐ haki┌ba]（背

中が痒くて、掻けよ)｡┌フシヌ┐ ゴー┌スァヌ┐ ハキン[┌Φu inu┐ go ┌ anu┐ 

haki ]（背中が痒いので掻く＜掻いている＞） 

ハジ┌ゲー[ha i┌ge ]（名） 

豚舎から排出される肥料。豚舎で茅や草の葉を豚に踏ませたものを肥料に利用した。

ワー┌プンラ┐ ンギーヌ ┌ヘーヤ┐ ハジ┌ゲーッ┐チール[wa ┌punra┐ gi  

nu ┌he ja┐ ha i┌ge t┐ i ru]（豚舎から出る肥料はハジゲーという） 

┌ハスァ┐ー[┌ha a┐ ]（名） 

(動）魚名、スズキ科。和名、しろぶちはた。体長約50センチ。ハヤーミーバイ（糸

満方言） 

ハ┌タ┐チ[ha┌ta┐ i]（名） 

(動）うに（海栗）。食用にならないものは┌ウイ[┌ ui]（食用にならないウニ）と

いう。うに（海栗）の卵巣を塩漬けにしたものは美味である。戦前は久高島の海に

ハ┌タ┐チがたくさん棲息していたが、最近は減少している。 

┌ハトゥー[┌hatu ]（名） 

(動）魚名、サバ科。和名、かつお。体長約90センチ(大判)になる。体長40～50セ

ンチのものは小判といわれていた。久高島の漁師は八重山や南洋諸島のパラウでカ
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ツオ漁業を営み、鰹節を製造した。戦前の八重山では四人の久高島出身者が四箇所

の鰹節工場を経営していた。 

ハ┌トゥー┐ブシ[ha┌tu ┐bu i]（名） 

かつおぶし（鰹節）。単に┐プシ[ ┐pu i]（節）ともいう。ミー┌ブシ[mi ┌bu i]（雌

節）、┌グー┐ブシ[┌gu ┐bu i]（雄節）、┌カメブ┐シ[┌kamebu┐ i]（亀節）がある。

┌カメブ┐シは小判以下のカツオを三枚下ろしにして製造した鰹節で、品質の上から

いうと、雄節、雌節より落ちる。雄節や雌節は四つ割りにして製造したものである。 

ハ┌トゥールイ[ha┌tu rui]（名） 

(動）ウミネコ（海猫）。「鰹鳥」の義。┌スゥイマキ[┌θuimaki]（鳥巻き。ウミネ

コの群れ）を見てカツオの魚群を追い続け、餌付けをして釣った。 

┌パハ┐チ[┌pΦa┐ i]（名） 

はち（蜂）。赤蜂のみにいう。┐スァムン ┌スゥイ┐ガ イキャーマ ┌パハチネー 

スァスァッティ┐ チャン[ ┐ amun ┌θui┐ga ikja ma ┌pΦa ine  a atti┐ 

a ]（薪を取りに行って蜂に刺されてきた＜刺されてきている＞） 

┌パハニ[┌pΦani]（名） 

はね（羽）。翼。┌スゥイン パハニ[┌θuim pΦani]（鳥の羽）。┌パハニ┐ ヌギン[┌

pΦani┐ nugi ]（羽を抜く）。占い。卜占にも用いる。┌パハニ アティン[┌pΦani

 ati ]（元祖を受け継ぐ日取りをとる＜卜占で決める＞） 

┌パハライ[┌pΦarai]（名） 

カツオが一匹も釣れないこと。縁起が悪いこと。間がわるい。┐シューヤ ┌ヌー┐

ン クヮー┌スァンタン パハラ┐イヤル[ ┐ u ja ┌nu ┐  kwa ┌ antam pΦa

ra┐ijaru]（今日は何も釣れなかった。縁起がわるい。パライだ） 

ハビ┌ラー[habi┌ra ]（名） 

(動）、ちょう（蝶）の総称。ハビ┌ラーガ スゥルー┐ン[habi┌ra ga θuru ┐ ](蝶

が飛んでいる） 

┌バン[┌ba ]（名） 

｢当番」の義か。昔久高島では、知念の番所からノロシ（烽火）の合図が出ると船を

漕いで行く制度が出来ていた。その当番をバン┌フギ[ba ┌Φugi]という。 

┌ハン┐ジュ[┌han┐ u]（名） 

とさか（鶏冠）。┌ハンジュ┐ヌ ┌ミーティ┐チャン[┌han u┐nu ┌mi ti┐ a ]（鶏

冠が生えてきた）。┌アン スゥイヌ ハンジョ┐ー マギ┌スァヌ[┌ an θuinu 

han o┐  magi┌ anu](あの鶏の鶏冠は大きい)｡マギ┌ハンジュ ヤンミャー[ma

gi┌han u jammja ]（大きな鶏冠だなあ） 

┌ヒー[┌çi ]（名） 

Hosei University Repository



 
－69－ 

毛。体毛。┌スゥイヌ ヒー[┌θuinu çi ]（鳥の毛。羽毛）。┌ヒーミー┐ ジュー

ルク[┌çi mi ┐ u ruku]（陰毛の生えるのは十六歳） 

ビー┌チャー[bi ┌ a ]（名） 

(動）はつかねずみ（二十日鼠）。 

ピーピ┌ジャー[pi pi┌ a ]（名） 

(動）山羊。久高島では山羊を沢山飼育し、それを売って婦人達は反物を購入した。

山羊は女性の┌ワタグ┐シ[┌watagu┐ i]（へそくり）のために飼育された。ピーピ┌

ジャー┐ ティ┌カナトゥー┐ン[pi pi┌ a ┐ ti┌kanatu ┐ ]（山羊を飼っている）。

ピーピ┌ジャーヤ ウジニームン ナイン[pi pi┌ a ja u ini mun nai ](山

羊は滋養食になる）。昔は、産前産後にウジニームンとして山羊肉汁を産婦に与えて

いた。 

┌ヒー┐ムシ[┌çi ┐mu i]（名） 

(動）けむし（毛虫）。┌ヒームシヌ┐ グン[┌çi mu inu┐ gu ]（毛虫がいる）。 

┌ヒーン[┌çi ]（動） 

死ぬ。キャー┌チ┐ン ヒ┌ヤンキバ[kja [ i┐n çi┌ja kiba]（決して死ぬなよ）。┌

ヒヤン[┌çija ]（死なない）。┌ヒジャ┐ン[┌çi a┐ ]（死んだ）。┌ヒーブシャン 

[┌çi bu a ]（死にたい）。┌ヒーブシャンシャコー┐ ハー ┌ヒーバ[┌çi bu a a

ko  ┐ha  ┌çi ba]（死にたければ早く死ねよ）。┌ヒースァー┐ ワッ┌スァ┐ン[┌çi

a  wa ┌ a┐ ]（死ぬのは悪い）。┌ヒヤシュン[┌çija u ]（殺す＜死なす＞）。 

┌ヒヤチャン[┌çija a ]（殺した＜死なせた＞）。久高島では、人が死ぬと門に竈の

灰と棒（物干し竿）を横に倒して置き、悪霊が進入するのを防ぐ風習があった。 

┌ピ┐ジ[┌p’i┐ i]（名） 

ひげ（髭）。┌ピジヌ┐ ミー┌ン[┌p’i inu┐ mi ┌ ]（髭が生える）。┌ピジヌ ミー

ティチャ┐ン[┌p’i inu mi ti a┐ ]（髭が生えてきた）。シル┌ピ┐ジ[ iru┌p’i┐ i]（白

髭） 

ピ┌シャ[pi┌ a]（名） 

足。ピ┌シャ┐ヌ ナガ┌スァン[pi┌ a┐nu naga┌ a ]（足が長い）。ピ┌シャナガ

ー[pi┌ anaga ](足の長い人)｡ピ┌シャ┐ヌ インキャ┌スァン[pi┌ a┐nu i kja

┌ a ]（足が短い）。┌インキャ┐ー ピ┌シャ[┌ i kja┐  pi┌ a]（短い足）。┌ピシ

ャー┐ ナガ┌スァタン[┌pi a ┐ naga┌ ata ]（足は長かった）。┌メービシャー

[┌me bi a ]（前足）。アトゥ┌ビシャ[ atu┌bi a]（後ろ足）。┌メービシャ スァ

ッチ[┌me bi a at i]（前足を立てて。＜積極的に行動する、先頭に立って行動

する＞の意） 

ビタ┌ラー[bita┌ra ]（名） 
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(動）魚名、フエダイ科。和名、ろくせんふえだい。体長約25センチ。ピタロー（糸

満方言） 

┌ビタロー[┌bitaro ]（名） 

(動）魚名、フエダイ科。和名、にせくろほしふえだい。体長約25センチ。ヤマト

ビー（糸満方言） 

┌ピヒーラー[┌pΦi ra ]（名） 

(動）ごきぶり。┐アンチ ┌ピヒーラーヌ┐ マン┌ドゥー┐ン ┐ムノー[ ┐ an i ┌

pΦi ra nu┐ man┌du ┐m ┐muno ]（あんなにもゴキブリが多いことよ） 

┌ピヒギ┐ン[┌pΦigi┐ ]（動） 

へぐ（剥）。削る。鰹節を削る。┌ハトゥーブシ ピヒギ┐ン[┌hatu bu i pΦigi┐ ]

(鰹節を削る）。┌ピヒガ┐ン[┌pΦiga┐ ]（削らない）。┌ピヒジャ┐ン[┌pΦi a┐ ]（削っ

た）。┐ピヒジ スゥラ┌スィバ[ ┐pΦi i θura┌θiba]（削ってくれ＜取らせ＞） 

┌ピヒジガスァー[┌pΦi iga a ]（名） 

鰹節の削り殻。鰹節を製品化する際に表面を削って出来る削り殻。「剥ぎ殻」の義か。 

ピヤー┌パハチー[pija ┌pΦa i ]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。和名、いろぶだい。体長約80センチ。アーガチャー（糸満

方言） 

┌ピュールカー[┌pju ruka ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、もんつきあかひめじ。体長約30センチ。フールヤー(糸

満方言） 

┌ピヨピヨグヮー[┌pijopijogwa ]（名） 

(動）ひよこ。雛鳥。ピヨピヨ┌グヮーガ スェーラカ┐ ン┌マッタン[pijopijo┌gwa

ga θe raka┐ m┌matta ]（ひよこ＜雛鳥＞がたくさん生まれた） 

┌フー[┌Φu ]（名） 

こうら（甲羅）。ハー┌ミヌ フー[ha ┌minu Φu ]（亀の甲羅） 

┌フガ[┌huga]（名） 

たまご（卵）。┌スゥイヌ フガ[┌θuinu Φuga]（鶏の卵）。ポホー┌ターヌ フガ[p

Φo ┌ta nu Φuga]（鳩の卵）。アピ┌ラーヌ フガ[ api┌ra nu Φuga]（家鴨の

卵）。ハ┌ブヌ フガ[ha┌bunu Φuga]（蛇の卵）。ンナ┌ギヌ フガ[nna┌ginu 

Φuga]（エラブウナギの卵）。┐フガ ┌ナシュ┐ン[ ┐Φuga ┌na u┐ ]（卵を産む） 

フ┌クンナ[Φu┌kunna]（名） 

(動）さざえ。フ┌クンナ プフリーン[Φu┌kunna pΦuri ]（さざえ貝を拾う） 

プフ┌シイチャ[pΦu┌ i i a]（名） 

干し烏賊。するめ。烏賊を開いて内臓を除去し天日に乾燥したもの。 
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┌プフミ┐キ[┌pΦumi┐ki]（名） 

熱気。ほてり。「ほめく＜熱く、火めく＞」の義か。┌プフミキヌ┐ チュー┌スァン[┌

pΦumikinu┐ u ┌ a ]（熱気が強い。夏の真っ盛りの暑さが厳しい） 

┌プフルワーシュン[┌pΦuruwa u ]（動） 

育てる。成長させる。┌プフルワーチャン[┌pΦuruwa a ]（育てた。成長させた）。

┌プフルワースァン[┌pΦuruwa a ]（育てない。成長させない）。┌プフルワーチュー

┐ン[┌pΦuruwa u ┐ ]（育てている）。┌ウン クヮ┐ー ワー┌ガル プフルワーチ

ュー┐ル[┌ u  kwa┐  wa ┌garu pΦuruwa u ┐ru]（この子は私が育ててい

る） 

フブン┌シミー[Φubu ┌ imi ]（名） 

(動）魚名、コウイカ科。和名、こぶしめ。体長約50センチ。ク┌ル┐スメー（鳩間

方言）。フブン┌シミー クヮーシュン[Φubu ┌ imi  kwa u ]（コブシメを釣る） 

┌フルイ[┌Φurui]（名） 

稲光。┌フルイヌ┐ ピチャ┌タン[┌Φuruinu┐ pi a┌ta ]（稲光が光った）。┌フル

イヌ┐ ピチャ┌イヤー┐ アミヌ ┐プイン[┌Φuruinu┐ pi a┌ija ┐ aminu 

┐pui ]（稲光が光ると雨が降る） 

┌フルシュ┐ン[┌Φuru u┐ ]（動） 

ころす（殺す）。動物を殺す。┌ヒヤシュ┐ン[┌çija u┐ ]は（人を殺す）意。┌フル

チャ┐ン[┌Φuru a┐ ]（殺した）。┌フルスァン┐キバ[┌Φuru a ┐kiba]（殺すな）。

┌フルシブシャ┐ン[┌Φuru ibu a┐ ]（殺したい）。┐ワー ┌フルシュン[ ┐wa   

┌Φuru u ]（豚を屠殺する＜豚を殺す＞）。ム┌チー[mu┌ i ]（旧暦12月８日子供

たちに月桃の葉で包んだ餅を作って与える行事）の前後に門中を中心に、大体五家

族一組で正月用の豚（ショーグヮチ┌ワー[ ogwa i┌wa ]）を屠った。子供たちは

豚の膀胱を膨らませて鞠の代用にして遊んだ 

┌ぺヘ┐ー[┌pΦe┐ ]（名） 

はえ（蝿）。┌ぺヘーヌ┐ スゥルーン[┌pΦe nu┐ θuru ](蝿が飛んでいる)｡┌ぺヘ

ーヌ┐ マンディ ┐ムヌン ┌ウカラン[┌pΦe nu┐ mandi ┐munu  ┌ ukara

]（蝿が多くて食べ物も＜物も＞置いておけない） 

ぺヘー┌ムシャー[pΦe ┌mu a ]（名） 

(動）ごきぶり。ぺヘー┌ムシャーヌ┐ マンディ ヒ┌タナスァン[pΦe ┌mu a nu┐ 

mandi ç ┌tana a ]（ゴキブリが沢山いて汚い）。ぺヘー┌ムシャー スゥイン[pΦe

┌mu a  θui ]（ゴキブリを捕る）。┌ビナスァン┐ トゥ┌クマカイル┐ ぺへー┌ムシ

ャーヤ┐ マン┌ドゥーロ[┌bina an┐ tu┌kumakairu┐ pΦe ┌mu a ja┐ man┌

du ro]（不潔なところにゴキブリはたくさんいるのだ） 
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┌ホージャーイラン[┌ho a ira ]（名） 

(動）魚名、ヒメジ科。和名、まるくちひめじ。体長約35センチ。ジンバー（糸満

方言） 

ボーフ┌ジャー[bo Φu┌ a ]（名） 

(動）ぼうふら。ミリ┌ガーミカイ┐ ボーフ┌ジャーヌ┐ ワ┌チューン[miri┌ga mi

kai┐ bo Φu┌ a nu┐ wa┌ u ]（水瓶にぼうふらが湧いている） 

ポホー┌ター[pΦo ┌ta ]（名） 

(動）はと（鳩）。山鳩。ポホー┌ターガ┐ フガ ┌ナチャ┐ン[pΦo ┌ta ga┐ Φuga 

┌na a┐ ]（鳩が卵を産んだ）。ミカ┌シャー┐ ポホーター ウ┌チャー┐ガ シュー

タ┌スァー[mika┌ a ┐ pΦo ta  u┌ a ┐ga u ta┌ a ]（昔は鳩撃ちが来てい

たよ） 

┌マーマティー[┌ma mati ]（名） 

(動）魚名、フエダイ科。和名、おおひめ。体長約80センチ。マーマチ（糸満方言） 

┌マカ┐ブ[┌maka┐bu]（名） 

(動）、ベラ科。和名、くさびべら。体長約30センチ。イノーマクブ（糸満方言） 

┌マタブイン[┌matabui ]（動） 

じゃれる（戯れる）。「まつわる（纏）」の義。イン┌グヮーガ マタブイン[ i ┌gwa

ga matabui ]（子犬がじゃれる）。イン┌グヮーガ マタブティ キャー┐ン ナ┌

ラン[ i ┌gwa ga matabuti kja ┐n na┌ra ]（子犬がじゃれてしようがない) 

┌マテー[┌mate ]（名） 

(動）魚名、アイゴ科。和名、じゃばあいご。体長約35センチ。オンレー（糸満方

言） 

マラ┌ラー[mara┌ra ]（名） 

(動）和名、アオマダラウミヘビ。エラブ漁では、┌ブヤー[┌buja ]（雄のエラブ）、

フ┌ガー[Φu┌ga ]（雌のエラブ）の二種のエラブが漁獲される。漁期は旧暦６月2

4日から12月31日まで。┐ンナギ ┌スゥイヌ┐ ジ┌キャー┐ ドゥク┌グヮティ┐ 

ニ┌ジュ┐ー ┌ユッカラー┐ スゥスィン┌ユルーマリー┐ ヤル[ ┐nnagi ┌θuinu┐ 

i┌kja ┐ duku┌gwati┐ ni┌ u┐  ┌jukkara ┐ θuθi ┌juru mari ┐ jaru]

(エラブの漁期は旧暦６月24日から大晦日＜年の夜＞までである） 

┌ミーバイ[┌mi bai]（名） 

(動）魚名、スズキ科。和名、まだらはた。体長約60センチ。ユダヤーミーバイ（糸

満方言） 

ミー┌ブ┐シ[mi ┌bu┐ i]（名） 

めぶし（女節）。鰹節の一つで腹部を含む鰹節。 
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┌ミームン[┌mi mu ]（名） 

めす（雌）。「女もの」の義。┌ミーワー[┌mi wa ]（雌豚）。久高島では子豚（雌）

を購入してきて肥育し、正月用に屠殺したり、換金用の肉豚として輸出販売したり

した。 

ミー┌ラ┐ク[┌mi ┌ra┐ku]（名） 

(動）雌蛸。「女蛸」の義。 

┌ミャー[┌mja ]（名） 

(動）ねこ（猫）。ミカ┌シラ┐ ミャーヤ ┌グヤビースァ[mika┌ ira┐ mja ja ┌

gujabi a]（昔から猫はいますよ）。┐ミャーヌ ┌ナキン[ ┐mja nu ┌naki ]（猫

が鳴く）。┐ミャーヌ ┌ナキスィガ┐ ヌー┌ガヤー[ ┐mja nu ┌nakiθiga┐ nu ┌

gaja ]（猫が鳴いているが何かあるのかなあ＜何かなあ＞） 

┌ミャーリク┐ク[┌mja riku┐ku]（名） 

(動）ふくろう（梟）。主に夜間に活動する。クラカ┌ジマカヤー ミャーリククン┐ 

グスァー[ kuraka┌ imakaja  mja rikuku ┐ gu a ]（久高島には梟もいるよ） 

┌ミリイチャ[┌mirii a]（名） 

(動）魚名、いか（烏賊）の一種。みずいか（水烏賊）の義。シル┌イチャ[ iru┌ i

a]（白烏賊）ともいう。 

┌ミンバ┐ニ[┌mimba┐ni]（名） 

(動）魚名、ブダイ科。おおもんはげぶだい。体長約35センチ。 

ミン┌パハー[mim┌pΦa ]（名） 

(動）魚名、テンジクダイ科。和名、みなみふとすじいしもち。体長約８センチ。イ

シウフミー（糸満方言） 

ミンブター┌アカイユ[mimbuta ┌ akaiju]（名） 

(動）魚名、イットウダイ科。和名、あかまつかさの仲間。体長約20センチ。ミン

タマー（糸満方言） 

┌ムカリ[┌mukari]（名） 

(動）むかで（百足）。ムカ┌リネー┐ スァ┌スァッタン[muka┌rine ┐ a┌ atta ]

(百足にさされた） 

┌ムシ[┌mu i]（名） 

(動）むし（虫）。┌ヒーム┐シ[┌çi mu┐ i]（毛虫）。┌ヒームシヌ┐ アン┌スァ┐キ 

アティ┌マ┐ティ ┐グン[┌çi mu inu┐ an┌ a┐ki ati┌ma┐ti ┐gu ]（毛虫が

沢山集まっている）。┌ムシネー┐ スァスァリ┌ヤー┐マ ┐ティラー ┌プッキトゥ

ー┐ン[┌mu ine ┐ a ari┌ja ┐ma ┐tira  ┌p’ukkitu ┐ ]（虫に刺されて顔が膨

れ＜腫れ＞ている） 
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┌ムジョー┐リ[┌mu o ┐ri]（名） 

(動）魚名、フエダイ科。和名、ささむろ。体長約27センチ。ヒラーグルクン（糸

満方言） 

┌ムシワー[┌mu iwa ]（名） 

(動）寄生虫のいる豚。昔は人糞も与えて養豚したため、豚に寄生虫の発生すること

があった。┐ワースァー[ ┐wa a ]（屠殺業者）は豚の目と口を開けて寄生虫の有

無を調べた。寄生虫のいる豚は半値以下にしか売れなかった。 

┌ム┐チュー[┌mu┐ u ]（名） 

(動）魚名、トラギス科。和名、ななめとらぎす。体長約20センチ。ムチュー（糸

満方言） 

┌ムル┐ー[┌muru┐ ]（名） 

(動）魚名、フエフキダイ科。和名、ほおあかくちび。体長約30センチ。オームル

ー（糸満方言） 

┌ム┐ン[┌mu┐ ]（名） 

餌。動物の飼料。┐スゥイヌ ┌ムン[ ┐θuinu ┌mu ]（鳥の餌）。┌ウシ┐ヌ ┐ムン

[┌ u i┐nu ┐mu ]（牛の飼料）。ムン┌ダニ[mun┌dani]（魚の餌）。┐ワー ┌ム

ン[ ┐wa  ┌mu ]（豚の餌、豚の飼料） 

ムン┌ダニ[mun┌dani]（名） 

魚の餌。┌アマ┐ン[┌ ama┐ ]（やどかり）、スァク┌ヌ スィー[ aku┌nu θi ](蛸

の手）などを魚の餌にして魚釣りをした。ムン┌ダニヌ プスクッチ┐ ヘー┌ティ

ル┐ チャル[mun┌daninu pusukut i┐ he ┌tiru┐ aru]（魚の餌が不足して、

帰ってきた）。ムン┌ダナー┐ アマン ┌ヤタル[mun┌dana ┐ ama  ┌jataru]

(餌はヤドカリであった）。ヤドカリの爪の部分は潰して撒き餌にした。 

ヤー┌ルー[ja ┌ru ]（名） 

(動）やもり（守宮）。ティン┌ジョーカイ┐ ヤー┌ルー┐ヌ ┐グン[tin┌ o kai┐ 

ja ┌ru ┐nu ┐gu ]（天井に守宮がいる）。ヤー┌ルーヤ ナティナイヤー┐ ンギ

ティ シュー┌スァー[ja ┌ru ja natinaija ┐ giti u ┌ a ]（守宮は夏になる

と出てくるよ） 

┌ヤキ┐ー[┌jaki┐ ]（名） 

(動）魚名、フエフキダイ科。和名、あまみふえふき。体長約70センチ。ヤキ（糸

満方言） 

ヤマ┌ギャー[jama┌gja ]（名） 

(動）魚名、ベラ科。和名、みつばもちのうお。体長約35センチ。イノーヒロサ（糸

満方言） 
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ヤマハブ┌ヤー[jamahabu┌ja ]（名） 

(動）いもり（井守）。ヤマハブ┌ヤーガ グ┐ン[jamahabu┌ja ga gu┐ ]（井守が

いる）。ヤマハブ┌ヤーヤ┐ アン┌マリ┐ ミチャン フ┌トー┐ ナーン[jamahabu

┌ja ja┐ am┌mari┐ mi a  Φu┌to ┐ na ]（井守はあまり見たことはない） 

ユーシ┌バーアカイ┐ユ[ju i┌ba akai┐ju]（名） 

(動）魚名、イットウダイ科。和名、うけぐちいっとうだいの仲間。体長約25セン

チ。ナガーアカユー（糸満方言） 

┌ル┐ー[┌ru┐ ]（名） 

尾。┌ルー┐ヌ ナガ┌スァン[┌ru ┐nu naga┌ a ](尾が長い)。ナガ┌ルー[naga┌

ru ]（長い尾。長尾）。┐ワーヌ ┌ルー[ ┐wa nu ┌ru ]（豚の尾）。┌イユヌ ル

ー[┌ ijunu ru ]（魚の尾）。 

┌ワーギン[┌wa gi ]（動） 

追っ払う。┌スゥイ ワーギーン[┌θui wa gi ]（鳥を追っ払う）。┌ワーギラン

キバ[┌wa gira kiba]（追っ払うな）。┌ワーギリバ[┌wa giriba]（追っ払いなさい

よ） 

┌ワタ[┌wata]（名） 

はらわた（腸）。┐ワーヌ ┌ワタムン[ ┐wa nu ┌watamu ]（豚の臓物。豚の腸）。

┐ワーヌ ┌ワタムンシャーマ スィームン┐ トゥ┌クイン[ ┐wa nu ┌watamu

a ma θi mun┐ tu┌kui ]（豚の臓物＜腸＞で中身の吸い物を作る） 

┌ワタブター[┌watabuta ]（名） 

(動）おたまじゃくし。┌ミャーフブ[┌mja Φubu]（地名）の池に沢山生息していた

ので┌ミャーフブヌ ワタブター[┌mja Φubunu watabuta ]（学校の前にあるた

め池のおたまじゃくし）といった。 

┌ワチャ[┌wa a]（名） 

わきのした（腋の下）。腋。┐ワチャ ク┌スゥグイン[ ┐wa a ku┌θugui ]（腋の

下をこそぐる） 

┌ンナ[┌nna]（名） 

貝の総称。「にな（蝸螺）」の転訛したものか。┌ティビスゥガヤー[┌tibiθugaja ](高

瀬貝、広瀬貝）。フ┌クンナ[Φu┌kunna]（さざえ）などが棲息している。 

┌ンナギ[┌nnagi]（名） 

(動）和名、えらぶうみへび。「エラブウナギ」の総称。┌ショーンナギ[┌ o nnagi]

(正真のエラブウナギ）、または┌ショームン[┌ o mu ]（正真のもの）という。 

┌グー┐ムン[┌gu ┐mu ]（雄エラブウナギ）、┌ウスァー[┌ u a ]（雄）ともいう。

雌は、┌ミーンナギ[┌mi nnagi]（雌エラブウナギ）という。ンナ┌ギヌ イーヌ┐ 
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アナ[nna┌ginu i nu┐ ana]（エラブウナギが入る穴。巣）。┌アナチ┐ ンナ

ギ ┌スゥイ┐ガ ┐イキン[┌ ana i┐ nnagi ┌θui┐ga ┐ iki ]（穴へエラブウ

ナギを捕りに行く） 

┌ンマ[┌mma]（名） 

(動）馬。ワッ┌ター シマー┐ ンマン ┌ウシ┐ン ┌グラン[wat┌ta  ima ┐ 

mma  ┌ u i┐  ┌gura ]（私達の島は馬も牛もいない）。ミ┌カシャー┐ イヌ

ン ┌グランタスィガ ナマー┐ グスァー[mi┌ka a ┐ inu  ┌gurantaθiga 

nama ┐ gu a ]（昔は犬もいなかったが、今はいるよ）。┌ミーンマ[┌mi mma]

(雌馬）。┌グーンマ[┌gu mma]（雄馬） 
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基礎語彙 第３分野  植物 

 

┌アーミシー[┌ a mi i ]（名） 

ブランコ（秋千）。アミ┌シー[ ami┌ i ]（ブランコ）ともいう。木の枝に縄を結ん

でブランコを作り、それを漕いで遊ぶ。主に女の子のする遊びであった。アーミ┌

シー フギン[ a mi┌ i  Φugi ]（ブランコを漕ぐ）。ユナ┌グヌ アスィビ[juna

┌gunu aθibi]（女の子の遊び）。旧暦６月24日のハシャ┌キー[ha a┌ki ]の時に

は女の子たちがブランコをして遊んだ。 

アカー┌クロー[ aka ┌kuro ]（名） 

たそがれ時。夕方の明るさと暗さが交錯している時間帯。アカー┌クローヌ ジブ

ン┐ ハマー┌ローエーヌ┐ ウグヮ┌ノー┐ ッチャスァー[ aka ┌kuro nu ibu

┐ hama ┌ro je nu┐ ugwa┌no ┐ t a a ]（黄昏の時刻＜時分＞にハマーロ

ーエーの神事はしたよ） 

┌アカガー[┌ akaga ]（名） 

芋の一種。「赤皮」の義。皮の赤い芋。 

┌アカデーク┐ン[┌ akade ku┐ ]（名） 

にんじん（人参）。「赤大根」の義。人参は戦前から久高島で作付けされてきた。ア

カデーク┌ノー ナマン┐ トゥク┌トゥー┐ン[ akade ku┌no  naman┐ tuku

┌tu ┐ ]（人参は今も作っている）。ミカシ┌ヨーカー ナマ┐ル ウプ┌スァー┐ ト

ゥク┌トゥール[mika i┌jo ka  nama┐ru upu┌ a ┐ tuku┌tu ru]（昔より今

が多く作っている）。今は人参を島外に出荷している。 

アカトゥキ┌ガー[ akatuki┌ga ]（名） 

早朝に井戸へ水汲みに行くこと。「暁井戸」の義。┌ピヒャーイ┐ン バー┌イヤー┐ 

ユナ┌カラ┐ン ┐ウキティ ┐バン ┌マッチル┐ ミラー クミタスァー[┌pΦja i┐m 

ba ┌ija ┐ juna┌kara┐  ┐ ukiti ┐bam ┌mat iru┐ mira  kumita a ]

(旱の時は夜中から起きて順番を待って水を汲んでいた） 

アカマー┌ミー[ akama ┌mi ]（名） 

あずき（小豆）。アカマー┌ミー ウイン[ akama ┌mi  ui ]（小豆を植える）。

アカマー┌ミー┐ トゥ┌クイン[ akama ┌mi ┐ tu┌kui ]（小豆を作る）。アカマ

ー┌ミーシャーマ アカメー┐ トゥク┌イ┐ル[ akama ┌mi a ma akame ┐ 

tuku┌i┐ru](小豆で赤飯を作る)｡アカマー┌ミーヤ アン ナ┐チ アン┌ムチャー┐ 

トゥクイ┌タン[ akama ┌mi ja an na┐ i am┌mu a ┐ tukui┌ta ]（小豆

は餡にして餡餅を作った） 

ア┌スァンハ┐リ[ a┌ a ha┐ri]（連） 
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各家。家々。「家の数」の義か。ヤー┌ヤー[ja ┌ja ]（家々）と同じ意味。┌アムト

ゥカラ┐ アスァン┌ハリ[┌ amutukara┐ a a ┌hari]（三アムトゥから各家庭に

至るまで） 

ア┌チョールー[ a┌ o ru ]（名） 

商人。戦前、烏賊釣り漁の時期に知念村辺りからやって来た漁師の仲買人。この人

たちが知念より┌ハン┐メー[┌ham┐me ]（「食料、飯米」の義で、芋のこと）を持

参し、帰りには久高島の烏賊を買って知念に帰り、それを売りさばく商売をした。 

┌アラカ[┌ araka]（名） 

(植）和名、ナガミボチョウジ。「あざか」（『おもろさうし』）。クボー御嶽で┌アラ

カ[┌ araka]（あざか）を採り、外間殿に供えたマ┌ブッ┐チ[ma┌but┐ i]（米飯の

供物）の上をそのアラカの葉で祓い清める。┌ヤグルガー[┌jaguruga ]（井戸）か

ら汲んできた聖水は┌ティブルガーキー[┌tiburuga ki ]（瓢箪）に入れて、ノロの

祈願が済んだ後に┌ウンシャク[┌ u aku]（ノロに神酒を捧げる役職の巫女）がノ

ロに聖水を捧げてマブッチの上を祓い清める。 

アラ┌ケー[ ara┌ke ]（名） 

(動）シャコ貝。シャコガイ科ヒレジャコは珊瑚礁の中に埋没しない。水深３～４メ

ートルの砂の上または枝珊瑚の間に棲息している。ヒメジャコは珊瑚礁の中に埋没

して成長する。┌ピシ[┌pi i]（干瀬）で沢山とれる。 

アラ┌ナ┐シ[ ara┌na┐ i]（名） 

(植）アダンの気根。この繊維でサバニのアンカーロープを綯ったり、ワラ┌グ┐テ

ィ[wara┌gu┐ti]（草鞋）を編んだりした。ワラ┌グ┐ティは潮干狩りに行く時に履

いた。スァバ┌ニヌ アンカーディナー┐ アラ┌ナシ ノーティル┐ トゥク┌イタ

ル[ aba┌ninu a ka dina ┐ ara┌na i no tiru┐ tuku┌itaru]（サバニのア

ンカー綱はアダンの繊維を綯って作った） 

ア┌リンナー[ a┌rinna ]（名） 

(植）アザミ（薊）。チ┌バナン┐ギ[ i┌bana ┐gi]ともいう。浜辺に自生していた。

昔は食用に供されていた。 

┌アワ[┌ awa]（名） 

(植）アワ（粟）。┐アワヌ ┌スァニ マキン[ ┐ awanu ┌ ani maki ]（粟の種

を蒔く）。┐アワ ┌ウイトゥーン[ ┐ awa ┌ uitu ]（粟を植えてある）。┌アヌ 

パハノー┐ アワ ┌ウイトゥーン[┌ anu pΦano ┐ awa ┌ uitu ]（あの畑は

粟を植えてある）。グン┌グヮティマティー[gu ┌gwatimati ]（五月祭り）は｢粟の

穂祭り」であり、ルク┌グヮティマティー[ruku┌gwatimati ]（六月祭り）は「粟

の収穫祭」である。 
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┌イチュビ[┌ i ubi]（名） 

(植）野いちご。畑仕事の帰りに母親達が採って、それを束ねて子供の土産に持ち帰

った。美味しかった。実は小さくて真っ赤に熟れた┌イチュビは３～４月頃に採れ

た。┌イチュビヌ パハナヌ┐ スァ┌チューン[┌ i ubinu pΦananu┐ a┌ u ]

(野苺の花が咲いている） 

┌イラキニンジャナ[┌ irakinin ana]（名） 

麦焦がしと煮芋を混ぜて捏ねた食品。 

┌イリクミー[┌ irikumi ]（名） 

通いの使用人。本島では住み込みの使用人。豪農や篤農家に住み込みで働く人。 

┌イン┐ドー[┌ in┐do ]（名） 

(植）エンドウ（豌豆）。┌インドーヌ パハナヌ┐ スァチューン[┌ indo nu pΦan

anu┐ a u ]（豌豆の花が咲いている）。豌豆の花は冬に咲いた。┌インドーマミ

[┌ indo mami]（豌豆豆）。┌インドーマミ イッティ メー スァキ┐ン[┌ ind

o mami itti me  aki┐ ]（豌豆豆を入れて米を炊く） 

┌インドーマーミ[┌ indo ma mi ]（名） 

(植）エンドウマメ（豌豆豆）。┌インドーマーミャー メーチ イッ┐タイ ┌シン

チ イッ┐タイ ┌ッチ┐ル ┌ケータル[┌ indo ma mja  me i it┐tai ┌ in

i it┐tai ┌t i┐ru ┌ke taru]（豌豆豆はご飯に入れたりお汁に入れたりして食

べた） 

┌ウイ[┌ ui]（名） 

うり（瓜）。┌ウヤー┐ ジー┌ウイ ヤタル タナ トゥクター ウイランタン[┌

uja ┐ i ┌ ui jataru tana tukuta  uiranta ]（瓜は露地栽培であった。

棚を作っては植えなかった） 

ウイ┌グヮー[ ui┌gwa ]（名） 

うり（瓜）。きゅうり（胡瓜）。┌モーウイ[┌mo ui]（路地栽培の瓜）のこと。ウ

イグヮー┌ドゥネーヤ┐ ハク┌トー マンキーヤ┐ デー┌ジナ┐ ンマスァ┌タン

[ uigwa ┌dune ja┐ haku┌to  ma ki ja┐ de ┌ ina┐ mma a┌ta ]（瓜の

和え物は白糖を混ぜると大変美味しかった）。ウイ┌グヮーヤ┐ ジー┌ウイ┐ ヤク

トゥ パハタキ┌カイル ウイタル[ ui┌gwa ja┐ i ┌ ui┐ jakutu pΦataki┌ka

iru uitaru]（胡瓜は露地栽培だから畑に植えた） 

┌ウイ┐ン[┌ ui┐ ]（動） 

植える。┐ハンダ ┌ウイ┐ン[ ┐handa ┌ ui┐ ]（芋蔓を植える）。┌ウイラ┐ン[┌ ui

ra┐ ]（植えない）。┌ウイタン[┌ uita ]（植えた）。┌ウイブシャン[┌ uibu a ](植

えたい）。┌ウイ┐ンバー┌イ[┌ ui┐mba ┌i]（植えるとき）。┌ウイリバ[┌ uiriba](植
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えなさい）。┐ヤシェー ┌ウイン[ ┐ja e  ┌ ui ]（野菜を植える）。┐ヒー  

┌ウイン[ ┐çi  ┌ ui ]（木を植える） 

ウスィ[ u┌θi]（名） 

うす（臼）。碾き臼。搗き臼。ウスィ┌シャーマ┐ ムジ ピ┌キ┐ン[ uθi┌ a ma┐ 

mu i pi┌ki┐ ]（石臼で麦を挽く）。ウスィ┌シャーマ┐ ティ┌キ┐ン[ uθi┌ a m

a┐ ti┌ki┐ ]（臼で搗く） 

┌ウティー┐ン[┌ uti ┐ ]（動） 

落ちる。ウティ┌タン[ uti┌ta ]（落ちた）。ウティ┌ラン[ uti┌ra ]（落ちない）。

ウティ┌ランタン[ uti┌ranta ]（落ちなかった）。ウ┌ティーヤ[ u┌ti ja]（落ちた

ら）。┐クンブヌ ┌ナイ┐ヌ ウティ┌タン[ ┐kumbunu ┌nai┐nu uti┌ta ]（九

年母の実が落ちた） 

┌ウブン[┌ ubu ]（名） 

ご飯と煮魚を供物としたもの。 

ウプン┌ナー[ upun┌na ]（名） 

なのはな（菜の花）。┌ウプンナーヌ スァチュー┐ン[┌ upunna nu a u ┐ ] 

(菜の花が咲いている） 

オー┌パハー[ o ┌pΦa ]（名） 

野菜の総称。葉野菜。「青葉」の義か。┌ヤシェー[┌ja e ]ともいう。オー┌パハーヌ

 ハリラン┐チ ┌シュ┐ンバー┌イヤ ハンナーリ ミリ┐ ハキ┌ランバ┐ アン┌

サンニーヤ┐ ハ┌リーン┐ロー[ o ┌pΦa nu hariran┐ i ┌ u┐mba ┌ija hann

a ri miri┐ haki┌ramba┐ an┌sanni ja┐ ha┌ri n┐ro ]（野菜が萎びれかか

る＜萎びれようとする＞時は必ず水を遣らないと＜水をかけないと＞いけないよ。

そうしないと枯れるよ）。┌オーパハー┐ ハラー ┌イキラスァタン[┌ o pΦa ┐ har

a  ┌ ikira ata ]（野菜＜菜っ葉＞は種類＜数＞は少なかった） 

オーマー┌ミー[ o ma ┌mi ]（名） 

緑豆。やえなり。モヤシ（萌やし）の原料にした。「青豆」の義。オーマー┌ミー 

シャー┐マ ┐マミナ トゥ┌クイン[ o ma ┌mi  a ┐ma ┐mamina tu┌kui ]

(緑豆でモヤシを作る） 

ガ┌ギナー[ga┌gina ]（名） 

(植）野菜の一種。 

┌カブ[┌kabu]（名） 

切り株。木の切り株。キリ┌カブ[kiri┌kabu]（切り株）ともいう。┐ヒーヌ キリ┌

カブ[ ┐çi nu kiri┌kabu]（木の切り株）。 

┌グジ[┌gu i]（名） 
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砂糖きび。「をぎ（荻）」の義。シティ┌グヮティーヤ┐ グリー┌ジンカヤー┐ グジ

トゥ スイクヮ トゥ┌クイン トゥクマー┐ スイ┌クヮ┐ン ┌ウシャギタスァー

[ iti┌gwati ja┐ guri ┌ i kaja ┐ gu itu ┐suikwa tu┌kuin tukuma ┐ 

sui┌kwa┐  ┌ u agita a ]（七月のお盆には砂糖きびと、西瓜を作っているとこ

ろは西瓜もお供えしたよ）。アラリン┌クヮー ウシャギン トゥクマン┐ アタン

パリ ┌ヤシガ ミチャン クトー┐ ナーン┌タン[ arari ┌kwa  u agin tu

kuma ┐ atampari ┌ja iga mi a  kuto ┐ na n┌ta ]（アダンの実を供え

るところもあったはずだが見たことはなかった） 

グシ┌キ[gu i┌ki]（名） 

(植）ススキ（薄）。シ┌キダムトゥ[ ┌kidamutu]（祭りに参加する巫女が座ると

きに敷いて用いるもの。直径約五寸ほどにススキの茎を束ねたもの。蓆の代用品）

に用いた。グシキで作ったサンは旧暦八月のパハ┌ティグヮティマティー[pΦ ┌tigw

atimati ]（八月祭り）のときに各家の四隅の軒に桑の葉と一緒に差して悪霊祓いを

するのに用いた。ノロと根神のシキダムトゥは特製のシキダムトゥでススキの束を

二、三箇所で結わえたものを用いた。 

┌グジナグ┐ジ[┌gu inagu┐ i]（名） 

お盆に供える砂糖きび。霊前に供えた供物をあの世へ担いで行くのに用いると信じ

られている。┌グジナ[┌gu ina]は「杖」の意。「杖に用いる砂糖きび」のこと。グ

ジナ┌グジャー スィキラットゥーヌ┐ クヮッチー ┌ハタミティ イキ┐ン バー

┌イヌ グジ ヤタロ[gu ina┌gu a  θikirattu nu┐ kwat i  ┌hatamiti i

ki┐m ba ┌inu gu i jataro]（グジナグジは供えてあるところのご馳走を担いで

行くときの杖＜棒＞だそうだ） 

ク┌スァ[ku┌ a]（名） 

(植）くさ（草）。┐クスァヌ ミー┌トゥー┐ン[ ┐ku anu mi ┌tu ┐ ]（草が生え

ている）。┐クスァ ┌ハリバ[ ┐ku a ┌hariba]（草を刈りなさい）。┐クスァ ┌ヤキ

ン[ ┐ku a ┌jaki ]（草を焼く） 

クスァ┌リーン[ku a┌ri ]（動） 

くされる（腐れる）。クスァッ┌トゥーン[k at┌tu ]（腐れている）。クスァ┌リ

ラン[ku a┌rira ]（腐れない）。┌キャー┐チ ッ┌チ┐ン クスァ┌リラン[┌kja ┐ i 

t┌ i┐  ku a┌rira ]（どんなにしても腐れない）。クスァリ┌トゥーン シャコー 

カーラランクトゥ┐ ヒ┌ティリバ[k ari┌tu  ako  ka rara kutu┐ ç ┌tiri

ba]（腐れていたら食べられないから捨てなさい） 

┌クン┐ブ[┌kum┐bu]（名） 

蜜柑。九年母。久高島で蜜柑を栽培している家は少なかった。┌クンブ┐ン アン 

Hosei University Repository



 
－82－ 

┌トゥクマー┐ メー┌ニシミグヮー┐ チュ┌キネ┐ー ┐ヤタル アン┌シュクトゥ┐ 

ウンドー┌クヮイヤー┐ ウプ┌シマーラ┐ル ┌ホーティ┐ シュー┌タル[┌kumbu┐

 an┌tukuma ┐ me ┌ni imigwa ┐ u┌kine┐  ┐jataru a ┌ ukutu┐ 

undo ┌kwaija ┐ upu┌ ima ra┐ru ┌ho ti┐ u ┌taru]（蜜柑のある家は前

西銘小一軒だけであった。それで運動会には沖縄本島＜大島＞から買ってきた）。ク

ン┌ブ┐ヌ ┐ナトゥーン[kum┌bu┐nu ┐natu ]（蜜柑＜九年母＞が生っている）。

┌クンブヌ ナイ[┌kumbunu nai]（蜜柑の実） 

グン┌ボー[gum┌bo ]（名） 

ごぼう（牛蒡）。グン┌ボーヤ┐ トゥク┌ランタン ホーティル┐ シュー┌タル[g

um┌bo ja┐ tuku┌ranta  ho tiru┐ u taru]（牛蒡は作らなかった。買ってき

た）。シティ┌グヮティ ウシャギー┐ン バー┌イル ホーティ┐ シュー┌タル[ i

ti┌gwati u agi ┐m ba ┌iru ho ti┐ u ┌taru]（七月のお盆にお供えすると

きに買ってきた）。マル┌フィージーヤ カーンタン[maru┌Φi i ja ka nta ]（常

日頃は食べなかった）。日用雑貨は与那原で購入した。与那原から中頭までは軌道馬

車が走っていた。与那原には馬車が多く、馬天港には山原からチャーターで薪を運

ぶマーラン船が碇泊していた。 

┌サキガ┐ク[┌sakiga┐ku]（名） 

アルコール中毒。酒を飲みすぎて中毒症状を発症した人。アルコール分が欠如する

と手が震える症状をしめした。 

┌サクラ[┌sakura]（名） 

緋寒桜。桜。もともと久高島には桜の木は自生してなかったが、浜福治家に一本の

山桜が生えていた。その後、┌ナーデーラ[┌na de ra]（宮平家）の周太郎氏が本

部町の教員をしていたときに、本部から宮平家に移植したものがある。戦後は各家

に植えたところもある。パハマ┌フクジグヮーカイ┐ ヤマザク┌ラヌ┐ チュキー 

アタ┌スァー┐ ナーレー┌ラヌ┐ シュータロー┌サンガ シェンジェン ┐ムトゥ

┌ブヌ シンシー チュータ┐ン ┐バーイ ムトゥ┌ブラ ムッ┐チッチー ナー┌レ

ーラーカイ ウイトゥースィ┐ヌ ┌ナマ┐ アスァー[pΦama┌Φuku igwa kai┐  

jama aku┌ranu┐ uki  ata┌ a ┐ na re ┌ranu┐ u taro ┌sa ga en e

m┐ mutu┌bunu i i  u ta┐m ┐ba i mutu┌bura mut┐ it i  na ┌re

ra kai uitu θi┐nu ┌nama┐ a a ]（浜福治小に山桜が一本あったよ。宮平

の周太郎さんが戦前本部町の先生していたときに本部から持ってきて宮平家に植え

たのが今まであるよ） 

┌ザクロ[┌ akuro]（名） 

(植）ざくろ（石榴）。標準語からの借用語。┌シェンジェノー ザクロー┐ ナーン
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┌タン ナマン┐ ナーン┌パハリ[┌ en eno  akuro ┐ na n┌tan naman┐ 

na m┌pΦari]（戦前には、石榴はなかった。今もないはずです） 

サン┌グヮテイマティー[sa ┌gwatimati ]（名） 

三月祭り。三月中旬に行われる麦の収穫祭。月の中の┌ミンニー[┌minni ]（干支の

ミズノエ、ミズノトの日）に執り行われる。 

ジー┌マミ[ i ┌mami]（名） 

落花生。「地豆」の義。地下に繭形のきょうか（莢果）を結ぶことから命名されたも

の。ジー┌マミャー ミカシャー┐ トゥク┌ヤビランタン[ i ┌mamja  mika a ┐ 

tuku┌jabiranta ]（落花生は昔は作りませんでした）。トゥク┌ランタン[tuku┌ran

ta ]（作らなかった） 

シカチ┌ギー[ ika i┌gi ]（名） 

(植）シャリンバイ。果実が生り、食用となる。おやつ（お八つ）として食された。

ワラビ┌チューイヤ ヌーン┐ ナーンクトゥ ┐シカチヌ ┌ミー スゥイガ┐ ユー 

┌イキタン[warabi┌ u ija nu n┐ na kutu ┐ ika inu ┌mi  θuiga┐ ju  

┌ ikita ]（子供の頃は何も無かったのでシカチの実を採りによく行ったものだ） 

シ┌キダム┐トゥ[ i┌kidamu┐tu]（名） 

ススキの茎を束ねて、祭祀の場で座る際に用いる敷物。ノロのシキダムトゥはウヤ

ウンシャクが作り、その他は各自で作った。ウンシャクに当った人が島外在住の場

合は、身寄りの神女に頼んで代役を務めてもらった。ムラガシラも同様に依頼して

努めてもらった。スォールイガナシはムラガシラを経験した人のみ就任することが

出来たからである。 

シ┌ビラー[ i┌bira ]（名） 

カツオ（鰹）の背びれ。鰹節製造工場ではシビラーを捨てたが、これを集めて畑に

入れると肥料となった。 

┌シブ┐イ[┌ ibu┐i]（名） 

冬瓜。久高島ではそんなに多くは作っていなかった。シブ┌ヤー シェンジェノー┐ 

アン┌マリ┐ トゥク┌ター┐ ナーン┌タン[ ibu┌ja  en eno ┐ am┌mari┐ 

tuku┌ta ┐ na n┌ta ]（冬瓜は、戦前はあまり作っていなかった）。┌シブヤー┐ 

シマー トゥク┌ランタン┐ パハリ┌ロー┐ ウプフシ┌マーラル ホーティ┐ シュ

ー┌タル[┌ ibuja ┐ ima  tuku┌rantam┐ pΦari┌ro ┐ upΦu i┌ma raru h

o ti┐ u ┌taru]（冬瓜は島では作らなかったはずだ。本島から買ってきていた）。

┌シブヤー シンチ イッティル ケータル[┌ ibuja  in i ittiru ke taru]

(冬瓜はお汁に入れて食べた）。┐シブイ ┌ンブシーヤ カタンフトー┐ ナーン┌

タン[ ┐ ibui ┌mbu i ja kata Φuto ┐ na n┌ta ]（冬瓜の煮つけは食べたこと
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はなかった） 

┌シブリーン[┌ iburi ]（動） 

しぼむ（萎む）。┌シブマン[┌ ibuma ]（萎まない）。┌シブリトゥーン[┌ iburitu ]

（萎んでいる）。┌シブルーン[┌ iburu ]（萎んでいる）。┌シブリ┐イキン[┌ ibur

i┐ iki ]（萎んでいく）。┌シブミン┐ パハナ[┌ ibumim┐ pΦana]（萎む花）。 

┌シブミヤー[┌ ibumija ]（萎んだら）。┐パハナヌ ┌シブリ┐ナー┌ン スァキスィ

ル┐ マッ┌チュータスィガ ミーパハン┐チ ┐ナーン[ ┐pΦananu ┌ iburi┐ na

┌n akiθiru┐ mat┌ u taθiga mi pΦan┐ i ┐na ]（花が萎んでしまった。

咲くのを待っていたが見損なってしまった＜見はずしてしまった＞） 

┌ジャガイモ[┌ agaimo]（名） 

ジャガイモ。標準語からの借用語。戦前は栽培しなかった。戦後になって栽培する

ようになった。 

シューキ┌ギー[ u ki┌gi ]（名） 

(植）モンパの木。久高島の東海岸のシューキ┌ギー[ u ki┌gi ]の群落は沖縄県指

定の文化財となっている。昔は、この木の幹を削って加工し、ガラスを嵌めて水中

眼鏡を作った。シューキ┌ギー シャーマル┐ ミーハガ┌ノー┐ トゥク┌イタル

[ u ki┌gi  a maru┐ mi haga┌no ┐ tuku┌itaru]（モンパの木で水中眼鏡は

作った） 

┌ショーガー[┌ o ga ]（名） 

(植）しょうが（生姜）。生姜は久高島では昔から栽培していない。本島の与那原あ

たりから買ってきた。 

┌スァキ┐ン[┌ aki┐ ]（動） 

咲く。┐パハナヌ ┌スァキン[ ┐pΦananu ┌ aki ]（花が咲く）。┐パハナー ┌スァ

カン[ ┐pΦana  ┌ aka ]（花は咲かない）。┐ナー ┌スァチャン[ ┐na  ┌ a a ]

(もう咲いた）。┌スァチ┐ン ┌ハリー┐ン[┌ a i┐  ┌hari ┐ ]（咲いても枯れる）。

┐パハナヌ ┌スァチュー┐ン[ ┐pΦananu ┌ a u ┐ ]（花が咲いている）。 

┌スァ┐ニ[┌ a┐ni]（名） 

たね（種）。┌ヤシェーヌ スァニ[┌ja e nu ani]（野菜の種）。┐スァニ ┌マキ

ン[ ┐ ani ┌maki ]（種を蒔く） 

┌スァムトゥ[┌ amutu]（名） 

六十歳以上の神女で神事に関するすべての労役を免除された人。この人たちは、ノ

ロやニーガン（根神）のお供をする。┌スァムトゥミャー[┌ amutumja ]で┌ウン

シャク[┌ u aku]からノロの後に神酒を頂いた。ウヤウンシャクの神酒注ぎはニ

ブ┌スゥイ[nibu┌θui]が行い、ウンシャクに対してはムラハッシャ（村頭）が神酒
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を注ぐのが仕来りであった。神酒は各組（畑の組のウヤ）から順番に供出された。 

スィークヮー┌スァー[θi kwa ┌ a ]（名） 

(植）ヒラミレモン。芭蕉布を洗濯する際にヒラミレモンの汁を使って漂白した。刺

身にもヒラミレモンの汁をたっぷりかけて酢の代用にすると美味しかった。スィー

クヮー┌スァーヤ┐ バシャー┌ギー アライ┐ン バー┌イ┐ ティ┌ケータン[θi kw

a ┌ a ja┐ ba a ┌gi  arai┐m ba ┌i┐ ti┌ke ta ]（ヒラミレモンは芭蕉着

を洗濯する際に使った）。スィークヮー┌スァーヤ┐ ショー┌グヮチーヤ ウカマガ

ナシー スゥパハシリ スゥク グリージンカイ アカハビヌ ウイカイ ウチ┐

 ハライ┌タン[θi kwa ┌ a ja┐ o ┌gwa i ja ukamagana i  θupΦa iri

 θuku guri i kai akahabinu uikai u i┐ harai┌ta ]（ヒラミレモン

は旧正月には、火の神、トゥパシリ神、床の神、そしてご霊前に、赤紙の上に置い

て供え飾った） 

スイ┌クヮ[sui┌kwa]（名） 

(植）すいか（西瓜）。戦前から久高島に西瓜を栽培していた。久高島は砂地が多く、

西瓜の栽培に適しており、糖度が高く美味しいという定評があった。昔は┌モーウ

イ[┌mo ui]（露地栽培）が普通で、自家用に栽培していたが、現在は出荷用に栽

培している家もある。ミカ┌シャー┐ ドゥーヌ ┌ケーン ウッピル┐ トゥクイ┌タ

ル（昔は自分が食べる分しか作らなかった＜食べる分を＜ぞ＞作った＞）。┐ドゥー

ヌ ┌ケーユール┐ トゥク┌トゥータル[ ┐du nu ┌ke ju ru┐ tuku┌tu taru]

(自分の食べる分を作っていた）。クラ┌カヌ スイクヮー┐ デー┌ジナ アマスァ

ヌ┐ ンマ┌スァタン[kura┌kanu suikwa ┐ de ┌ ina ama unu┐ mma┌ a

ta ]（久高島の西瓜は非常に甘くておいしかった）。┌ンチャギャビーヤ[┌n agjabi

ja]（召し上がりますか）。┌ンチャギーンシャコー┐ ムッチシャー┌ビンドー[┌n agi

ako ┐ mut i a ┌bindo ]（召し上がるなら持って参りますよ） 

スィン┌マガー[θim┌maga ]（名） 

びく（魚籠）。釣った魚を入れたり、餌を入れるのに用いる竹製の籠。丸型の籠で紐

を首に掛けて吊るした。芋のお握りを入れて弁当にすることもあった。女性が┌イ

ライ[┌ irai]（潮干狩り＜漁り＞）に行くときに用いるのは┌ミーミンコー[┌mi mi

ko ]（魚籠）という。漁獲した蛸やアラ┌ケー[ ara┌ke ]（しゃこ貝）を入れるの

に用いた。 

┌スォープマ┐ミ[┌θo puma┐mi]（名） 

(植）だいず（大豆）。「豆腐豆」の義。シマ┌カヤー ナマン┐ スォープ┌マミャー┐ 

トゥク┌トゥースァー[ ima┌kaja  nama┐n θo pu┌mamja ┐ tuku┌tu a ]

(島では今も大豆を作っているよ）。┌シチビ[┌ itibi]（節日）や┌スージ[┌su i](祝
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日）には、これで豆腐を自家製造していた。 

スォーン┌チュミ[θo n┌ umi]（名） 

(植）こうりゃん（高粱）。高さ約１メートルほどに成長した。実は赤く甘い。スォ

ーン┌チュミムチ[θo n┌ umimu i]（高粱餅）を┌ハシャキー[┌ha aki ]のときに

作って食べた。ムジ┌ムチ[mu i┌mu i]（麦餅）とフミ┌ムチ[Φumi┌mu i]（米餅）

の三種類の餅を┌スァンスィンガースァー[┌ anθi ga a ]（月桃の葉）に包んで

作った。スォーンチュミ┌ムチャー┐ デー┌ジ┐ナ ンマスァ┌タン[θo n umi┌mu

a ┐ de ┌ i┐na mma a┌ta ]（こうりゃん餅は大変美味しかった） 

┌ソージマティー[┌so imati ]（名） 

旧暦１月の麦の穂祭と５月の粟の穂祭をマ┌ブッチマティー[ma┌but imati ]とも

いう。ノロがヤ┌グルガー[ja┌guruga ]で精進潔斎して祭祀を執り行う。 

┌ダ┐キ[┌da┐ki]（名） 

(植）たけ（竹）。久高島には竹は自生してなかった。沖縄本島から竹を購入した。

現在は、一軒の旧家の屋敷内に植栽されているだけである。┌ダキブ┐キ[┌dakibu┐k

i]（竹葺きの家）。┌ダキャー┐ シマ┌カヤー┐ ミー┌ランタン[┌dakja ┐ ima┌

kaja ┐ mi ┌ranta ]（竹は島では生えなかった）。┌ダキャー┐ シマ┌カヤー ウ

イタ┐ー ナーン┌タン[┌dakja ┐ ima┌kaja  uita┐  na n┌ta ]（竹は島に

は植えなかった） 

ダッ┌チョー[dat┌ o ]（名） 

(植）ラッキョウ。島ではあまり作らなかった。ダッ┌チョーヤ┐ スァター┌シャー

マ ティキトゥースァー┐ ンマ┌スァン[dat┌ o ja┐ ata ┌ a ma tikitu a ┐ 

mma┌ a ]（ラッキョウは砂糖で漬けてあるのは美味しい） 

タマ┌ネ┐ギ[tama┌ne┐gi]（名） 

(植）たまねぎ。久高島では栽培してない。 

チ┌ク[ i┌ku]（名） 

(植）きく（菊）。久高島で栽培される菊は小菊しかなかった。チ┌クン パハナ[ i┌

kum pΦana]（菊の花）。チ┌クン パハナ┐ヌ スァチューン[ i┌kum pΦana┐nu

 a u ]（菊の花が咲いている）。 

┌チャー[┌ a ]（名） 

(植）ちゃ（茶）。昔の老人達は茶に┌フーリ[┌Φu ri]（氷砂糖）を入れて飲むこと

が楽しみであった。┐チャー ┌ヌミバ[ ┐ a  ┌numiba]（お茶を飲みなさい）。 

┐チャー ┌ヌミンショーリバ[ ┐ a  ┌numi o riba]（お茶をお飲みなされまし）。

┐チャー ┌ンチャギンショーリバ[ ┐ a  ┌ n agi oriba]（お茶をお召し上がり

ください） 
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チャー┌ガク[ a ┌gaku]（名） 

お茶中毒になった人。アルコール中毒のようにお茶を飲む人。┌サキガ┐ク[┌sakiga┐

ku]（アルコール中毒＜酒中毒＞） 

チュ┌キリ[ u┌kiri]（数） 

一区切り。各組（久高島を10区間に区切ったもの）に分散して配分された農地。小

石を並べて境界をしめした。チュ┌キリ[ u┌kiri]（一切れ）、┌タキリ[┌takiri] (二

切れ）、┌ミキリ[┌mikiri]（三切れ）と数える。昔は、男性は農業に従事しなかっ

たので、自分の配分地の所在を知らなかったという。一人に対して、一箇所に┌ミ

キリ[┌mikiri]（三切れ）以上の畑を配分されることはなかった。ただし┌ヌンジー

[┌nun i ]（ノロ地）、┌ニーッチュ┐ジー[┌ni t u┐ i ]（根人地）は専属の土地で

あり、世襲の土地であった。 

┌チュジー[┌ u i ]（数） 

畑の広さを表す単位。約一反（300坪）。┌チュジー[┌ u i ]、┌タジー[┌ta i ]と

数える。正人の数によって配分される畑の面積。その畑で五穀を栽培した。大家族

の場合、┌チュジーパハン[┌ u i pΦa ]（１反半）、または┌ミジー[┌mi i ]（３反）

が配分された。 

┌チリーン[┌ iri ]（動） 

散る。┐パハナヌ ┌チリタン[ ┐pΦananu ┌ irita ]（花が散った）。┌チラン[┌ ira ]

(散らない)。┐パハナヌ ┌チリーヤ マタ┐ ソージ ┌スィバル┐ ナイル[ ┐pΦanan

u ┌ iri ja mata┐ so i ┌θibaru┐ nairu]（花が散ったら、また掃除をしな

いといけない＜すればぞなる＞） 

┌チンタ┐ク[┌ inta┐ku]（名） 

(植）がじまる（ 樹）。チンタク┌ギー[ intaku┌gi ]ともいう。チンタク┌ギーヌ 

ピジ[ intaku┌gi nu pi i]（ガジマルの木の気根＜ひげ＞）。┌ピジ┐ヌ ミー┌ト

ゥースァー┐ アン┌マリ┐ ミチャー ┌ミヤン[┌pi i┐nu mi ┌tu a ┐ am

┌mari┐ mi a  ┌mija ]（気根が生えているのはあまり見たことがない）┌チン

タクヌ ミー┐ ニン┌ジャラッチ ケータスァー[┌ intakunu mi ┐ nin┌ ara

t i ke ta a ]（ガジマルの実を潰して捏ねて食べたよ） 

ディーグ┌ギー[di gu┌gi ]（名） 

(植）でいご（梯梧）。イザイホーの祭りに用いる盆を造る原料となる。ディー┌グ

ヌ パハナ┐ヌ ┌スァチャ┐ン[di ┌gunu pΦana┐nu ┌ a a┐ ]（デイゴの花が咲

いた） 

┌ティバナン┐ギ[┌tibana ┐gi]（名） 

(植）あざみ（薊）。久高島の海岸に自生しており、刺がある。┌ティバナンギ┐ヌ 
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ミー┌トゥー┐ン[┌tibana gi┐nu mi ┌tu ┐ ]（薊が生えている） 

ティ┌パハタン[ti┌pΦata ]（名） 

(植）ふき（蕗）。野生植物で、久高島では食用に供しなかった。海岸の原野に自生

している。 

┌ティプグ[┌tipugu]（名） 

枯れ葉が沢山積もっているもの。島では枯れ葉は燃料、各家庭で薪の代用に供され

た。┌ティプグ┐ アティミティ ┌プッティ┐ チャン[┌tipugu┐ atimiti ┌put

ti┐ a ]（枯葉を集めて拾ってきた） 

┌ティブミ[┌tibumi]（名） 

つぼみ（蕾）。┌ティブミヌ┐ プ┌クルー┐ン[┌tibuminu┐ pu┌kuru ┐ ]（蕾が

膨らんでいる）。┐ナー ┌ヤガティ┐ パハナン ┌スァキン┐パハリ┌ヤー[ ┐na  

┌jagati┐ pΦanan ┌ akim┐pΦari┌ja ]（もうじき花も咲くだろうねえ） 

ティ┌ブルガー┐キー[ti┌buruga ┐ki ]（名） 

瓢箪で作った柄杓に┌ヤグルガー[┌jaguruga ]（聖なる井戸、清泉）から汲んでき

た聖水を入れ、その水を手で掬って供物にふりかけ清め祓うことにもちいた。 

┌ティブ┐ン[┌tibu┐ ]（名） 

(植）ひょうたん（瓢箪）。ゆうがお（夕顔）の変種。食用に供するほか、完熟した

果実は柄杓にして用いた。旧暦１月の麦の穂祭と５月の粟の穂祭の時には、ティ┌

ブルガー┐キー[ti┌buruga ┐ki ]（瓢箪の容器の聖水かけ）といって、瓢箪柄杓の

容器に┌ヤグルガー[┌jaguruga ]（聖なる井戸）から汲んできた聖水を入れ、その

水を手で供え物（マ┌ブッ┐チ[ma┌but┐ i]＜ご飯の供え物。昔は麦の粥、ムジアン

デーを供えた＞）にふりかけて清め祓うのに用いた。┌ティブ┐ンは福木にはわせて

栽培し、棚を架けて栽培することはしなかった。┌ティブン┐ シン┌チ イッティル 

ケータル[┌tibu ┐ in┌ i ittiru ke taru]（瓢箪はお汁に入れて食べたよ）。┌

ティブン ンブシーン カタン フトー アイビラン┐タン[┌tibum mbu i  k

ata  Φuto  aibiran┐ta ]（瓢箪の煮つけも食べたことはございませんでした）。

┌ティブン┐ヌ ミー┌トゥーン[┌tibun┐nu mi ┌tu ]（瓢箪が生えている）。┌テ

ィブン┐ヌ ┐ナトゥーン[┌tibun┐nu ┐natu ]（瓢箪が生っている） 

┌ティミン[┌timi ]（動） 

つむ（摘む）。デー┌クンヌ パハナ ティミ┐ン[de ┌kunnu pΦana timi┐ ]（大

根の花を摘む）。┌ティマン[┌tima ]（摘まない）。┌ティラ┐ン[┌tira┐ ]（摘んだ）。

┌ティマン[┌tima ](摘まない)。┌ティミブシャ┐ン[┌timibu a┐ ](摘みたい)。┌テ

ィミバ┐ スィミ┌ムン┐ヌ[┌timiba┐ θimi┌mun┐nu]（摘めば良いのに） 

┌ティル[┌tiru]（名） 
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つる（蔓）。┌ハンダヌ┐ ティル[┌handanu┐ tiru]（いもの蔓、いもかずら） 

デー┌クン[de ┌ku ]（名） 

(植）大根。戦前の久高島では┌ウ┐イ[┌ u┐i]（海栗の一種で食用に適しない黒いウ

ニ）を畑に入れて肥料にし、大根を栽培した。ミカ┌シャー┐ ヘーヌ ┌ハワイ┐ 

ウイ イ┌リータン[mika┌ a ┐ he nu ┌hawai┐ ui i┌ri ta ]（昔は肥料の

変わりにウイを入れた）。久高島の大根は美味で砂地に適し、収穫量も多かった。デ

ー┌クノー ウイガー イカンタンパハリ┐ プフシ┌カブナチ┐ アトゥ┌ラー デー

クン┐ ンブ┌シーッチ ケータン[de ┌kuno  uiga  ikantampΦari┐ pΦu i┌

kabu na i┐ atu┌ra  de kum┐ mbu┌ i t i ke ta ]（大根は売りには行

かなかった。干し蕪にして、あとで大根煮つけにして食べた）。クダ┌カヌ デーク

ノー┐ ンマ┌スァタン[kuda┌kanu de kuno ┐ mma┌ ata ]（久高島の大根

は美味しかった） 

┌トゥイフヮッ┐トゥ[┌tuiΦat┐tu]（名） 

鶏法度。穀物の収穫時に鶏を放し飼いにすることを禁じた島内のおきて。その期間

は鶏舎にいれて飼育し、屋敷内に放さぬよう青年団が強く管理していた。放し飼い

にしてある鶏は青年団によって処分することが認められていた。 

┌トゥブシ[┌tubu i]（名） 

松の幹を削って灯明に用いるもの。久高島では旧暦６月24日のハシャ┌キー[ha a┌

ki ]の時と12月31日のスゥシン┌ユル[θu i ┌juru]（大晦日、＜歳の夜＞）に┌

ウカマガナシー[┌ ukama ana i ]に┌トゥブシを灯して健康祈願をする行事があ

る。従来は┌スィーンユタ[┌θi juta]が祈願していたが、現在は各家庭でイザイホ

ーの祭りに参加した婦人が祈願している。トゥブシを┌ナナ┐プシ[┌nana┐pu i](七

片）を灯して今までの健康生活に対して感謝の祈願をし、次に┌イティ┐プシ[┌

iti┐pu i]（五片）を灯して今後の健康祈願を行う。シマ┌カヤー┐ スゥシン┌ユル

ートゥ┐ ルク┌グヮティヌ ハシャキーン バーイ┐ ウカマガナ┌シーネー┐ ス

ゥブ┌シ スゥブ┐チ ┌パハジミヌ ナナプシャー┐ ナママ┌リー┐ヌ  

┌ケンコーニゲー┐ル ┐グリー ┌ウンラ マタ┐ イティ┌プシャー┐ ナマ┌ラヌ 

ケンコーニゲー┐ヌ ウニゲー ┌シュン ウヌ ニゲー┐ヤ スィーン┌ユタガル 

シュタスィガ ナマー┐ イジャイ ┌ニガタヌ┐ チュン┌シャーガル┐ ナーメー

┌メー ニゲー┐ル[ ima┌kaja ┐θu i ┌juru tu┐ ruku┌gwatinu ha aki m  

ba i┐ ukamagana┌ i ne ┐ θubu┌ i θubu┐ i ┌pΦa iminu nanapu a ┐ 

namama┌ri ┐nu ┌ke ko nige ┐ru ┐guri  ┌ unra mata┐ iti┌pu a ┐ 

nama┌ranu ke ko nige ┐nu ┐ unige  ┌ u  unu nige ┐ja θi ┌jutaga

ru utaθiga nama ┐ i ai ┌nigatanu┐ u ┌ a garu┐ na me ┌me  
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nige ┐ru]（島では大晦日と六月のハシャキーの時に火の神＜竈の神＞さまにトゥ

ブシ＜松のやにの多い幹を削り灯明にするもの＞を灯して、初めの七節＜片＞は今

までの健康祈願のお礼、それからまた五節＜片＞は今後の健康祈願のために灯して

祈願をする。この祈願はスィーンユタがやったが今はイザイホーの祭りに祈願をし

た人たちが各自祈願している） 

トマ┌トー[toma┌to ]（名） 

(植）トマト。戦前は栽培していなかったので、あまり食べなかった。トマ┌トーヤ

┐ メーヤ ┌ウイタ┐ー ナーン┌タン[toma┌to ja me ja uita┐  na n┌ta

]（トマトは、以前は植えてなかった） 

ナイ┌ムン[nai┌mu ]（名） 

果実。果物。果実の総称。「生り物」の義。┌クン┐ブ[┌kum┐bu]（九年母、蜜柑）。

スィークヮー┌スァー[θi kwa ┌ a ]（ヒラミレモン）。バンシ┌ルー[ba i┌ru ]

(グヮバ。蕃石榴。バンシロー）。バシャ┌ナイ[ba a┌nai]（バナナ。芭蕉の実）な

ど。 

┌ナイン[┌nai ]（動） 

なる（生る）。植物の実が付く。┌ミー┐ヌ ┐ナイン[┌mi ┐nu ┐nai ]（実が生る）。

┌ナトゥー┐ン[┌natu ┐ ]（生っている）。ナイ┌ムン┐ヌ ┌ナトゥー┐ン[nai┌mun

┐nu ┌natu ┐ ](果物が生っている)。┌ミー┐ヌ ナイ ┌マン┐ディ[┌mi ┐nu ┐

nai ┌man┐di]（実が生って沢山ある。実が沢山生っている）。┌ナマ ミー┐ヤ ナ

┌ラン[┌nama mi ┐ja na┌ra ]（まだ実は生らない）。ハー ┌ミー┐ 

ナリバ スィミン┌ムン┐ヌ[ha  ┌mi ┐ nariba θimim┌mun┐nu]（早く実が

生ればよいのに） 

ナ┌シリ[na┌ iri]（名） 

桑の実。┐ナシリヌ ┌ミーヌ┐ ウルーン[ ┐na irinu ┌mi nu┐ uru ]（桑の

実が熟れている）。┐ウルーヌ ┐ナシリヌ ┌ミーヤ┐ デー┌ジナ┐ ンマスァタン

[ ┐ uru nu ┐na irinu ┌mi ja┐ de ┌ ina┐ mma ata ]（熟れた桑のみは

大変美味しかった） 

ナシリ┌ギー[na iri┌gi ]（名） 

(植）桑の木｡┌クヮーギー[┌kwa gi ]（桑の木）ともいう。┐ナシリヌ ┌ナイ┐ヌ 

マッ┌クルーッチー┐ ンミー┌ヤー┐ デー┌ジヌ┐ ンマスァ┌タン[ ┐na irinu 

┌nai┐nu mak┌kuru t i ┐ mmi ┌ja ┐ de ┌ inu┐ mma a┌ta ]（桑の実

が真っ黒に熟れたら大変美味しかった）。┌ヤヒ┐ガ ┐ンディン ┐イルヌ ハワラ

ンスィン アタ┌スァー[┌jaçi┐ga ┐ndi  ┐ irunu ┐hawaranθi  ata┌ a ]

(しかし熟れても色の変わらないのもあったよ） 
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┌ナンクヮー[┌na kwa ]（名） 

(植）カボチャ（南瓜）。昔のカボチャは水分が多く、美味しくなかった。自家用に

栽培していた。┌ナンクヮーヤ┐ ドゥーヌ ┌ケースィ┐ビカーンドゥ ┐トゥクイ

ル[┌na kwa ja┐ du nu ┌ke θi┐bika ndu ┐tukuiru]（カボチャは自分の食

べる分しか作らない＜食べる分だけぞ作る＞）。ミカ┌スィヌ┐ ナン┌クヮーヤ ミ

ーヌ┐ ヤパハラ┌スァヌ┐ ンマ┌スァー┐ ナーン┌タン[mika┌θinu┐ na ┌k

wa ja mi nu┐ japΦara┌ anu┐ mma┌ a ┐ na n┌ta ]（昔のカボチャは実が

柔らかくて美味しくなかった）。┌ナンクヮー トゥクイ┐ン[┌na kwa  tukui┐ ]

（カボチャを栽培する） 

ナン┌ピャー[nam┌pja ]（名） 

(植）しばふ（芝生）。ナン┌ピャー ウイン[nam┌pja  ui ]（芝生を植える） 

ナン┌ベーラー[nam┌be ra ]（名） 

(植）へちま（糸瓜）。ナン┌ベーラーヤ カーリーン[nam┌be ra ja ka ri ]（糸

瓜は食べられる）。ナン┌ベーラーヤ┐ ンブ┌シーッチャー┐ ンマ┌スァタスァー

[nam┌be ra ja┐ mbu┌ i t a ┐ mma┌ ata a ]（糸瓜は煮物にしたら美味

しかった）。┌ナンベーランブシー[┌nambe rambu i ]（糸瓜の煮物）。┌ナンベー

ラヤ トゥクイン トゥクマンガル┐ トゥク┌イタル ムロー┐ トゥク┌ランタ

ン[┌nambe raja tukuin tukuma garu┐ tuku┌itaru muro ┐ tuku┌ranta

]（糸瓜は作るところ＜家＞が作った。みんな＜全家庭＞は作らなかった）。┌ナンベ

ーラン┐ シン┌チ イッタイ┐ ンブ┌シーッチル ケータル[┌nambe ra ┐ in

┌ i ittai┐ mbu┌ i t iru ke taru]（糸瓜もお汁に入れたり、煮つけにして

食べたよ） 

┌ニ┐ー[┌ni┐ ]（名） 

根。木の根。┌ニーヌ┐ プカ┌スァン[┌ni nu┐ puka┌ a ]（根が深い）。┐ヒーヌ 

┌ニー[ ┐çi nu ┌ni ]（木の根）。┐ニー ┌プフイン[ ┐ni  ┌pΦui ]（根を掘る) 

ニギ┌ヤー[nigi┌ja ]（名） 

芋を擂って澱粉を取り、その糟を握って天日乾燥したもの。これを保存食にしたり、

あるいは常食にすることもあった。┌ニギヤーアンデー[┌nigija ande ]（ニギヤ

ーを粥状に炊いたもの）を食する家庭は、ピンスー┌キネ┐ー[p’insu ┌kine┐ ]（貧

乏家庭）といわれていた。ミカ┌シャー┐ ニギ┌ヤーパハンメー シュスァー┐ ウプ

フ┌スァタンドー[mika┌ a ┐ nigi┌ja pΦamme  u a ┐ upΦu┌ atando ]

(昔はニギヤーを食糧にする人が多かったよ） 

ニン┌ジャナ[┌nin┌ ana]（名） 

芋を煮て捏ねておにぎり団子にしたもの。ンム┌クリニンジャナ[ mmu┌kurinin
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ana]（芋を輪切りにして天日乾燥したものを煮て、潰して捏ねたもの）の二種類が

あった。団子にしないで、羊羹のように切って食することもあった。 

ヌ┌ビ┐ン[nu┌bi┐ ]（動） 

伸びる。ヌ┌ビラン[nu┌bira ]（伸びない）。┌ヌルー┐ン[┌nuru ┐ ]（伸びている）。

ヌ┌ビーヤ[nu┌bi ja](伸びたら）。┌プフルヌ┐ ヌルーン[┌pΦurunu┐ nuru ]（身

長が伸びている）。┌ユラヌ┐ ヌルーン[┌juranu┐ nuru ]（枝が伸びている）。┌

アンチョー┐ スァ┌キ┐プフル ┌ウチャー┐ティ[┌ an o ┐ a┌ki┐pΦuru 

┌ u a ┐ti]（あの人は身長と体格＜背丈＞の均整がとれた人だ） 

┌ネーイン[┌ne i ]（動） 

しおれる（萎れる）。┌オープハ┐ ネー┌トゥーン[┌ o pΦa┐ ne ┌tu ]（野菜が萎

れている）。ネーティ┌ナーン[ne ti┌na ]（萎れてしまった）。ネー┌ティ イキ┐

ン[ne ┌ti iki┐ ]（萎れていく）。ネー┌ラン[ne ┌ra ]（萎れない）。┌ナマ┐ 

ネー┌ラン[┌nama┐ ne ┌ra ]（まだ萎れない）。ネー┌タ┐ー ナー┌ン[ne ┌ta┐

 na ┌ ](萎れてはない)。┐ヤシェーヌ ┌ネーイン┐ バー┌イヤ ミリ┐ ハキ┌

ランバ[ ┐ja e nu ┌ne im┐ ba ┌ija miri┐ haki┌ramba]（野菜が萎れるとき

は水を掛けないといけないよ）。┌アンサンニーヤ ハリーンロー[┌ ansanni ja 

hari nro ]（そうしないと枯れるよ） 

ハーシャ┌ギー[ha a┌gi ]（名） 

(植）オオハマボウ（ユーナ）。円形の葉は直径約15センチあり、芋団子を握ったり

食物の皿の代用に使用された。また、ちり紙の無かった時代には、トイレットペー

パーとしても利用された。ハーシャ┌ギーヌ パハナー┐ シュラ┌スァン[ha a┌gi

nu pΦana ┐ ura┌ a ]（ユーナ＜オオハマボウ＞の花は美しい） 

┌ハイン[┌hai ]（動） 

刈る。┐ムジ ┌ハイン[ ┐mu i ┌hai ]（麦を刈る）。┐ムジ ┌ハタン[ ┐mu i ┌

hata ]（麦を刈った）。┐ムジ ┌ハティ┐ フー┌バ[ ┐mu i ┌hati┐ Φu ┌ba] 

(麦を刈ってきなさい）。┐ムジ ┌ハイヤー┐ エーリ ┌スィバ[ ┐mu i ┌haija ┐ 

e ri ┌θiba]（麦を刈るなら合図しなさい）。┐ムジ ┌ハタンシャコー┐ エーリ 

┌スィバ[ ┐mu i ┌hata ako ┐ e ri ┌θiba]（麦を刈ったなら合図しなさい）。

┌マジョー┐イ ┌シャーマ┐ ムジ ┌ハラネー[┌ma o ┐i ┌ a ma┐ mu i 

┌harane ]（一緒に麦を刈らないか）。┐ワナー ┐ムジャー ┌ハラン[ ┐wana  ┐

mu a  ┌hara ]（私は麦は刈らない）。┌ヤーヤ┐ ムジ ┌ハリバ[┌ja ja┐ mu i

 ┌hariba]（君は麦を刈れよ）。┐ワヌン ┐ムジ ┌ハイン[ ┐wanum ┐mu i ┌

hai ]（私も麦を刈る）。┌スァーガ┐ ムジャー ┌ハイガ[┌ a ga┐ mu a  ┌hai

ga](誰が麦を刈るか）。┐ムジ ┌ハイ┐ン チュヌ グラン[ ┐mu i ┌hai┐n un
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u gura ]（麦を刈る人がいない）。┌ヤーガ┐ ムジ ┌ハイヤー┐ ワヌン ┌ハイ

スァー[┌ja ga┐ mu i ┌haija ┐ wanu  ┌hai a ]（君が麦を刈るなら私も刈

るよ）。┐ムジ ┌ハイガ┐ イキン[ ┐mu i ┌haiga┐ iki ]（麦を刈りに行く）。

┐ワヌン ┐ムジ ┌ハ┐ティミーン[ ┐wanum ┐mu i ┌ha┐timi ]（私も麦を刈

ってみる）。┐ムジ ┌ハタン[ ┐mu i ┌hata ]（麦を刈った）。┐ムジ ハ┌トゥー

タン[ ┐mu i ha┌tu ta ]（麦を刈っていた）。┌ナマ┐ ムジ ハ┌トゥーン[┌na

ma┐ mu i ha┌tu ]（今麦を刈っている）。┌ナマ┐ ムジ ハ┌トゥークトゥ 

イキヨースァン[┌nama┐ mu i ha┌tu kutu ikijo a ]（今麦を刈っているの

で行けない）。┌ナマー スァーガ┐ ハ┌トゥーガ[┌nama a ga┐ ha┌tu ga]

(今誰が刈っているか）。┌アリーガ┐ ハ┌トゥークトゥ┐ スィ┌ミン[┌ ari ga┐ 

ha┌tu kutu┐ θi┌mi ]（あが刈っているから、いいよ）。┐ムジャー ┌アリガル┐ 

ハイル[ ┐mu a  ┌ arigaru┐ hairu]（麦はあれがぞ刈る）。┐ワーガ ┌ハイビー

スァー[ ┐wa ga ┌haibi a]（私が刈ります）。アン┌シャコー ヤー┐ ハ┌リバ[

a ┌ ako  ja ┐ ha┌riba]（それなら君が刈れよ） 

バシャ┌ナイ[ba a┌nai]（名） 

(植）島芭蕉。沖縄原産の芭蕉。台湾産よりも美味しい。バシャ┌ナヤー ウイン 

トゥクマン┐ アイ ドゥー┌シャーマ ケーン トゥクマン┐ アタ┌スァー[ba a

┌naja  uin tukuman┐ ai du ┌ a ma ke n tukuma ┐ ata┌ a ]

(芭蕉＜バナナ＞は売るところもあり、自家用にする＜食べる＞家も＜ところ＞もあ

ったよ） 

┌ハッティ[┌hatti]（名） 

経験者。産婆の役目をしている人。取上げ婆。専門家。漢方医療の経験者。「勝手」

の義。┌アヌ ッチョー ハッティー┐ ヤル[┌ anu t o  hatti ┐ jaru]（あの

人は産婆の経験者＜取上げ婆＞である）。┌アヌ アンマー ハッティ ヤン┐シェ

ール[┌ anu amma  hatti  ja ┐ e ru]（あのお母さんは産婆の役目の経験者

（取上げ婆）であられます） 

┌パハー[┌pΦa ]（名） 

は（葉）。植物の葉。┐デークンヌ ┌パハー[ ┐de kunnu ┌pΦa ]（大根の葉）。ヒ

ーヌ ┌パハー[ ┐çi nu ┌pΦa ]（木の葉）。┌パハーヌ ウッ┐タン[┌pΦa nu ut┐t

a ]（葉が落ちた＜落葉＞）。ワッ┌ター ミャー┐ヤ ┌パハー┐ヌ ┐ウティ ┌マン┐

ディ ┐スォージ ┌スン┐チ ナガ┌レー┐ ハカタン[wat┌ta  mja ┐ja  

┌pΦa ┐nu ┐ uti ┌man┐di ┐θo i ┌sun┐ i naga┌re ┐ hakata ]（私の家

の庭は木の葉が沢山落ちて、掃除するのに長くかかった） 

┌パハッ┐タニ[┌pΦat┐tani]（名） 
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初種。久高島では従来、旧暦の11月に巳年生まれの人が、┌ミーアムトゥ[┌mi a

mutu]（外間ニーッチュ、外間ノロ、久高ノロ）のノロ地と┌ニーッチュ┐ジー[┌ni

t u┐ i ]（根人の土地）、大里家の┌ハタ┐ス[┌hata┐su]（五穀の入った壷を埋めた

とされるところで、フボーウタキの近く、┌ウプラトゥ[┌ upuratu]＜大里家＞が

管理している）に初種を下ろして後に、一般家庭では種蒔きをすることになってい

た。┌アスァンハリ[┌ a a hari]（各家庭）の種蒔きは┌パハッタ┐ニの後に行われ

たのである。┌ナママリーヤ┐ シム┌ティキヌ パハッタナー ミーヌ ッチュヌ 

ミーアムトゥヌ ニーッチュジートゥ┐ ヌン┌ジーカイ┐ ムジヌ ┌スァナー 

マチヌ アトゥ┐ ヤー┌ヤーヤ┐ スァナー ┌マキタル[┌namamari ja┐ imu

┌tikinu pΦattana  mi nu t unu mi amutunu ni t u i tu┐ nun┌ i

kai┐ mu inu ┌ ana  ma inu atu┐ ja ┌ja ja┐ ana  ┌makitaru]（今

までは霜月の初種は、巳年生まれの人がミーアムトゥの根人地とノロ地に麦の種を

蒔いて後に、家々は種を蒔いたのだ） 

┌パハナ[┌pΦana]（名） 

(植）①はな（花）。┐パハナヌ ┌スァチャ┐ン[ ┐pΦananu ┌ a a┐ ]（花が咲いた）。

②花柳界の女性。辻の女性。これに対して一般家庭の女性は ┐ジク[ ┐ iku]（家庭

の婦女。「俗」の義か）という。┌アンチョー┐ パハナ ┌ヤタッチスァー[┌ an o ┐ 

pΦana ┌jatat i a ]（あの人は遊女だったそうだ） 

パハラカーガー┌ミー[pΦaraka ga ┌mi ]（名） 

ほおずき（酸漿）。女の子が口に入れて音を鳴らして遊んだ。パハラカーガー┌ミー 

ナラ┐チ ア┌スィルー┐ン[pΦaraka ga ┌mi  nara┐ i a┌θiru ┐ ]（酸漿を鳴

らして遊んでいる）。ア┌スィリ┐ グン[ a┌θiri┐gu ]（遊んでいる） 

┌パハラカーム┐ジ[┌pΦaraka mu┐ i]（名） 

(植）はだかむぎ（裸麦）。大麦。オオムギ（大麦）の変種で果実とエイ（頴）が離

れやすいという。久高島ではこの品種しか栽培しなかった。 

┌パハ┐ン[┌pΦa┐ ]（名） 

畑。┌パハン┐チ イ┌キーン[┌pan┐ i i┌ki ]（畑へ行く） 

パハンアッ┌キャー[pΦa ak┌kja ]（名） 

農夫。百姓。「畑歩き人」の義。畑仕事に従事する人の義。 

パハン┌キン[pΦa ┌ki ]（動） 

はじく（弾く）。剃刀で軽く額や背中の皮膚を切って血液を出す。┌パハナシキ┐チ ┐

ニティヌ アンバー┌イヤー┐ ハン┌トゥイシャーマ┐ ピ┌チャイ┐ パハン┌キタ

ン[┌pΦana iki┐ i ┐nitinu amba ┌ija ┐ han┌tui a ma┐ pi┌ ai┐ pΦa ┌

ki┌ta ]（風邪をひいて熱があるときは剃刀で額を弾いた＜剃刀で軽く額の皮膚を切
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って血液を出した＞） 

┌パハンジー[┌pΦan i ]（名） 

チュジーの半分（約150坪）。女所帯の家に配分された。 

┌ハマーローエー[┌hama ro je ]（名） 

竈神＜火の神＞に対する感謝の神事。各家庭が一年間、家族一同が健康に過ごすこ

とが出来たことに対する感謝の祈願。旧暦12月24日に竈神が昇天され、大晦日に降

臨されると信じられている。その12月24日のユク┌ネー[juku┌ne ]（夕方。午後６

～７時頃。┌アカークロー[┌ aka kuro ]の時刻）に竈神＜火の神＞の前で行われ

る。供物は特にない。板香┌チュユー[┌ uju ]（四枚、一束二十四本）をウカマ、

トゥパハシリへ供え、床の神には十二本供える。 

┌バラ[┌bara]（名） 

(植）バラ（薔薇）。観賞用植物。もともと久高島にはなかった植物で小数の家庭で

庭木として植栽されていた。 

┌ハラパハイ[┌harapΦai]（名） 

羅針盤。コンパス。「からはり（唐針）」の義か。進貢船時代に中国（明）より導入

されたという。久高島から進貢船の船頭や船員が輩出したので、漁師たちは ┌ハラ

パハイを利用し続けているという。船の針路を決定する貴重な機器である。 

┌ハリーン[┌hari ]（動） 

枯れる。┐ヒーヌ ┌ハリーン[ ┐çi nu ┌hari ]（木が枯れる）。┌ハリラ┐ン[┌ha

rira┐ ]（枯れない）。┌ハリトゥー┐ン[┌haritu ┐ ]（枯れている）。┐ナー ┌ハリ

ティ┐ナーン[ ┐na  ┌hariti┐na ]（もう枯れてしまった）。┌キッサ ハリティ┐

ナーン[┌kissa hariti┐na ]（とっくに枯れてしまった）。ダン┌ダ┐ン ┌ハリテ

ィ イキスィガヤー[dan┌da┐  ┌hariti ikiθigaja ]（だんだん枯れていくがな

あ）。┌ハリー┐ン バー┌イ[┌hari ┐m ba ┌i]（枯れるとき）。┌ハーヌ ミラー┐

 ピャーイ ナヤーマ ┌ハリ┐ティナーン[┌ha nu mira ┐ pja i naja ma ┌

hari┐tina ]（井戸の水は旱になって枯れてしまった）。チュタ┌イ┐ン ┐ナーン[

uta┌i┐n ┐na ]（一滴もない） 

┌ハリバ┐ー[┌hariba┐ ]（名） 

枯れ葉。落ち葉。┌ティプグ[┌tipugu]（枯れ葉）ともいう。┌ハリバ┐ーが沢山積も

っているものをテプグという。 

バンシ┌ルー[ba i┌ru ]（名） 

ばんじろう（蕃石榴）の実。グワバ。久高島には野生のバンジロウが多かった。実

は熟れると美味であり、芳香をはなった。沢山食べると便秘の原因になるといわれてい

た。バンシ┌ルーヤ┐ ヤシキ┌カイ┐ アントゥク┌マン┐ アイ ヌン┌ジーヤ┐ ヤマ
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┌カイン┐ アタ┌スァー[ba i┌ru ja┐ ja iki┌kai┐ antuku┌ma ┐ ai 

nun┌ i ja┐ jama┌kai ┐ ata┌ a ]（蕃石榴は屋敷内にあるところもあり、ノ

ロ地や山にもあった）。バン┌シルーヌ┐ ナイ┌ヤー┐ ワラビン┌シャー スァマス

ィー┐ ヤタル[ba ┌ iru nu┐ nai┌ja ┐ warabi ┌ a  amaθi ┐ jataru]

(蕃石榴の実は子供達に配分＜分け前＞されたものであった）。バンシ┌ルー┐ヌ ナ

┌トゥーン[ba i┌ru ┐nu na┌tu ]（蕃石榴の実が生っている）。ヌン┌ジー┐ヌ

 バンシル┌ギー┐ヤ ナイ ┌マンドゥークトゥ┐ ムイガ ┌イカナ[nun┌ i ┐n

u ba iru┌gi ┐ja nai ┌mandu kutu┐ muiga ┌ ikana]（ノロ地の蕃石榴

の木は実が沢山生っているので ぎに行こうよ） 

┌ヒー[┌çi ]（名） 

(植）木。樹木。┌チンタクギー[┌ intakugi ]（ガジマル。 樹）。┌ヒーヌ┐ ミー

┌トゥー┐ン[┌çi nu┐ mi ┌tu ┐ ]（木が生えている） 

┐ヒーヌ ナカ┌グイ[ ┐çi nu naka┌gui]（連） 

木の幹。木の中心となるところ。┌ウヌ ヒー┐ヤ ナカ┌グイヌ┐ チュー┌スァヌ 

マットー┐バ スァッ┌チューン[┌ unu çi ┐ja naka┌guinu┐ u ┌ anu mat

to ┐ba at┌ u ]（この木は幹が強くて、真直ぐに立っている） 

┐ヒーヌ ┌ハー[ ┐çi nu ┌ha ]（連） 

木の皮。樹皮。┐ヒーヌ ┌ハー パハギ┐ン[ ┐çi nu ┌ha  pΦagi┐ ]（樹皮を剥ぐ）。

┐シカチギーヌ ┌ハー[ ┐ ika igi nu ┌ha ]（シャリンバイの樹皮） 

┐ヒーヌ ┌スゥラ[ ┐çi nu ┌θura]（連） 

こずえ（梢）。「木末」の義。┌ユダヌ スァ┐キ[┌judanu a┐ki]（枝の先、先端）。

ヒーヌ ┌ユラヌ スァキカイ┐ ポホー┌ターヌ┐ スィー ┌トゥクティ┐ グン

[ ┐çi nu ┌juranu akikai┐ pΦo ┌ta nu┐ θi  ┌tukuti┐ gu ]（木の枝の先

に＜梢に＞鳩が巣をつくっている）。┐スィー ┌トゥクティ┐ グ┌スィガ ヤガテ

ィ┐ フガ ┌ナシュン┐ パハリ┌ロー[ ┐θi  ┌tukuti┐ gu┌θiga jagati┐ Φu

ga ┌na um┐ pΦari┌ro ]（巣を作っているが、やがて卵を産むだろう＜生むはず

だ＞） 

┌ピザイサンニ[┌pi aisanni]（名） 

祈願に用いる平たいおにぎり。直径約10センチ、厚さ約３センチ程度に握ったもの。 

┌ピジュイ[┌p’i ui]（名） 

体の冷え込み。病気の原因となる体の冷え込み。冷え性。破傷風。┌ピンノー┐ ピ

ジュ┌イヌ┐ クス┌イ┐ ヤル[┌pinno ┐ p’i u┌inu┐ kusu┌i┐ jaru]（にんにく

＜大蒜＞は冷え性の薬である） 

ヒティミ┌ティムン[çitimi┌timu ]（名） 
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朝食。朝ご飯。「つとめてもの」の義。ヒティミティ┌ムノー チャー┐ シチジ

┌マングラル ケータル[çitimiti┌muno  a ┐ i i i┌ma guraru ke taru]

(朝食はいつも７時ごろに食べたよ） 

┌ピ┐ン[┌pi┐ ]（名） 

(植）ニンニク（大蒜）。自家用として、久高島では戦前から栽培していた。砂糖漬

けにして保存した。泡盛の酒漬けにする人もいた。┌ピンザ┐キ[┌pin a┐ki]（蒜酒）

は瓶に大蒜をいれ、それに酒を入れて二週間以上おいて飲んだ。┌ピジュイ[┌pi

ui]（冷え症）や風邪予防に飲むと効果があった。┌パハナ┐シキ[┌pΦana┐ iki](風邪）

の予防のため、大蒜の実に糸を通して数珠にし、それを首に掛けた。 

┌ピンザ┐キ[┌pin a┐ki]（名） 

大蒜酒。「蒜酒」の義。大蒜を泡盛酒に漬けたもの。薬用として愛飲した。┌ピジュ

イ[┌pi ui]（冷え性）や風邪、破傷風に効くといわれている 

┌ビラ[┌bira]（名） 

(植）ニラ（韮）。普通の韮。キリ┌ビラ[kiri┌bira]のこと。キリ┌ビラー┐ スェー

┌ゲー┐ ヤシキ┌ウチカイル ウイタル[kiri┌bira ┐ θe ┌ge ┐ ja iki┌ u ikai

ru uitaru]（韮は、大概は屋敷内に植えたものだ） 

ピル┌マームン[p’iru┌ma mu ]（名） 

昼食。「昼間もの」の義。ピル┌マー[p’iru┌ma ]ともいう。ピル┌マーヤ┐ ウ┌ミ┐チ 

ン┌ジャイ スクトゥ ジカノー┐ スァダ┌マランタン[p’iru┌ma ja┐ u┌mi┐ i 

n┌ ai sukutu ikano ┐ ada┌maranta ]（昼間は海に行ったりするから時

間は定まらなかった） 

┌ビワ[┌biwa]（名） 

(植）ビワ（枇杷）。久高島では戦前、浜福治家にだけ植栽されていたが、┌屋敷に

植えるものではない」という人がいて切り倒した。幼少の頃、大きな実が生ってい

た。┌ビワヌ ヒーヤ┐ ワッ┌ター ヤービケーンカイル┐ アタル[┌biwanu çi ja┐ 

wat┌ta  ja bike kairu┐ ataru]（枇杷の木は私の家にだけしかなかった＜家

にばかりぞありたる＞） 

ブー┌ブ┐ー[bu ┌bu┐ ]（名） 

しゃけつ（瀉血）。漢方治療の一つ。治療の目的で背中などの患部を泡盛で消毒し、

剃刀で軽く皮膚に切り傷をつけ、ガラスコップかコップ状に切った竹筒に度数の強

い酒を入れ、それに点火して患部の切り傷の上に被せる。アルコールが燃えきって

真空状態になると体内の静脈より血液が吸い出される。それによって患部の治療が

出来るという昔から民間に伝えられた治療法。┌ウチチヤンメー フシカイ┐ ブ

ー┌ブー スゥラシュタン[┌ u i ijamme  Φu ikai┐ bu ┌bu  θura uta ]
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(打撲傷には背中に瀉血をさせた＜ブーブーを取らせた＞）。ウチ┌チ スォーンム

ヌ バーイヤ┐ ブー┌ブー スゥラシュタン┐ パハリ[ u i┌ i θo mmunu ba

ija┐ bu ┌bu  θura utam┐ pΦari]（打撲傷をしている場合はブーブー＜瀉血＞を

取らせたはずだ） 

┌プシ[┌pu i]（名） 

ふし（節）。竹の節。┌ダキヌ プシ[┌dakinu pu i]（竹の節）。┐プシヌ マギ┌

スァン[ ┐pu inu magi┌ a ]（節が大きい）。┌ウヌ ダキヌ プシャー┐ マギ┌

スァン[┌ unu dakinu pu a ┐ magi┌ a ]（この竹の節は大きい） 

┌フシカ┐ブ[┌Φu ika┐bu]（名） 

大根を細く千切りにし、天日乾燥して保存したもの。デー┌クン スィッティ┐ フ

シ┌カブ ナチ┐ ハー┌ミカイ┐ スァ┌ブイン[de ┌ku  θitti┐ Φu i┌kabu 

na i┐ ha ┌mikai┐ a┌bui ]（大根を摺ってフシカブにして乾燥し、甕に入れて

保存する） 

┌ブ┐ティ[┌bu┐ti]（名） 

くき（茎） 

┌フバ[┌Φuba]（名） 

(植）ビロウ（蒲葵）。フバは神木とされ、お嶽（聖域）には必ず自生している。葉

は蓑や笠、扇、釣瓶などを作るのに利用される。オー┌ジャー フバヌ パハーシャ

ーマル┐ トゥクイタル[ o ┌ a  Φubanu pΦa a maru┐ tukuitaru]（扇はク

バの葉で＜ぞ＞作った）。クラカ┌ジマー フバヌヒーヤ┐ マン┌ドゥーン[kuraka

┌ ima  Φubanuçi ja┐ man┌du ]（久高島はクバの木が多い）。ミカ┌シャー 

フバジマッチン┐ イ┌ヤットゥーン[mika┌ a  Φuba imat i ┐ i┌jattu ]（昔

はクバ島とも言われている） 

フパハ┌グスァ[ΦupΦa┌gu a]（名） 

(植）オヒシバ（雄日芝）。路傍に生える強靭な雑草。茎は扁平で葉は細く、色は濃

緑で細長い。「硬草（力草）」の義か。 

┌プフー[┌pΦu ]（名） 

穂。植物の穂。┐ムジヌ ┌プフー[ ┐mu inu ┌pΦu ]（麦の穂）。┐ムジヌ ┌プフー

ヌ┐ ンギ┌タン[ ┐mu inu ┌pΦu nu┐  gi┌ta ]（麦の穂が出た） 

プフ┌ティ[pΦu┌ti]（名） 

もぐさ（艾）。よもぎ（蓬）を乾燥して綿のようにしたもの。これに火をつけて灸治

をする。ヤ┌チュー[ja┌ u ]（お灸）に用いる。┐ヤーチューヤ ┐プフティ ┌ティ

キティ┐ル シュル[ ┐ja u ja ┐pΦuti ┌tikiti┐ru ┐ uru]（お灸は艾を付けて

＜ぞ＞すえる＜する＞のだ） 
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プフティ┌バー[pΦuti┌ba ]（名） 

(植）よもぎ（蓬）。プフティ┌バーヌ┐ ミー┌トゥーン[pΦuti┌ba nu┐ mi ┌tu ]

(蓬が生えている）。プフティ┌バーヤ┐ クスイ ┌ナイン[pΦuti┌ba ja┐ kusui ┌nai

]（蓬は薬になる）。プフティ┌バー シギチ┐ ヌマチ ┐ニティ ┌スァマスィミー

ン[pΦuti┌ba  igi i┐ numa i ┐niti ┌ amaθimi ]（蓬を煎じて飲ませて解

熱＜熱を冷ま＞させる）。┌パハナシキン バーイヤー┐ プフティ┌バー シギチ┐ 

ヌマシュ┌タン[┌pΦana ikim ba ija ┐ pΦuti┌ba  igi i┐ numa u┌ta ]（風

邪のときには蓬を煎じて飲ませた） 

プフ┌ルイン[pΦu┌rui ]（動） 

成長する。育つ。大きくなる。プフ┌ルイトゥーン[pΦu┌ruitu ]（成長している）。

プフ┌ルイラン[pΦu┌ruira ]（成長しない）。┌ナマ┐ プフ┌ロー┐ イ┌カン┐ムンヌ[┌

nama┐ pΦu┌ro ┐ i┌kam┐munnu]（まだ背丈が伸びていない）。プフ┌ルイチャ

ン[pΦu┌rui a ]（成長した）。ウッ┌ピル┐ プフ┌ルイル[ up┌piru┐ pΦu┌ruiru]

（それだけしか成長しない＜それだけぞ成長する＞）。ジョー┌ブン┐ プフ┌ルイト

ゥーン[ o ┌bum┐ pΦu┌ruitu ]（十分成長している） 

┌プフルワーシュン[┌pΦuruwa u ]（動） 

養育する。成長させる。育てる。ティカ┌ネーン[tika┌ne ]（養う）と同じ意味。 

┌フミ[┌Φumi]（名） 

米。┌フミ ホー┐ティ フー┌バ[┌Φumi ho ┐ti Φu ┌ba]（米を買ってこいよ）。

┌フミャー┐ マチヤ┌グヮーヤ┐ ユラ┌バンダ ホーティ┐ シャー┌マル ウイ

タル[┌Φumja ┐ ma ija┌gwa ja┐ jura┌banda ho ti┐ a ┌maru uitaru]

(米は小売店が与那原から買ってきてから売っていたよ）。 

┌ボーコー[┌bo ko ]（名） 

(植）芋の一品種。┌ボーコーンム[┌bo ko mmu]のこと。クダカ┌カヤー ボーコ

ー┐チュヌ ┌ナーヌ ンムヌ┐ アタン[kudaka┌kaja  bo ko ┐ unu ┌na nu 

mmunu┐ ata ]（久高島にはボーコーという名の芋があった） 

┌ホーブシ[┌ho bu i]（名） 

(植）雑草の一種。力草。┌ホーブシヌ┐ ミー┌トゥーン┐ ピ┌キグッシャ┐ヌ[┌ho b

u inu┐ mi ┌tu m┐ pi┌kigu a┐nu]（力草が生えている。引き抜きにくい） 

┌ホーレーグ┐スゥ[┌ho re gu┐θu]（名） 

(植）とうがらし（唐辛子）。酒に漬けて飲用した。「高麗胡椒」の義。ホーレー┌グス

ォー┐ ハラスァン[ho re ┌guθo ┐ hara┌ a ]（唐辛子は辛い） 

マ┌ブッ┐チ[ma┌but┐ i]（名） 

麦の穂祭り。旧暦１月中旬に行われる。麦の収穫祭は３月中旬に行われる祭祀でサ
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ン┌グヮティマティ┐ー[sa ┌gwatimati┐ ]という。粟の穂祭は５月中旬にある。久

高島の祭りは、ミズノエ（壬）、ミズノト（葵）、キノエ（甲）、キノト（乙）の間に

行われる。ひと月の中の┌ミンニー[┌minni ]（壬、葵）に日取りをする。粟の収穫

祭は、６月中旬に行われるルク┌グヮティマティー[ruku┌gwatimati ]（六月祭り）

である。 

┌マ┐ミ[┌ma┐mi]（名） 

(植）まめ（豆）の総称。┌スォープマ┐ミ[┌θo puma┐mi]（大豆。豆腐豆）。┌オ

ーマーミー[┌ o ma mi ]（緑豆。萌やしの原料）。アカマー┌ミー[ akama ┌mi ]

(小豆「赤豆」の義）。┌インドーマーミ[┌ indo ma mi]（豌豆。「豌豆豆」の義） 

┌マンナーリン[┌manna ri ]（動） 

呪文を唱えて悪霊を祓う。┌マンナ┐ティ スゥラシン┌ショーリバ[┌manna┐ti θ

ura i ┌ o riba]（お祓いをしてください）。┌スィーンユタ[┌θi juta]（各家庭の

不定期の祭祀祈願を執り行う神女＜巫女＞で、家庭ごとに定められている）に依頼

して悪霊祓いをした。朔日、十五日、祝日などにも依頼して、それぞれの祈願をし

てもらった。 

┌ミー[┌mi ]（名） 

め（芽）。┌ミーヌ┐ ンギ┌タン[┌mi nu┐ gi┌ta ]（芽が出た）。┌ミーヌ┐ ン

ギティ ┐シューン[┌mi nu┐ giti ┐ u ]（芽が出てくる） 

ミー┌ビンナー[mi ┌binna ]（名） 

(植）のびる（野蒜）。ミー┌ビンナー ティリッ┐チ ┌シン┐チ ┌イリリバ[mi ┌

binna  tirit┐ i ┌ in┐ i ┌ iririba]（ノビル＜野蒜＞を摘んで、お汁に入れな

さいよ） 

ミー┌ン[mi ┌ ]（動） 

生える。ミー┌ラン[mi ┌ra ]（生えない）。ミー┌トゥー┐ン[mi ┌tu ┐ ]（生えて

いる）。ミー┌タン[mi ┌ta ]（生えた）。┐クスァヌ ミー┌トゥー┐ン[ ┐ku anu 

mi ┌tu ┐ ]（草が生えている）。┐クスァヌ ┌ミーヤー┐ ピ┌キ┐バ┌ヤー[ ┐ku a

nu ┌mi ja ┐ pi┌ki┐ba┌ja ]（草が生えたら引き抜きなさいねえ）。ミー┌トゥー

ンシャコー チャーキチャーキ┐ ピ┌カンバ[mi ┌tu ako  a ki a ki┐ 

pi┌kamba]（生えていたら、その都度引き抜きなさい）。クスァ┌ボーボー スィミ

ター┐ ナラン┌ドー[ku a┌bo bo  θimita ┐ naran┌do ]（草ぼうぼうにした

らいけないよ）。┌ミー┐ン バー┌イヤ[┌mi ┐m ba ┌ija]（生えるときは） 

┌ミンブトゥカー[┌mimbutuka ]（名） 

(植）野草の一種。食用となる。┌ピヒーピヤナー[┌pΦi pijana ]（屁ひり菜）といっ

て、これを食すると屁がよく出ることから命名されたという。島の何処にでも自生
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していた。屋敷内にも自生していた。最近は食べる人もいない。 

┌ムーティ[┌mu ti]（数） 

六つ。┌ムーティミー マリーヤ┐ スィラ┌スァー[┌mu timi  mari ja┐ θira┌

a ]（六つまでは済んだよ） 

┌ムジ[┌mu i]（名） 

(植）むぎ（麦）。大麦。久高島では麦は大変重宝された。味噌の原料としても用い

られ、久高島の伝統祭祀にはなくてはならない重要な穀物である。昔は神酒も麦で

造った。１月の麦の穂祭り、３月の麦の収穫祭には、麦を挽いてマ┌ブッ┐チ[ma

┌but┐ i]（神に供える神饌）にしたり、┌ムジアンデー[┌mu i ande ]（麦粥。供

物の一つ）にして供えた。┌アヌ パハノー┐ ムジル ┌ウイトゥール[┌ anu pΦa

no ┐ mu iru ┌ uitu ru]（あの畑には麦をうえてある）。┌パハン┐チ イ┌キー

ン[┌pΦan┐ i i┌ki ]（畑へ行く） 

┌ムジアンデー[┌mu i ande ]（名） 

麦粥。麦で造ったお粥。供物として神前に供えられた。 

ムジ┌ジュー[mu i┌ u ]（名） 

麦を刈り取った後の畑。 

┐ムジン アン┌デー[ ┐mu i  an┌de ]（連） 

麦のお粥。アチビーのような粥。麦を石臼で挽いて粉にし、それを粥状に煮たもの。村

の神行事、家庭の祈願行事にも用いた。戦前までは、一般家庭の食事にも主食として供

された。ミカ┌シャー┐ ムジヌ アン┌デー┐ ユー キ┌ラッタン[mika┌ a ┐ 

mu inu an┌de ┐ ju  ki┌ratta ]（昔は麦のお粥をよく食べさせられた）。久

高島独特の伝統的食事。 

ムチュー┌グスァ[mu u ┌gu a]（名） 

野草の一種。 

┌ム┐ム[┌mu┐mu]（名） 

(植）桃。久高島には桃の木は生えていない。首里方言からの借用語であろう。 

┌ムム┐グヮーシ[┌mumu┐gwa i]（法事に供える菓子）。┌ムムグヮーシャー┐ シ

ョー┌コーンバーイル ウシャギール[┌mumugwa a ┐ o ┌ko mba iru u

agi ru]（桃菓子は法事＜焼香＞の時にお供えする） 

┌モーウイ[┌mo ui]（名） 

(植）うり（瓜）。瓜の一種。しろうり。キュウリに似た瓜で食用となる。露地栽培

をした。 

┌モクマオー[┌mokumao ]（名） 

(植）トキワギョリュウ。明治41年に台湾より導入されたものが防風林として各地
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に広がっていったという。久高島では昭和10年以降に植林されたという。 

ヤ┌グルガー[ja┌guruga ]（名） 

聖泉の名。崖から湧出する水を溜めて井戸にしたところ。┌フボ┐ーウタキ[┌Φubo┐  

utaki]（フボー御嶽）の近くにある。伊敷浜に五穀の種子を入れた壷が流れ寄って

きたとき、最初はその壷を取る事が出来なかったので、このヤグルガーで精進潔斎

して再度その壷を取りに行ったところ、それを取る事が出来たという伝説のある聖

泉。フボーウタキは本来は ┌フバリカスァ[┌Φubarika a]である。ワ┌カリカスァ[w

a┌karika a]、┌スィリリカスァ[┌θiririka a]、┌フバリカスァ[┌Φubarika a]の三

つのイベがあり、それにヤグルガーが加わって、『琉球国由来紀』ではフボー御嶽と

称している。 

┌ヤスェー[┌jaθe ]（名） 

野菜。┌オーパハ[ o pΦa]（青葉）ともいう。┐ヤスェー トゥ┌クイン[ ┐jaθe   

tu┌kui ]（野菜を作る）。┐ヤスェー ┌ケーン[ ┐jaθe  ┌ke ]（野菜を食べる） 

┌ヤニ[┌jani]（名） 

松脂。松の樹脂。戦前、久高島には青年団が植林した松林があったが、戦争で伐採

され、現在はない。┌シェンジェノー┐ シェーネン┌ダン┐ヌ ┌チュトゥクマカイ 

ウイトゥータヌ┐ マティ┌ギーヌ┐ マン┌ドゥータスィガ ウヌ イクスァカイ 

グンヌ┐ キャー┌ティ イキャーマ ナマー┐ チュキーン ナー┌ン[┌ en eno ┐ 

e nen┌dan┐nu ┌ utukumakai uitu tanu┐ mati┌gi nu┐ man┌du taθi

ga unu iku akai gunnu┐ kja ┌ti ikja ma nama ┐ uki n na ┌ ]

(戦前には青年団が一箇所に植えてあった松の木が沢山あったが、今次大戦で日本軍

が伐採してしまって今は一本もない） 

ヤマ┌ムム[jama┌mumu]（名） 

ヤマモモ（山桃）。久高島にはなかったが四月～五月にかけて、グィー┌クマジリ[g

ui ┌kuma iri]（越来間切）方面より、乙女らが┌バ┐キ[┌ba┐ki]（竹笊）に山桃を

入れ、頭に載せて運んできて、枡で計って売っていた。昔の初夏の風物詩であった。

ヤマ┌ムモー┐ グィーク┌マジリヌ┐ アングヮー┌タガ┐ キ┌シャラ┐ ナ┌フヮチ

┐ チー ┌ウイタン[jama┌mumo ┐ guji ku┌ma irinu┐ a gwa ┌taga┐ 

ki┌ ara┐ na┌Φa i┐ i  ┌ uita ]（山桃は越来間切の娘達が汽車から那覇へ来

て売っていた） 

┌ヤラ┐ブ[┌jara┐bu]（名） 

(植）フクギ（福木）。樹木の成長は遅いが材質は頑強である。防風防潮林に最適で

屋敷の周囲に植栽されている。家屋の建材としてもよく利用される。樹皮からは美

しい黄色の染料がとれ、紅型などの染料に利用されている。┌ヤラブギー[┌jarabug
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i ]ともいう。ヤラブ┌ギーヤ ボーフーガクイッチ┐ ヤシキ┌マーイカイ ウイト

ゥー┐ン[jarabu┌gi ja bo Φu gakuit i┐ ja iki┌ma ikai uitu ┐ ]（フクギ

は防風林として屋敷の周りに植えてある）。島の周囲にも植えてある。アンダヤラブ

┌ギー[ andajarabu┌gi ]（テリハボク）の実は戦争末期にローソクの代用として利

用したという。 

ユク┌ネー[juku┌ne ]（名） 

夕方。午後６時～７時ごろ。ユク┌ネームン[juku┌ne mu ]（夕飯）。ユク┌ネール

┐ ハマーロー┌エーヌ ウグヮノー ウシャギール[juku┌ne ru┐ hama ro ┌j

e nu ugwano  u agi ru](夕方に＜ぞ＞ハマーロー┌エーの祈願を捧げる) 

┌ユダ[┌juda]（名） 

枝。木の枝。┐ヒーヌ ┌ユダ┐ グ┌イン グティ┐ スァムン ┌シュン[ ┐çi nu 

┌juda┐ gu┌i  guti┐ amu  ┌ u ]（木の枝を折る。折って薪にする）。オー┌

ギーヤ パハットゥ ヤクトゥ┐ スゥラ┌ランタン[ o ┌gi ja pΦattu jakutu┐θ

ura┌ranta ]（青木＜生の木＞は禁止されていたので採取出来なかった＜取れなか

った＞） 

ユ┌ニ┐ク[ju┌ni┐ku]（名） 

麦焦がし。麦を煎って石臼で挽いて、粉にし、篩いにかけて作る。これに黒糖を削

ってまぶし、お湯をかけてユニクにした。 

ユンヌ ┌パハニ┐ー[ ┐junnu ┌pΦani┐ ]（名） 

(植）ゆりの花（百合花）。３月下旬より４月上旬が百合の花の最盛期。カベール付

近の原野に群生している。 

┌ワチャ[┌wa a]（名） 

わき（腋）。┐ワチャ ク┌スグイン[ ┐wa a ku┌sugui ]（腋の下をこそぐる） 

ワラ┌グ┐ティ[wara┌gu┐ti]（名） 

わらじ（草鞋）。魚釣や、いさり（漁り）に行く時に履いて足を保護する履物。ワラ

┌グター┐ アラ┌ナシ シャーマル┐ トゥク┌イタル[wara┌guta ┐ ara┌na i 

a maru┐ tuku┌itaru]（草鞋はアラナシ＜アダンの気根の繊維＞で作った） 

┌ン┐ギ[┌ ┐gi]（名） 

とげ（刺）。「のぎ（ ）」「喉＜のみど＞にのぎ＜ ＞ありて物え食はず」（『古事

記 上』）の義か。┌アランパハヌ パハーヤ ムル ンギ┐ ヤル[┌ arumpΦanu 

pΦa ja muru gi┐ jaru]（アダンの葉はみんな刺だらけである）。ミカ┌シャー

 アランパハヌ ハリバーヤ┐ スァムン ┌シュタクトゥ ウリ スゥイン┐チ 

ユナグン┌シャー スィーヤ┐ スァキトゥー┌タスァー[mika┌ a  arampΦanu 

hariba ja┐ amu  ┌ utakutu uri θuin┐ i junagu ┌ a  θi ja┐ aki
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tu ┌ta a ]（昔はアダンの枯れ葉は薪にしたので、それを取るために女性達の手は

＜刺＞で擦過傷を受けていた＜裂かれていた＞） 

┌ンギャナ[┌ gjana]（名） 

(植）ニガナ（苦菜）。ニガナを細かく下ろして、刺身に和えて食した。和え物にす

る菜。ンギャナ┌ルネー[ gjana┌rune ]（ニガナの和え物）は祝い事には必ず出さ

れる料理。結婚式の前には、若い女の子（小学生）がンギャナを摘んできて、年配

の女性がこれを細かく刻んで┌スネー[┌sune ]（和え物）を作った。久高島の東海

岸べりには野生のンギャナが生えており、その苦味が強かった。親戚縁者が集まり、

２、３日かけてバーキー一杯ものンギャナルネーを作った。ンギャナヌ┌ニー[n

gjananu┌ni ]（ンギャナの根）も酒に漬けて薬用として用いた。ンギャナ┌ルネーシ

ャーマ┐ ウトゥイ┌ムチ スィバ[ gjana┌rune a ma┐ utui┌mu i θiba](ニ

ガナの和え物で接待しなさい）。ンギャナ┌ズネー[ gjana┌ une ]（ニガナの和え

物）ともいう。ンギャナ ┌ティミーガ┐ イキン[ ┐ gjana ┌timi ga┐ iki ](ニ

ガナを摘みに行く）。┐ンギャナ ┌ティリ┐ チャン ┌マンドゥータスァー[ ┐

gjana ┌tiri┐ am ┌mandu ta a ]（ニガナを摘んできた。沢山あったよ） 

┌ンケーハリ[┌ ke hari]（名） 

「迎え風」の義。頭痛や発熱を起こす悪い風。悪霊が乗り移って病気を起こすと信

じられている。┌パハンラ┐ ヘー┌イ┐ー ニージ┌ミチカイ ウスァーリヤーマ┐ 

ティ┌ブンヌ┐ ヤリ ┌キャーン┐ ナラン[┌ pΦanra┐ he ┌ji┐  ni i┌mi ikai 

u a rija ma┐ ti┌bunnu┐ jari ┌kja n┐ nara ]（畑からの帰り道にニージ

道で襲われて、頭痛がしてどうにもならない）。┌ヤー┐チ ┐チカラ ┌チャーキ┐ 

アトー┌ファーファーヤー┐チ ┐ンジ ┌マンナーディタクトゥ┐ル ノー┌タル

[┌ja ┐ i ┐ ikara ┌ a ki┐ ato ┌Φa Φa ja ┐ i ┐ n i ┌manna ditakut

u┐ru no ┌taru]（家に来てすぐアトーファーファー＜神人＞の家に行ってお祈り

をしてもらった＜呪文を唱えて悪霊を祓ってもらった＞ので治ったよ） 

┌ンミン[┌mmi ]（動） 

熟れる。熟する。「うむ（膿む）」（『和名抄(3)』）の義か。┌ンドゥー┐ン[┌ndu ┐ ]

(熟れている）。バシャ┌ナイヌ┐ ンドゥー┌スィガ┐ ハー ┌カーンバ[ba a┌nai

nu┐ ndu ┌θiga┐ ha  ┌ka mba]（バナナが熟れているから、早く食べなさ

いよ）。バンスィ┌ルー┐ヌ ンミ┌ハントゥースィガ[banθi┌ru ┐nu mmi┌han

tu θiga]（蕃石榴が熟れきっているよ）。┌ンドゥー┐ン[┌ndu ┐ ]（熟れている）。

┌ンダ┐ン[┌nda┐ ]（熟れた）。バシャ┌ナイヌ┐ ンディ[ba a┌nainu┐ ndi]（バ

ナナが熟れて）。┌ンマ┐ン[┌mma┐ ]（熟れない）。┌ナ┐マ ンマン[┌na┐ma m

ma ]（まだ熟れない）。┌ンマンクト ナマー┐ ムラ┌ラン[┌mma kutu nama
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┐ mura┌ra ]（熟れていないので、今はもが＜ が＞れない） 

┌ンム[┌ mmu]（名） 

(植）いも（芋）。さつまいも。┌ンム プフイン[┌ mmu pΦui ]（芋を掘る）。久

高島で栽培されていた芋の種類に┌パナウティ[┌panauti]（美味な芋であった）。ト

ゥマイ┌クルー[tumai┌kuru ]（泊クルー）、ヒャ┌クゴー[çaku┌go ]（百号）など

があった。┌ンムヌ ユダ[┌ mmunu juda]（芋の枝＜芋蔓＞）。┌ハンダ[┌ha

nda]（かずら＜蔓＞）。┌ハンダバージューシー[┌handaba u i ]（芋蔓の葉雑

炊）。┌ンムクリー[┌ mmukuri ]（芋くず、芋の澱粉）。芋は輪切りにし、天日乾燥

して保存した。これを煮て捏ね、┌ンムクリニンジャラ[┌ mmukurinin ara]を作っ

た。 

┌ンムクリ[┌ mmukuri]（名） 

いもくず。芋の澱粉。 

┌ンムクリニンジャラ[┌ mmukurinin ara]（名） 

さつま芋を輪切りにして天日に干したものを粉にし、煮て捏ねたもの。┌ニンジャ

ラ[┌nin ara]は「こねたもの」の意。 
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基礎語彙 第４分野  人体語彙 

 

アカトゥキ┌ガー[ akatuki┌ga ]（名） 

早朝に井戸へ水汲みに行くこと。ミカ┌シャー ハーチ ミリクミーガ イキスァ

ー┐ ユナグヌ ┌シグトゥ┐ ヤタクトゥ アカトゥキ┌ガーチ┐ イキ┌スィン┐ 

ユナ┌グンガル┐ イキ┌タル[mika┌ a  ha i mirikumi ga iki a ┐ juna

gunu┌ igutu┐ jatakutu akatuki┌ga i┐ iki┌θi ┐ juna┌gu garu┐ iki

┌taru](昔は井戸へ水汲みに行くのは女の仕事だからアカトゥキガーへ行くのも女

が行ったものだ） 

アカトゥキ┌バン[ akatuki┌ba ]（名） 

暁の畑仕事。早朝の畑仕事。夏の暑いときには早朝に畑仕事をするのが慣わしであ

った。朝の８、９時ごろまでには一仕事を終えて帰宅した。その後に水汲み（ミリ

クミ）にいった。┐アカトゥキ[ ┐ akatuki](暁）に┌パハン[┌pΦa ](畑）が結合して

複合語(合成語)が形成されたもので、後接語の語頭子音[pΦ]が有声化したもの｡ 

┌アクビ[┌ akubi]（名） 

あくび（欠伸）。┌アクビヌ┐ ンギーン[┌ akubinu┐ gi ]（欠伸が出る）。

┌アラー┐ クタン┌ディティガ┐ グラ ┌アクビビカー┐ン ┌シュン┐ドー[┌ ara ┐ 

kutan┌ditiga┐ gura ┌ akubibika ┐  ┌ un┐do ]（彼＜あれ＞は疲れているの

か、欠伸ばかりしている）。┌アクビ シュン[┌ akubi u ]（欠伸をする） 

┌アザ[┌ a a]（名） 

あざ（痣）。┌アザヌ┐ アン[┌ a anu┐ a ]（痣がある）。┌ンマリーラヌ アザ

[┌ mmari ranu a a]（生まれつきの痣）。┌アヌッチョー ンマリーラヌ アザ

ヌ┐ アン[┌ anut o  mmari ranu a anu┐ a ]（あの人は生まれつきの

痣がある）。ドゥゲーリ┌ヤーマ ティンスィ チューク┐ ウッチャーマ ┌アザヌ┐

 ンギ┌タン[duge ri┌ja ma tinθi u ku┐ ut a ma ┌ a anu┐ gi┌ta

]（転んで膝を強く打って痣を作ってしまった＜痣が出てきた＞） 

┌アスィ[ aθi]（名） 

あせ（汗）。┌アスィヌ┐ ンギ┌タン[┌ aθinu┐ gi┌ta ]（汗が出た）。┌アスィ

ヌ┐ ンギ┌トゥー┐ン[┌ aθinu┐ gi┌tu ┐ ]（汗が出ている） 

┌アタイン[┌ atai ]（動） 

当たる。食中毒する。┌アタタン[┌ atata ]（当った。食中毒した）。┌アラー ア

カナー┐ カヤーマ アタティ ニン┌トゥースァ[┌ ara  akana ┐ kaja ma 

atati nin┌tu a]（あれはアカナーを食べて当って＜中毒して＞寝ているよ）。┌

アタラン[┌ atara ]（当らない。食中毒しない）。┌ヌー カティン┐ アタ┌ラン[┌
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nu  kati ┐ ata┌ra ]（何を食べても当らない＜食中毒しない＞）。┌ヌー 

カティン┐ ヘー┌ラン[┌nu  kati ┐ he ┌ra ]（何を食べても肥えない） 

アタ┌レーン[ ata┌re ]（動） 

誂える。┐シシ ┌ケーブシャクトゥ┐ ユナ┌バン┐チ ┌イキン┐ チュネー シシ

 ┌アタレーリバ[ ┐ i i ┌ke bu akutu┐ juna┌ban┐ i ┌ ikin┐ une  i i

 ┌ atare riba]（豚肉を食べたいから与那原へ行く人に肉を誂えなさい）。アタレ

ー┌ラン[ atare ┌ra ]（誂えない）。アタレー┌タン[ atare ┌ta ]（誂えた）。ア

タレー┌ラン┐キ┌バ[ atare ┌ra ┐ki┌ba]（誂えるな）。アタレー┌ブシャ┐ン[ ata

re ┌bu a┐ ]（誂えたい）。アタレー┌イン┐チュ[ atare ┌in┐ u]（誂える人） 

アッ┌キン[ ak┌ki ]（動） 

あるく（歩く）。アッ┌カン[ ak┌ka ]（歩かない）。アッ┌チャ┐ン[ at┌ a┐ ]（歩

いた）。ナ┌パハラ┐ アラマ┌マリ┐ー ┌アッチ┐ チャン[na┌ pΦara┐ arama┌ma

ri┐  ┌ at i┐ a ]（那覇から安座間まで歩いてきた）。┌アッチャン[┌ at a ] 

(歩いた）。┌アッチュー┐ン[┌ at u ┐ ]（歩いている）。アッ┌キバ[ ak┌kiba]（歩

きなさい）。アッキ┌クヮリバ[ akki┌kwariba]（歩きやがれ）。アッ┌チャー┐ ナ┌

ラ┐ン[ at┌ a ┐ na┌ra┐ ]（歩いてはならない）。┌ヤーガ┐ アッ┌キーンシャコ

ー ワヌン┐ アッキ┌スァー[┌ja ga┐ ak┌ki ako  wanu ┐ akki┌ a ]

(君が歩いたら私も歩くよ)。ガッ┌コーマリ┐ アッ┌キン[gak┌ko mari┐ ak┌ki

]（学校まで歩く）。┌ヤーガ┐ アッ┌キバ ワヌン┐ アッ┌キン[┌ja ga┐ ak┌ki

ba wanu ┐ ak┌ki ]（君が歩けば僕も歩く）。アッ┌カン┐キ┌バ[ ak┌ka ┐ki┌ba]

(歩くな） 

┐アドゥ[ ┐ adu]（名） 

かかと（踵）。┐アル[ ┐ aru]ともいう。┐アドゥ ┌ヤマシュン[ ┐ adu ┌jama u ]

（踵を痛める）。┐アドゥ ┌ヤマチャン[ ┐ adu ┌jama a ]（踵を痛めた）。ハ┌

チラ イユ クヮーシガ ンジューイ┐ ウイ┌ネー┐ アドゥ ┌ササッ┐ティ ヤ

ミ┌タン[ha┌ ira iju kwa iga n u i┐ ui┌ne ┐ adu ┌sasat┐ti jam

i┌ta ]（徒で＜歩いて＞魚を釣りに行ったとき、海栗＜ウニ＞に踵を刺されて痛か

った） 

アパハナキャー┌ニン┐ジ[ apΦanakja ┌nin┐ i]（名） 

仰向けに寝ること。ア┌パハナキン[ a┌ pΦanaki ]（仰向けになる）。ア┌パハナカン┐

キ┌バ[ a┌ pΦanaka ┐ki┌ba]（仰向けになるな）。イチバン┌ジャーカイ アパハナ

ティ┐ ニン┌トゥーン[ i iban┌ a kai apΦanati┐ nin┌tu ]（一番座で仰向

けになって寝ている）。ユナグワラ┌ビャー┐ アパハナキャー┌ニンジャー スァン

キバ[junaguwara┌bja ┐ apΦanakja ┌nin a  a kiba]（女の子は仰向けにな
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ってねるなよ） 

┌アビーン[┌ abi ]（動） 

叫ぶ。マギ┌フイシャーマ アビー┐ン[magi┌Φui a ma abi ┐ ]（大声で叫ぶ）。

マギ┌アビー シュン[magi┌ abi  u ]（大声で叫ぶ＜大声する＞）。マギ┌グイ

シャーマ┐ アビーン[magi┌gui a ma┐ abi ]（大声で叫ぶ）。┌スゥースァラ 

スァー┐ガラ アビー┌トゥー┐ン[┌θu ara a ┐gara abi┌tu ┐ ]（遠くで誰

かが大声で叫んでいる） 

┌アラ[┌ ara]（名） 

ほくろ（黒子）。┌アザ[┌ a a]（黒子）ともいう。 

┌アレーガミ[┌ are gami]（名） 

女性が洗髪後、髪を解き下げたままにしたもの。「洗い髪」の義。イザイホーの祭り

に初参加する女性はアレーガミ姿で両ノロ家へ行った。久高ムラの人は久高ノロの

家へ、外間ムラの人は外間ノロの家に行った。┌イザイホーン バーイ┐ ナンチュ

┌ターヤ アレーガミ ッチル┐ フカマ ┐クダカヌ アムトゥ┌チャー イキタ

ロ[┌ i aiho m ba i┐ nan u┌ta ja are gami t ’iru┐ Φukama ┐kudaka

nu amutu┌ a  ikitaro]（イザイホーの時は、ナンチュ達はアレーガミ姿で外

間、久高のアムトゥへ行った）。ユナグン┌シャーヤ┐ ハリリ ┌アラティカラ ハ

ーラカシュン┐チ ┐ナゲー ハカイタ┌スァー[junagu ┌ a ja┐ hariri 

┌ aratikara ha raka un┐ i ┐nage  hakaita┌ a ]（女性達は髪を洗ってから

乾かすのに長くかかったよ） 

アンダー┌ギー[ anda ┌gi ]（名） 

油揚げ。揚げ菓子。サーターアンダー┌ギー[sa ta anda ┌gi ]（菓子の名。麦粉を

水で捏ね、黒糖を混ぜて油揚げにしたもの）、ハタハラ┌ンブー[hatahara┌ mbu ]

(片側が大きい、無糖のテンプラ）等がある。アンダーギーだけを皿に入れて客に出

すものを┌ハラザカナ[┌hara akana]（から肴）という。普通の刺身に対して用い

られた。 

┌イー[┌ i ]（名） 

い（胃）。┌イー┐ヌ ┐ヤリ[┌ i ┐nu ┐jari]（胃が痛い）。普通は、┐ワタヌ ┌ヤ

リ[ ┐watanu ┌jari]（腹が痛い）のようにいう。┐ワタヌ ┐ヤリ ┌ビョーイン┐

ジ ┐ミシティ ┐フー[ ┐watanu ┐jari ┌bjo in┐ i ┐mi iti ┐Φu ]（腹が痛い

ので、病院で診てもらって来よう＜見せて来よう＞） 

┌イキ[┌ iki]（名） 

息。┐イキ ┌チュー┐ン[ ┐ iki ┌ u ┐ ]（生きている＜息をしている＞）。┌アラ

ー┐ イキ ┌チューイヤ[┌ ara ┐ iki ┌ u ija]（あれは生きているか）。┌ア
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ラー┐ ミカ┌シンチュ ナトゥースァ[┌ ara ┐ mika┌ in u natu a ]（あれ

は昔の人になっている＜死んでいる＞よ）。┐イキ ┌スゥマイン[ ┐ iki ┌θumai ]

(息が止まる。死ぬ）。イキ┌ゲースァン[ iki┌ge a ]（息苦しい）。┌アラー┐ イ

キヌ ナガ┌スァヌ┐ ユー ┐スィミン[┌ ara ┐ ikinu naga┌ anu┐ ju   

┌θimi ]（あれは息が長くてよく潜ることができる） 

イキ┌ゲースァン[ iki┌ge a ]（形） 

息苦しい。┌ジッピル スィミーヤ┐ イキゲー┌シャヌ アガ┐ティ シュー┌スァ

ー[┌ ippiru θimi ja┐ ikige ┌ anu aga┐ti u ┌ a ]（十尋潜ったら息苦

しくなって、あがってくるよ）。┐スゥシ ┌スゥイシンデー┐ スィミ┌ヨースァン

 ナ┐ティ シューン[ ┐θu i ┌θui inde ┐ θimi┌jo an na┐ti ┐ u ](年

をとるにつれて潜れなくなってくる） 

┌イキン[┌ iki ]（動） 

いきる（生きる）。ピヒャーク┌マリ┐ イキン[pΦja ku┌mari┐ iki ]（百歳まで

生きる）。イ┌カン[ i┌ka ]（生きない）。┌イキチャン[┌ iki a ]（生きた）。イキ

┌タン[ iki┌ta ]（生きた）。┌アンチュン┐ ピヒャーク┌マリ┐ イキ┌タン[┌ an

um┐ pΦja ku┌mari┐ iki┌ta ]（あの人も百歳まで生きた）。イキー┌ヤー┐ ウ

イ┌エー シュン[ iki ┌ja ┐ ui┌je  u ]（生きたらお祝いをする） 

イチバン┌ドゥイ[ i iban┌dui]（名） 

一番鳥。夜明けごろ一番に鳴く鶏。一番鶏鳴。暁ごろの鶏鳴。午前四時頃の鶏鳴。

時刻を告げる鶏鳴。これによって時刻を知り、起床して夜明けの作業を開始するの

が常であった。イチバン┌ドゥイヌ ウテーバル┐ ミカ┌シャー ハーチャー ミ

リ クミーガ イキタロー[ i iban┌duinu ute baru┐ mika┌ a  ha a  

miri kumi ga ikitaro ]（一番鶏が鳴いたら、昔は井戸へ水汲みに行ったよ）。

ニバン┌ドゥイ[niban┌dui]（二番鶏鳴。朝の五時ごろに鳴く鶏） 

┐イミ ┌ミーン[ ┐ imi ┌mi ]（連） 

夢をみる。┐イミ ┌ミシラッタン[ ┐ imi ┌mi iratta ]（夢を見せられた）。┐イ

ミ ┌ミシラリヤーマ┐ ウミ┌カイ マーッチャヌ ファーフジヌ クヨーウグヮ

ン シミタン[ ┐ imi ┌mi irarija ma┐ umi┌kai ma t anu Φa Φu inu 

kujo ugwa  imita ]（夢を見せられて、海で亡くなった先祖の供養をさせた）。

┌イ┐ミ[┌ i┐mi]（夢） 

イユヌ┌ミー[ ijunu┌mi ]（名） 

うおのめ（魚の目）。足の裏に出来る豆粒状のもの。押すと痛む。ピ┌シャヌ ワタ

カイ┐ イユヌ┌ミーヌ┐ ンギ┌トゥーン[pi┌ anu watakai┐ ijunu┌mi nu┐ 

gi┌tu ]（足の裏に魚の目が出ている＜魚の目ができている＞） 
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イラ┌チャ[ ira┌ a]（名） 

ふけ（雲脂）。イラ┌チャヌ┐ ウプフ┌スァヌ ゴースァヌ キャー┐ン ┐ナラン[

ira┌ anu┐ upΦu┌ anu go anu kja ┐n ┐nara ]（ふけ＜雲脂＞が多くて、

痒くてたまらない＜どうにもならない＞）。イラ┌チャヌ マンディ ティブン┐ヌ

 ゴー┌スァヌ キャー┐ン ┐ナラン[ ira┌ anu mandi tibun┐nu go ┌ anu

 kja ┐n ┐nara ]（ふけ＜雲脂＞が多く、頭が痒くてたまらない＜どうにもなら

ない。仕方がない＞）。ティブ┌ノー イラチャ┐ヌ マンディ ゴー┌スァヌ キャ

ー┐ン ┐ナラン[tibu┌no  ira a┐nu mandi go ┌ anu kja ┐n ┐nara ]

（頭はふけ＜雲脂＞が多くて、痒くて困る＜どうにもならない＞） 

┌イリガスァー[┌ iriga a ]（名） 

はしか（麻疹）。５～６才位の幼児に多く感染する病気。発熱と斑点様の赤い発疹が

ともなう。一度罹患すると免疫が出来るといわれている。┌イリガスァー ハカ┐タ

ン[┌ iriga a  haka┐ta ]（はしか＜麻疹＞に罹った） 

ウイ┌ギン[ ui┌gi ]（動） 

泳ぐ。ウイ┌ガン[ ui┌ga ]（泳がない）。┌ウイジャン[┌ ui a ]（泳いだ）。┌ウイ

ギブシャン[┌ uigibu a ]（泳ぎたい）。ウイ┌ギーヤー[ ui┌gi ja ]（泳いだら）。

┐ワナー ウイ┌ギーヨースァン[ ┐wana  ui┌gi jo a ]（私は泳げない） 

ウイ┌ビ[ ui┌bi]（名） 

指の総称。┌ウプフユ┐ビ[┌ upΦuju┐bi]（親指）。ッ┌チュテイキユ┐ビ[t┌ utikiju┐

bi]（人差指。食指）。ナカ┌ユビ[naka┌jubi]（中指）。┌ナーンナーヌ[┌na nna n

u]（名無し指。薬指）。ウイビ┌グヮー[ uibi┌gwa ]（小指）。ウイ┌ビヌ┐ スリ┌

トゥー┐ン[ ui┌binu┐ suri┌tu ┐ ]（指が揃っている） 

ウイビ┌グヮー[ uibi┌gwa ]（名） 

小指。恋人。┌アラー┐ ウイビ┌グヮーヤ┐ タイ ミッ┌チャイ グン┐ドー[┌ ar

a ┐ uibi┌gwa ja┐ tai mit┌ ai gun┐do ]（あれは、彼女＜恋人＞は二、三

人いるよ）。ウイビ┌グヮーヤ アマフマカイ グン┐ドー[ uibi┌gwa ja amaΦu

makai gun┐do ]（彼女＜恋人＞はあちらこちらにいるよ） 

┌ウインダカリ[┌ uindakari]（名） 

上の村。外間村を指す。「上の村別れ」の義か。外間村の上の方を┌ウインダカリ[┌

uindakari]という。┌シャンダカリ[┌ andakari]（村の下方。久高村のあるとこ

ろを指す。「下の村別れ」の義か） 

ウキー┌ン[ uki ┌ ]（動） 

起きる。ウキ┌ラン[ uki┌ra ]（起きない）。チャッ┌スァ ウクチン┐ ウ┌キラン

[ a ┌ a uku i ┐ u┌kira ]（いくら起こしても起きない）。ウキ┌タン[ uki
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┌ta ]（起きた）。ウキ┌トゥーン[ uki┌tu ]（起きている）。┐ウキティ ┌ギチュ

ー┐ン[ ┐ ukiti ┌gi u ┐ ]（起きて座っている）。ウキー┌ヤー┐ エーリ ┌スィバ[

uki ┌ja ┐ e ri ┌θiba]（起きたら合図しなさい） 

┌ウスィブ[┌ uθibu]（名） 

盆の窪。乳幼児の頭髪を盆の窪の所だけ残して魔除けとする習慣があった。┌ウス

ィボー┐ マミ┌ティリシャーマ ウッチン ヒー┐ン ┐バーン ┐アッチクトゥ 

┌マーチン フイチン┐ ムノー ┌ナギラ┐ンカン┌バ[┌ uθibo ┐ mami┌tiri a

ma ut i  çi ┐m ┐ba  ┐ at ikutu ┌ma i  Φui im┐ muno  ┌nagi

ra┐ kam┌ba]（盆の窪は豆粒で打っても死ぬこともあるので、所かまわず＜どこと

もかしこともなく＞物を投げるな）。┌アンチョー┐ ウスィ┌ブ┐ヌ ┌ハリトゥース

ィガヤー[┌ an o ┐ uθi┌bu┐nu ┌haritu θigaja ]（あの人は盆の窪が枯れて

浮き上がって生気がない。死期が近づいているよ） 

┌ウスゥンキン[┌ uθu ki ]（動） 

俯いてうずくまる。うつむく。ワラ┌ビ┐ヌ ヌ┌ラーリガ┐ チャラ ミチ┌バタカ

イ スィク┐リ ┐グタン[wara┌bi┐nu nu┌ra riga┐ ara mi i┌batakai θi

ku┐ri ┐guta ]（子供が叱られたのか、道端にうずくまっていた）。ウ┌スゥンチ┐ 

グタン[ u┌θun i┐ guta ]（うずくまっていた） 

┌ウッシュ[┌ u u]（名） 

盆の窪。首の後頭部｡┌ウスィブ[┌ uθibu]ともいう。┌ウッシュガ┐ ハリタン[┌ u  

uga┐ harita ]（盆の窪が枯れた＜乾いた＞。余命いくばくもない）。病気の場合、

不元気な場合には┌ウッシュ[┌ u u]（盆の窪）がはっきりと現れてくるという。 

ウッチン┌トゥー[ ut in┌tu ]（名） 

うつむく（俯く）こと。ウッチン┌トゥーッチ┐ ニン┌トゥーン[ ut in┌tu t i┐ 

nin┌tu ]（うつぶせになって寝ている）。┐ウッチントゥー ┌チュー┐ン[ ┐ ut int

u  ┌ u ┐ ]（俯いている）。パハリ┌カサガ┐ アラ ウッチントゥー ┌チュー┐

ン[pΦari┌kasaga┐ ara ┐ ut intu  ┌ u ┐ ]（恥ずかしいのか、俯いている） 

ウ┌ディ[ u┌di]（名） 

うで（腕）。肩から手首までの間。 

┌ウティンキン[┌ uti ki ]（動） 

うつむく（俯く）。パハリカスァ┌ギスァ┐ ウティン┌チュー┐ン[pΦarika a┌gi a┐

 utin┌ u ┐ ]（恥ずかしそうに俯いている）。 

ウトゥ┌ゲー[ utu┌ge ]（名） 

下あご。おとがい（頤）。ウトゥ┌ゲーナガー[ utu┌ge naga ]（下あごの長い人） 
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ウプフ┌ユビ[ upΦu┌jubi]（名） 

親指。┌イノー┐ ムッ┌チャー┐ ナーン┌シャコー┐ ウプフ┌ユビシャーマ┐ パハ

ン ┌ティキバ[┌ ino ┐ mut┌ a ┐ na ┌ ako ┐ upΦu┌jubi a ma┐ pΦan 

┌tikiba]（印鑑を持っていないなら親指で判を突きなさい） 

ウミ┌スィミャー[ umi┌θimja ]（名） 

潜水の名人。深く潜ることの出来る人。┌アラー┐ ユー ┌スィミャー┐ ヤル ┌ユカ

イ プカルーマリーン┐ スィミ┌スァー[┌ ara ┐ ju  ┌θimja ┐ jaru ┌juk

ai pukaru mari n┐ θimi ┌ a ]（あれは潜水の名人である。相当＜かなり＞深

い海＜渡＞の底までも潜ることができる） 

ウル┌ミン[ uru┌mi ]（動） 

目覚める。「おぞむ」（目覚める。首里方言ではウズヌン。『物類称呼』に「目をさむ

るといふ事を薩摩及肥前にてをぞむと云」とある。＜待ちかねて をれば 思無蔵

が使の にや 来ゆら来ゆら ともて おぞで をたさ＞琉歌全集195）（『沖縄古

語大辞典』）。┐ユナカ スァキヌミャー┌ターガ┐ アビティ ウルマスァッ┌タン[ ┐j

unaka akinumja┌ta ga┐ abiti uruma at┌ta ]（夜中に酔っ払い＜酒飲み

＞達が大声で叫んで起こされた＜目が覚まされた＞）。アカン┌グヮーガ チャッサ

 ナチン┐ ウル┌マンタン[ aka ┌gwa ga a a na i ┐ uru┌manta ]（赤

ん坊がいくら泣いても目覚めなかった）。ウル┌ラン[ uru┌ra ]（目覚めた） 

エー┌バサミ[ e ┌basami]（名） 

相挟み。箸から箸へと物を渡すこと。死者の骨を拾う時に使う箸のこと。エーバサ

┌ミャー ウラー ッチャー┐ ナ┌ラン[ e basa┌mja  ura  t a ┐ na┌ra

](相挟みは、それはしてはならない）。エー┌バサミャー┐ カ┌ソーッチ┐ プフン 

┌プリー┐ン バー┌イ ティケークトゥ ウラー ッチャ┐ー ナ┌ラン[ e ┌basa

mja ┐ ka┌so t i┐ pΦum ┌puri ┐m ba ┌i tike kutu ura  t a┐  na

┌ra ]（相箸は火葬して骨を拾うときに使うので、日頃はそれをしてはならない） 

┌オーパハ[┌ o pΦa]（名） 

おんぶ。背負うこと。 

┌オーパハシュ┐ン[┌ o pΦa u┐ ]（動） 

おんぶする。背負う。┐ワラビ ┌オーパハシュ┐ン[ ┐warabi ┌ o pΦa u┐ ]（子供

を背負う。おんぶする）。オーパハー┌スァン[ o pΦa ┌ a ]（背負わない。おんぶし

ない）。┌オーパハチャン[┌ o pΦa a ]（背負った。おんぶした）。┌オーパハチュー┐

ン[┌ o pΦa u ┐ ]（背負っている。おんぶしている）。ワラ┌ビ オーパハチュー┐

ン[wara┌bi o pΦa u ┐ ]（子供を背負っている。おんぶしている） 

┌カッキ[┌kakki]（名） 
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かっけ（脚気）。野菜不足でおきる病気。船員がよく罹患した。シビナー┌ブノー┐ 

シンカン┌シャー┐ カッキ ハカラスァン┌ネー┐チ アカマー┌ミートゥ┐ ヤ

シェーヤ ┌ヌシティ┐ イキ┌タン[ ibina ┌buno ┐ i ka ┌ a ┐ kakki ha

kara an┌ne ┐ i akama ┌mi tu┐ ja e ja ┌nu iti┐ iki┌ta ]（マグロ延縄

船は、船員達を脚気に罹患させないように赤豆＜小豆＞と野菜を積んで＜載せて＞

行った） 

┌ガッスァン[┌ga a ]（形） 

軽い。┌ガッスァー┐ナーン[┌ga a ┐na ]（軽くない）。┌ガッスァタン[┌ga at

a ]（軽かった）。ダン┌ダン ガッスァナ┐ティ ┌イキ┐ン[dan┌da  ga ana┐ti

 ┌ iki┐ ]（だんだん軽くなっていく） 

ガッ┌ティン[gat┌ti ]（名） 

合点。納得すること。了解すること。ガッ┌ティン シュン[gat┌ti  u ]（合点

する。納得する）。┌ウラー┐ ワヌン ガッ┌ティン チャン[┌ ura ┐ wanu  g

at┌tin a ]（それは私も了解した。納得した） 

カン┌プー[kam┌pu ]（名） 

結髪した人。結髪。「かたかしら（結髪）」を結った人。 

カン┌プープシュー[kam┌pu pu u ]（名） 

結髪した老人。「かたかしら（結髪）」を結った老人。数え年51歳からは┌スェーラ

ーガーミー[┌θe ra ga mi ]の祭りに参加するから、その人たちをウプフ┌シュー[

upΦu┌ u ]というが、孫の出来た人はそれ以前の年齢でもウプフ┌シューと呼称され

る。普通は┌クンジー[┌kun i ]（紺地の着物）を着て┌スェーラーガーミーに参加

する。 

┌ギーン[┌gi ]（動） 

座る。「居る（上一段活用）」の義。ワ行イ段、エ段、ウ段音は法則的にガ行音に音

韻変化する。久高島方言音韻の大きな特徴の一つ。┌ギヤン[┌gija ]（座らない）。

┌ギチャン[┌gi a ]（座った）。┌ギーバ[┌gi ba]（座れ）。┌ギーンショーリバ[┌gi

o riba]（お座りください）。┌ギーヤー[┌gi ja ]（座ったら）。┌ギーブシャン[┌gi

bu a ]（座りたい）。┌スァタンカイ┐ ギーン[┌ ata kai┐ gi ]（畳みに座る） 

┌キ┐ジ[┌ki┐ i]（名） 

きず（傷）。┌ティラヌ キ┐ジ[┌tiranu ki┐ i]（顔の傷）。 

┌ギシー┐ン[┌gi i ┐ ]（動） 

居させる。座らせる。据える。┌ティビ ギシー┐ン[┌tibi gi i ┐ ]（腰を下ろす

＜尻を据える、座らせる＞） 

┐グイン[ ┐gui ]（動） 
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食中毒する。「酔う」の義。ア┌カナー カ┐ティ グイ┌タン[ a┌kana  ka┐ti g

ui┌ta ]（アカナー＜魚名＞を食べて食中毒した）。グイ┌ラン[gui┌ra ]（中毒しな

い）。┌ウヌ イヨー カティ┐ン グイ┌ラン[┌ unu ijo  kati┐  gui┌ra ]

(この魚は食べても中毒しない）。グイ┌ランタン[gui┌ranta ]（中毒しなかった）。

┌グイティ┐ ヨーティ ┌ニントゥースァ[┌guiti┐ jo ti ┌nintu a]（食中毒し

て＜酔って＞弱って寝ているよ） 

┌グー[┌gu ]（名） 

(植）芭蕉。┐グー ┌キヤーマ┐ マッカ トゥ┌クティ┐ ニティ ┌スゥイタン

[ ┐gu  ┌kija ma┐ makka tu┌kuti┐ niti ┌θuita ]（芭蕉を切って枕に作っ

て熱を取った。芭蕉の幹を一尺ほどの長さに切り、頭に当たる部分を叩いて柔らか

くし、一種の水枕にした。芭蕉の水分で頭を冷やす解熱効果があった） 

┌ク┐スゥ[┌ku┐θu]（名） 

くそ（糞）。大便。┌ク┐スゥ ┌マイン[┌ku┐θu ┌mai ]（大便する。糞まる） 

クスゥ┌ケーバナ[kuθu┌ke bana]（名） 

くしゃみの後に唱える言葉。呪文の一種。 

クスゥ┌ピー[kuθu┌pi ]（名） 

下痢。「糞放り」の義。クスゥピ┌チャン[kuθupi┌ a ]（下痢をした）。クスゥ┌ピ

ーン[kuθu┌pi ]（下痢をする。糞放る）。┐ヌーガ ┌カタ┐ラ キ┌ヌーラ┐ ク

スゥ┌ピチ┐ ニン┌トゥースァ[ ┐nu ga ┌kata┐ra ki┌nu ra┐ kuθu┌pi i┐ 

nin┌tu a]（何を食べたのか昨日から下痢をして寝ているよ） 

┌クスグイン[┌kuθugui ]（動） 

くすぐる（擽る）。腋の下を擽る。┌クスゥグラン┐キ┌バ[┌kuθugura ┐ki┌ba]（擽

るな)。┌クスゥグタン[┌kuθuguta ]（擽った)。┌クスグイブシャン[┌kuθuguibu a

]（擽りたい） 

グタ┌イン[guta┌i ]（動） 

疲れる。┐ヤープキ ┌ハーラ ハユワシュン┐チ グタ┌タン[ ┐ja puki ┌ha ra 

hajuwa un┐ i guta┌ta ]（家を葺く瓦を運搬するとて疲れた）。アン┌マリ┐ パ

ハマ┌イヤー┐ グタ┌インドー[ am┌mari┐ pΦama┌ija ┐ guta┌indo ]（あんま

り気張って働いたら疲れるよ）。┌チャッスァ┐ パハマ┌ティン グタヤー┐ ナーン

（グ┌タラン）[┌ a a┐ pΦama┌ti  gutaja ┐ na ┌ （gu┌tara ）]（いくら気

張って働いても疲れはない＜疲れない＞）。┌グタイ[┌gutai]（疲れ）。┌グタタンシ

ャコー┐ ユク┌リバ[┌gutata ako ┐ juku┌riba]（疲れたら休みなさい）。┌スァ

タン┐ ンギャ┌シャーマ グタ┐ティナーン[┌ ata ┐ gja┌ a ma guta┐tina

]（畳を出して疲れてしまった） 
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┌クダミーン[┌kudami ]（動） 

踏みつける。┌クラミーン[┌kurami ]ともいう。┌チュヌ ピシャ クダミタン[┌

unu pi a kudamita ]（他人の足を踏みつけた）。┌チュヌ┐ ピシャ ┌クダミ

ラン┐カンバ[┌ unu┐ pi a ┌kudamira ┐kamba]（他人の足を踏まないでよ＜

踏むな＞） 

クタン┌ディーン[kutan┌di ]（動） 

疲れる。クタンディ┌タン[kutandi┌ta ](疲れた）。クタン┌ダー┐ アイ┌ビラネー

（ナー┌ネー）[kutan┌da ┐ ai┌birane (na ┌ne )]（疲れはありませんか＜な

いか＞）。クタンディ┌ラン[kutandi┌ra ]（疲れない） 

ク┌チ[ku┌ i]（名） 

口。クチ┌マギー[ku i┌magi ]（口の大きな人）。クチ┌マギーユナグ[ku i┌magi

junagu]（口の大きな女）。ク┌チャー┐ ティティスィ┌マンバ┐ ムン ┌ユマリー

┐ンドー[ku┌ a ┐ titiθi┌mamba┐ mu  ┌jumari ┐ndo ]（口を慎みなさい。

物議をかもすぞ） 

ク┌チパハギ[ku┌ ipΦagi]（名） 

口角炎。口の両端の炎症。チカ┌グロー┐ ムンヌ ┐マンディ ク┌チパハギ チュ

ーン┐ チュン グ┌ラン[ ika┌guro ┐ munnu ┐mandi ku┌ ipΦagi u n┐ 

u  gu┌ra ]（最近は物資が豊富で、口角炎を患う人もいない） 

クチ┌ビ[ku i┌bi]（名） 

いぼ（疣）。クチ┌ビヌ┐ アン[ku i┌binu┐ a ]（疣がある）。ピ┌シャヌ┐ ク

┌チビ[pi┌ anu┐ ku┌ ibi]（足のいぼ）。クチビはお灸をすえて治療した。 

┌グテー[┌gute ]（名） 

からだ（体）。五体。体力。┐グテーヌ トゥクイ┌クマッ┐ティ[ ┐gute nu tukui

┌kumat┐ti]（体づくりが立派である。いい体格をしている） 

┌グニー[┌guni ]（名） 

びっこ。┐グニ ピ┌キン[ ┐guni pi┌ki ]（びっこを引く）。グニ ┌ピチ┐ アッ

キ┌グッシャン[ ┐guni ┌pi i┐ akki┌gu a ]（びっこを引いて歩きずらい） 

┌クビ[┌kubi]（名） 

首。首全体。┌クビナガ┐リ[┌kubinaga┐ri]（うなじ。首の後部。ウッシュの下方の

部位をいう）。┌クビカイ┐ ハ┌キー┐ン[┌kubikai┐ ha┌ki ┐ ]（首にかける） 

┌クビグリーン[┌kubiguri ]（動） 

うなずく（頷く）。首を折る。謝る。詫びる。┌クビサギーン[┌kubisagi ]（首を

下げる）ともいう。┌ウラ┐ー ワー┌ガル┐ ワッ┌スァイビータル ピシャマンキ

ッチ┐ グリー ┌シャビークトゥ┐ ユルチ スゥラシン┌ショーリバ[┌ ura┐  
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wa ┌garu┐ wa ┌ aibi taru pi ama kit i┐ guri  ┌ abi kutu┐ juru i 

θura i ┌ o riba]（それは私が悪うございました。正座してお詫び致しますのでお

許し下さい） 

クミ┌カ┐ン[kumi┌ka┐ ]（名） 

こめかみ。┌ピム[┌pimu]ともいう。 

┌クミン[┌kumi ]（動） 

ふむ（踏む）。┌クマン[┌kuma ]（踏まない）。ワー┌ガ クマンタンミャー[wa

┌ga kumantammja ]（私＜が＞は踏まなかった）。┌クダ┐ン[┌kuda┐ ]（踏んだ）。

┌クマン┐キ┌バ[┌kuma ┐ki┌ba]（踏むなよ）。┌クミン┐ ムン[┌kumim┐ mu ]

（履くもの）。┌クリン┐ ワリ┌ラン[┌kuri ┐ wari┌ra ]（踏んでも割れない）。

┌クミーヤ┐ ワ┌リーン┐ドー[┌kumi ja┐ wa┌ri n┐do ]（踏んだら割れるよ）。

┐アシジャ ┌クミン[ ┐ a i a ┌kumi ]（下駄を履く）。┌クミグッシャ┐ン[┌ku

migu a┐ ]（履き辛い）。┌チュヌ ピシャ クミ┐ン[┌ unu pi a kumi┐ ]（人

の足を踏む） 

┌クヮーリー┐ン[┌kwa ri ┐ ]（動） 

噛まれる。イン┌ネー クヮーッタン[ in┌ne  kwa tta ]（犬に噛まれた）。イン

┌ネー クヮーリー┐ンドー[ in┌ne  kwa ri ┐ndo ]（犬に噛まれるぞ） 

┌ケーン[┌ke ]（動） 

食べる。┐ムヌ ┌ケーン[ ┐munu ┌ke ]（ご飯を食べる）。┌ケーバ[┌ke ba]（食

べなさい）。┌カーン[┌ka ]（食べない）。┌カタン[┌kata ]（食べた）。キリ┌カー

ン[kiri┌ka ]（怒った感情をこめて、食べない）。┌ケーブシャ┐ン[┌ke bu a┐ ]

(食べたい）。┌カティ┐ナーン[┌kati┐na ]（食べてしまった）。┌カーン┐キ┌バ[┌

ka ┐ki┌ba]（食べるなよ）。┌ケーバ┐ スィミ┌タン┐ムンヌ ドゥー┌グッシャッ

┐チ ┌カーンタン[┌ke ba┐ θimi┌tam┐munnu du ┌gu at┐ i ┌ka nta ]

（食べればよかったのに、遠慮して食べなかった） 

コー┌コー┐ヨー┌タン[ko ┌ko ┐jo ┌ta ]（連） 

非常に疲れた。心身ともに疲れた。疲労困憊した。アン┌マリ シグトゥ シージ

ュースァヌ┐ コー┌コー┐ヨー┌タン[ am┌mari igutu i u anu┐ ko ┌k

o ┐jo ┌ta ]（あまりにも仕事をし過ぎて＜仕事強くて＞疲労困憊した）。┐ムチン

 ナラン ┌ムン┐ ム┌チュン┐ チューティ コー┌コ┐ーヨー┌タン[ ┐mu in 

naram ┌mum┐ mu┌ un┐ u ti ko ┌ko┐ jo ┌ta ]（持つことの出来ないも

のを持とうとして非常に疲れた） 

ゴー┌スァン[go ┌ a ]（形） 

かゆい（痒い）。くすぐったい。┌ゴースァー┐ナーン[┌go a ┐na ]（痒くない）。
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┐ワチャヌ ゴー┌スァン[ ┐wa anu go ┌ a ]（腋の下が痒い。くすぐったい）。

ゴー┌スァタン[go ┌ ata ]（痒かった）。シレー┌シレー┐ ゴー┌スァナ┐ティ  

┐シューン[ ire ┌ ire ┐ go ┌ ana┐ti ┐ u ]（次第に痒くなってくる） 

┌シシ[ i i]（名） 

肉。豚肉。┌シシヌ ティティ┐ チャン[┌ i inu titi┐ a ]（肉が付いてきた。

筋肉が付いて逞しくなってきた）。┐ワーン ┌シ┐シ[ ┐wa  ┌ i┐ i]（豚の肉）。

昔は、久高島では ┌シシ[┌ i i]といえば「豚肉」のことを意味した。┐ウシヌ ┌シ

シ[ ┐ u inu ┌ i i]（牛の肉）は戦後に出まわるようになった。┐シシ ┌ホー┐テ

ィ フー┌バ[ ┐ i i ┌ho ┐ti Φu ┌ba]（豚肉を買ってきなさい）。ショーガチャ┌

ワー[ o ga a┌wa ]（正月用の豚）といって、┌ムチ┐ー[┌mu i┐ ]（鬼餅、旧暦1

2月８日）に親戚同士で組を作って豚を屠殺し、分配した。正月元旦から三日まで

の三箇日は豚肉を食しなかった。ノロ（巫女）から┌シャク[┌ aku]（酌＜爵＞）を

拝んだ正月三日の午後からは豚肉を食してもよいとされている。精進潔斎の意味が

含まれているという 

シジ┌ハタ[ i i┌hata]（名） 

血統。血筋。父方。シジ┌ハタ┐ ウム┌ハタ[ i i┌hata┐ umu┌hata]（父方・母

方）のように用いる。 

┌シバイ[┌ ibai]（名） 

小便。┐シバイ ┌シュン[ ┐ ibai ┌ u ]（小便する）。┌シバイッ┐チ ┐シューン[┌

ibait┐ i ┐ u ]（小便をしてくる）。ユー┌シバイ[ju ┌ ibai]（寝小便。夜尿症。

夜尿）。クスゥ┌シバイ[kuθu┌ ibai]（糞尿。排泄物の総称）。クスゥ┌シバイン┐ 

ドゥー┌シャーマー シーヨースァン ナトゥーン[kuθu┌ ibain┐ du ┌ a ma

 i jo an natu ]（排便排尿も自分では出来なくなっている） 

┌シム[┌ imu]（名） 

しも（霜）。標準語からの借用語か。 

シム┌クダイ[ imu┌kudai]（名） 

十一月ごろ。この頃のカツオをアキ┌ガチュー[ aki┌ga u ]（秋鰹）という。脂が

のっていて美味であるといわれている。 

シャー┌ビラ[ a ┌bira]（感） 

ご免ください。「来侍らむ」の転訛したもの。シャー┌ビラ[ a ┌bira]（ご免くださ

い）というと、┌スァーガ[┌ a ga]（誰か）、または┌スァーヤガ[┌ a jaga]（誰で

すか）と答え、イ┌モーリ[ i┌mo ri]（おいでなさい）、またはイ┌モーリバ[ i┌

mo riba]（お出でなさい＜いらっしゃい＞）と答える。 

┌シャギ[┌ agi]（名） 
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しらが（白髪）。┐ワナー ┌ティブノー ムル┐ シャギ ┌ナ┐ティナーン[ ┐wana

 ┌tibuno  muru┐ agi ┌na┐tina ]（私の頭はみんな白髪になってしまっ

た）。シャガー┌ウプ┐シュ[ aga ┌ upu┐ u]（白髪のじいさん）。┐シャギヌ ミー

┌トゥーン[ ┐ aginu mi ┌tu ]（白髪が生えている） 

┌シュガ┐イ[┌ uga┐i]（名） 

身なり。すがた（姿）。┌アヌ チョー┐ ハーギ┌スィガター ウンダ┐ シュ┌ガイ

┐ン ギー┌シュガイ シンショーチュー┐ン[┌ anu o ┐ ha gi┌θigata  un

da┐ u┌gai┐  gi ┌ ugai i o u ┐ ]（あの人は容姿と、それに身なり装い

もいい身なり装いをしていらっしゃる）。┐ギー ハーギ┌スィガタ ヤスィガ[ ┐g

i  ha gi┌θigata jaθiga]（いい姿形＜立派な姿格好＞だが）。ブン┌ラースァン

チュー ヤンシェー┐ン[bun┌ra an u  ja e ┐ ]（貫禄のある人＜紳士＞でい

らっしゃる） 

シル┌ブシ[ iru┌bu i]（名） 

指の爪の根元にある白い三日月形。┐ドゥーヌ ┐ヨースァ ┌ナイヤー┐ スィーヌ 

┌ティミヌ┐ シル┌ブシン キャー┐ティ ┐シューン[ ┐du nu ┐jo a ┌naija ┐ 

θi nu ┌timinu┐ iru┌bu i  kja ┐ti ┐ u ]（体力が弱ってくると手の爪の

三日月形も消えていく） 

スァカ┌ディラ[ aka┌dira]（名） 

ほほ（頬）。スァカ┌ディラヌ アカスァン[ aka┌diranu aka a ]（頬が赤い） 

┌スァ┐キ[┌ a┐ki]（名） 

たけ（丈。長け）。身長。┌スァキ┐ヌ スァカ┌スァン[┌ aki┐nu aka┌ a ]（身

長が高い）。スゥシ┌グル ナティ アッタ┐ニ ┌スァキ┐ヌ スァカスァ ┌ナタン

[θu i┌guru nati atta┐ni ┌ aki┐nu aka a┌nata ]（年頃になって急に背

が伸びた）。┌アッタ┐ニ ┌フルイタン[┌ atta┐ni ┌Φuruita ]（急に成長した）。

┐ルーヌ ┌スァキブノー┐ ワカラナー ┌ナーシャクヌ ムン┐ヌ[ ┐ru nu ┌ a

kibuno ┐ wakarana  ┌na akunu mun┐nu]（己の＜自分の＞身の程もわき

まえずに＜己の能力も知らず＞でしゃばって、己ごときが） 

┌スァク┐イ[┌ aku┐i]（名） 

せき（咳）。┌パハナシキ┐ガラ スァ┌クイヌ┐ ンギーン[┌pΦana iki┐gara a┌kui

nu┐ gi ]（風邪を引いたのか＜風邪なのか＞、咳がでる）。スァ┌クイ シュ┐

ン[ a┌kui u┐ ]（咳をする） 

スァスィカ┌ブ┐ク[ aθika┌bu┐ku]（名） 

足の甲にできるたこ（胼胝）。ミカ┌シャー┐ サバ┌ナー┐ ピ┌シャマンキ ッチ┐

ル フギ┌クトゥ┐ ピ┌シャカイ┐ ンギーヌ ┐マミャー スァスィカ┌ブクチ┐ル 
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┌イータル[mika┌ a ┐ saba┌na ┐ pi┌ ama ki t i┐ru Φugi┌kutu┐ pi┌ a

kai┐ gi nu ┐mamja  aθika┌buku i┐ru ┌ i taru]（昔はサバニはひざま

ずい＜跪い＞て漕ぐので、足の甲に出るまめ＜肉刺＞はスァスィカ┌ブ┐クといっ

た） 

スァタ[┌ ata]（名） 

①うわさ（噂）。評判。「沙汰」の義。スゥイ┌スァタ[θui┌ ata]（取り沙汰）。┌ゲー

マカイヤー ヤー┐ スァタ ┌スゥシン┐ グタン┌ドー[┌ge makaija  ja ┐ 

ata ┌θu i ┐ gutan┌do ]（八重山では君の噂をする人もいたよ）。┌イティマリ

ーン┐ スァタ ┌スァッティヤー[┌ itimari n┐ ata ┌ attija ]（いつまでも

人に沙汰されてねえ）。②音信。音沙汰。┌アラー スァビチ ンジカラ ウトゥス

ァター┐ ナーン┌スィガ┐ ヌー ┌ナトゥーガヤー[┌ ara  abi i n ikara 

utu ata ┐ na n┌θiga┐ nu  ┌natu gaja ]（あれは旅に行って音沙汰＜音信

が＞ないが、どうなっているのかなあ） 

スァ┌チー┐マジクイ[ a┌ i ┐ma ikui]（名） 

他血統（婿養子）が混じること。他系交錯。スァチー┌マジクヤー クヮンマガネー┐ 

ハ┌カイ┐ン バーン ┐アクトゥ ┌ウラー ッチャ┐ー ナ┌ラン[ a i ┌ma ikuja

 kwammagane ┐ ha┌kai┐m ba  ┐ akutu ┌ ura  t a┐  na┌ra ]

(他系交錯（婿養子をとること）は子孫に祟ることがあるから、それはやってはなら

ない） 

スァ┌チュ┐ン[ a┌ u┐ ]（動） 

立つ。┌ッチュヌ┐ スァ┌チュン[┌t unu┐ a┌ u ]（人が立つ）。スァ┌タン[ a

┌ta ]（立たない）。スァッ┌チャン[ at┌ a ]（立った）。┌スァチブシャン[┌ a ib

u a ]（立ちたい）。スァ┌チーヤ[ a┌ i ja]（立ったら）。スァッ┌タンシャコー[

at┌ta ako ]（立ったならば）。スァ┌チーヤ チャー┐キ アッ┌キ┐ン パリ┌

ロー[ a┌ i ja a ┐ki ak┌ki┐m pari┌ro ]（立ったらすぐ歩くはずだよ）。ス

ァッチ ┌グ┐ン[ ┐ at i ┌gu┐ ]（立っている） 

┌スァッキー[┌ akki ]（名） 

血統。親戚。┌アマ┐ン ワッ┌ター スァッキー┐ ヤル[┌ ama┐  wat┌ta  a

kki ┐ jaru]（あそこも私達の血統＜一門＞だ）。┌アヌ ヤーヤ┐ ディキヤー ┌

スァッキー┐ ヤル[┌ anu ja ja┐ dikija  ┌ akki ┐ jaru]（あの家は頭のい

い、よくできる血統だ）。┌アマー┐ イシャダッ┌キー┐ ヤル[┌ ama ┐ i ada

k┌ki ┐ jaru]（あそこの家は医者の血統だ） 

スァバ┌キン[ aba┌ki ]（動） 

髪を梳かす。梳る。┐ハリリ ┌スァバキン[ ┐hariri ┌ abaki ]（髪を梳かす）。ス
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ァバ┌カン[ aba┌ka ]（梳かさない）。スァバ┌チャン[ aba┌ a ]（梳かした）。┐

ハリリ ┌スァバキブシャン[ ┐hariri ┌ abakibu a ]（髪を梳かしたい） 

┌スィ┐ー[┌θi┐ ]（名） 

手。腕から指先までの総称。┐スィー ナガ┌スァン[ ┐θi  naga┌ a ]（手が長い。

転じて、盗癖がある）。┐スィー ┌スァタキン[ ┐θi  ┌ ataki ]（手を叩く。拍手

する）。┐スィーヌ ┌ヤミン[ ┐θi nu ┌jami ]（手が痛む） 

┌スィ┐ー[┌θi┐ ]（名） 

す（巣）。鳥の巣。 

┌スィー[┌θi ]（名） 

とい（樋）。軒に掛けた樋。 

┌スィーナガー[┌θi naga ]（名） 

手の長い人。手長。泥棒。盗人の比喩表現。 

スィー┌ビキ[θi ┌biki]（名） 

ゆびぶえ（指笛）。スィー┌ビキ プキ┐ン[θi ┌biki p’uki┐ ]（指笛を吹く）。嬉し

いとき、祝いの座などで一座を賑やかにするために指笛を吹く。歓声をあげる時に

も指笛を吹き鳴らす。 

スィー┌ピシャ[θi ┌pi a]（名） 

てあし（手足）。スィー┌ピシャン ンダスァナ┐ スゥラティ┌ラッ┐ティ[θi ┌pi

an nda ana┐ θurati┌rat┐ti]（非常に大切に育てられた娘、深窓の娘＜手足を

濡らさずに育てられて＞） 

スィー┌ベー[θi ┌be ]（名） 

手の甲。「手の表」かという。スィー┌ベーカイ ペヘーヌ┐ スゥマトゥーン[θi ┌be

kai pΦe nu┐ θumatu ]（手の甲に蝿がとまっている） 

スィー┌マミ[θi ┌mami]（名） 

たこ（胼胝）。足にできた胼胝をスァスィカ┌ブク[ aθika┌buku]（サバニ床板の胼

胝）という。 

スィーン┌クビ[θi ┌kubi]（名） 

手首。スィーン┌クビヌ┐ ヤミン[θi ┌kubinu┐ jami ]（手首が痛む） 

スィーン┌ワタ[θi ┌wata]（名） 

手のひら（掌）。スィーン┌ワタカイ ウチュキティ[θi ┌watakai u ukiti]（大

切に育てられて＜手のひらに載せて＞）。スィーヌ┌ワタカイ ウチュキティ プフルワ

ーサリヤーマ ショーヌ┐ イ┌ヤン ッチュ┐ ナ┌タン[θi nu┌watakai u uki

ti pΦuruwa sarija ma o nu┐ i┌jan t u┐ na┌ta ]（手のひら＜掌＞に載

せて育てられて、真人間にならなかった＜根性のない人になった＞）。イナグン┌シ
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ャーヤ┐ スァムン ┌シュン┐チ ア┌ランパハ┐ プ┌リータクトゥ┐ ア┌ランパハ

ヌ ンギシャーマ┐ スィーヌ┌ワター┐ スァキー┌タン[jinagu ┌ a ja┐ amu

 ┌ un┐ i a┌rampΦa┐ pu┌ri takutu┐ a┌rampΦanu gi a ma┐ 

θi nu┌wata ┐ aki ┌ta ]（女達は、薪にしようとしてアダンの枯葉を拾ってい

たので、アダン葉の刺で手のひら＜掌＞は引っ掻いた＜裂いた＞） 

スィ┌クミン[θi┌kumi ]（動） 

うずくまる。すくむ＜竦む＞。スィ┌ク┐リ ┐ギチ ┐パハナシー ┌シュン[θi┌ku┐r

i ┐gi i ┐pΦana i  ┌ u ]（うずくまって座って話をする） 

スィ┌クルー┐ン[θi┌kuru ┐ ]（動） 

すくんでいる。うずくまっている。ワラ┌ビ┐ヌ スィ┌クリ ギチュー┐ン[wara

┌bi┐nu θi┌kuri gi u ┐ ]（子供がうずくまって座っている）。┌フマカヤー┐ ス

ィ┌クラー ギヤン┐キ┌バ[┌Φumakaja ┐ θi┌kura  gija ┐ki┌ba]（ここではう

ずくまって座るな）。スィ┌ク┐リ ┌ギチューン[θi┌ku┐ri ┌gi u ]（うずくまっ

て座っている） 

┌スィ┐ニ[┌θi┐ni]（名） 

すね（脛）。向う脛。┐スィニ ┌ウッチ┐ ヤリ ┌キャーン┐ ナラン[ ┐θini 

┌ ut i┐ jari ┌kja n┐ nara ]（脛を打って、痛くてたまらない＜どうにもなら

ない＞） 

スィリ┌クン[θiri┌ku ]（名） 

こぶし（拳）。スィリ┌クン クヮーシュン[θiri┌ku  kwa u ]（拳骨で殴る＜拳

骨を喰らわせる＞） 

┌スィリダ┐チ[┌θirida┐ i]（名） 

やけど（火傷）。┌イユ ヤキン┐チューティ ┐スィー ┌スィリダチャン[┌ iju j

akin┐ u ti ┐θi  ┌θirida a ]（魚を焼こうとして、手を火傷した）。アンダ┌ギー

 アギー┐ン ┐チューティ ┐スィー ┌スィリラチャン[ anda┌gi  agi ┐n 

┐ u ti ┐θi  ┌θirira a ]（テンプラを揚げようとして手を火傷してしまった) 

スゥイムン┌デーク[θuimun┌de ku]（名） 

「盗りもの細工」の義。泥棒。盗人の比喩表現。 

スゥスゥイ┌ミー[θuθui┌mi ]（名） 

老眼。「年寄り目」の義。┌ナー┐ スゥスゥイ┌ミー ナ┐ティ ┐ナーン ガン

┌チョー ハキランバー┐ シン┌ブヌン┐ ユミ┌ヨースァン[┌na ┐ θuθui┌mi

 na┐ti ┐na  gan┌ o  hakiramba ┐ im┌bunu ┐ jumi┌jo a ]（老眼

になってしまった。眼鏡をかけないと新聞も読めない） 
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┌スゥバ[┌θuba]（名） 

唇。みつくち（三つ口）。┌ワースゥバー[┌wa θuba ]（上唇、唇の大きな人）。 

┌シャスゥバ[┌ aθuba]（下唇） 

スゥバ┌マギー[θuba┌magi ]（名） 

唇の大きな人。 

スゥンチャチャー┌ギー[θun a a ┌gi ]（名） 

しゃがむこと。しゃがんで座ること。そんきょ＜蹲踞＞の義か。ミチ┌バタカイ┐ ス

ゥンチャチャー┌ギーッ┐チ パハナ┌シー シュン[mi i┌batakai┐ θun a a ┌g

i t┐ i pΦana┌ i  u ](道端でしゃがんで話をする） 

スォーキ┌ブン[θo ki┌bu ]（名） 

あばらぼね（肋骨）。オー┌エー シャーマ┐ スォーキ┌ブン グラッタン[ o ┌je

 a ma┐ θo ki┌bu  guratta ]（喧嘩して肋骨を折られた）。スォーキ┌ブンヌ

 プフスゥ┐ク ┐チューン[θo ki┌bunnu pΦuθu┐ku ┐ u ]（肋骨が不足してい

る。転じて、女遊びをして家庭を顧みない男をいう。遊蕩に耽る男） 

スォー┌ハ┐キ[θo ┌ha┐ki]（名） 

米寿の祝い。八十八歳の生年祝い。戦前までは、久高島ではスォー┌ハ┐キを迎える

と、各家の┌スィーンユ┐タ[┌θi ju┐ta]が、当該者を┌イリマッカ[┌ irimakka](西

枕、死に装束）させて、┌ここにスォー┌ハ┐キ[θo ┌ha┐ki]（米寿）を迎えた人（干

支で唱える）がいるということを唱え、天へ通して祈願した｣という。従って久高島

では、┌ウイエーシャービラ[┌ uije a bira]（お祝いします）と挨拶するが、┌ア

イカーラ[┌ aika ra]（肖りましょう）とは言わなかったという。 

スォー┌ミー[θo ┌mi ]（名） 

やぶにらみ。斜視。スォー┌マー[θo ┌ma ]（斜視）ともいう。久高島では斜視の

人はいなかったので喧嘩の際、他人を罵っていう時以外にはあまり使わなかった。

┌アラー┐ スォー┌マー┐ ヤル[┌ ara ┐ θo ┌ma ┐ jaru]（あの人は斜視だ） 

スォー┌ロー┐ル[θo ┌ro ┐ru]（名） 

滑って転ぶこと。転倒。┌ミチ┐ヌ ナンドゥル┌スァナ┐ティ スォー┌ロールー チ

ャン[┌mi i┐nu nanduru┌ ana┐ti θo ┌ro ru  a ]（道がすべっこくなって

転んでしまった＜転倒した＞）。スォー┌ロール シーガター ヤスィガ┐ ドゥゲ

ー┌ランタン[θo ┌ro ru i gata  jaθiga┐ duge ┌ranta ]（滑って転倒しそ

うだったが、転ばなかった） 

┌ダキン[┌daki ]（動） 

抱く。┌ダカ┐ン[┌daka┐ ]（抱かない）。┌ダチャ┐ン[┌da a┐ ]（抱いた）。┌ダキ

ブシャ┐ン[┌dakibu a┐ ]（抱きたい）。┌ダキバ[┌dakiba]（抱きなさい）。┌ヤー
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ガ ダキーヤ┐ ワヌン ┌ダキスァ[┌ja ga daki ja┐ wanun ┌daki a]（君が

抱いたら私も抱くさ）。┌ヤーガ スァビンカイ グ┐ンバーイ ┌ンマッタスァー┐

 ハー ┌ダキバ[┌ja ga abi kai gu┐mba i ┌ mmatta a ┐ ha  ┌dakib

a]（君が旅に居った時に生まれたよ。早く抱きなさい）。┌ウヌ アカングヮー┐ 

ワン┌ネー ダカランパハー シュ┐ン ムンヌ[┌ unu aka gwa ┐ wan┌ne  

dakarampΦa  u┐m munnu]（この赤ん坊は私に抱かれたがらないよ） 

┌チー[┌ i ]（名） 

血。血液。┌チーヌ┐ ンギ┌タン[┌ i nu┐ gi┌ta ]（血が出た）。┌パハナジーヌ

┐ ンギティ ナカ┌ナカ スゥマランタン[┌pΦana i nu┐ giti naka┌naka 

θumaranta ]（鼻血が出てなかなか止まらなかった） 

┌チ┐ー[┌ i┐ ]（名） 

ちち（乳）。乳房。┐チー ┌マギー[ ┐ i  ┌magi ]（乳房の大きな人）。┐チー  

┌グマー[ ┐ i  ┌guma ]（乳房の小さい人）。┐チー ┌ヌマシュン[ ┐ i  ┌numa

u ]（乳を飲ませる）。┐チー ┌ギーン[ ┐ i  ┌gi ]（乳を貰う。貰い乳する）。

乳の出ないときに貰い乳をしたり、お粥の┌ワーユー[┌wa ju ]（重湯）を飲ませ

て育てた。 

チー┌チー[ i ┌ i ]（名） 

牛乳。┌ウシヌ チー[┌ u inu i ]（牛の乳）ともいう。シマ┌カヤー ウシャー

┐ グランクトゥ ┌ウシヌ チーヤ┐ ヌマン┌タン[ ima┌kaja  u a ┐ gura

kutu ┌ u inu i ja┐ numan┌ta ]（久高島には牛はいないので牛の乳は飲ま

なかった） 

┌チーブックヮ[┌ i bukkwa]（名） 

乳房。┌チー[┌ i ]（乳房）ともいう。 

チール┌バー[ i ru┌ba ]（名） 

犬歯。チール┌バーヌ┐ アン┌マリ メーチ┐ ンギティ[ i ru┌ba nu┐ am┌mari 

me i┐ giti]（犬歯があまりに前に出すぎている）。チール┌バー シャーマ┐ 

クイ┌キリバ[ i ru┌ba  a ma┐ k’ui┌kiriba]（犬歯で噛みきりなさい） 

チカ┌ミー[ ika┌mi ]（名） 

近視。近視眼。┌アラー┐ チカ┌ミー┐ ヤル[┌ ara ┐ ika┌mi ┐ jaru]（あの

人は近視眼だ） 

チ┌カラー[ i┌kara ]（名） 

ちから（力）。チ┌カラヌ┐ アン[ i┌karanu┐ a ]（力がある）。┌アラー┐ チ┌

カラー┐ ヤル[┌ ara ┐ i┌kara ┐ jaru]（あれは強力である。力が強い）。チ┌

カラヌ┐ チュー┌スァン[ i┌karanu┐ u ┌ a ]（力が強い） 
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チ┌キン[ i┌ki ]（動） 

聞く。┐ミミヌ クジ┌リティ ッチュヌ パハナシーヤ┐ チ┌カランナ┐ティ ┐ナ

ーン[ ┐miminu ku i┌riti t unu pΦana i ja┐ i┌karanna┐ti ┐na ]（耳を

痛めて＜崩れて＞人の話は聞こえなくなってしまった）。チ┌カン[ i┌ka ]（聞かな

い）。チ┌チャン[ i┌ a ]（聞いた）。チキパハン┌ティー┐ シュン[ ikipΦan┌ti ┐

u ]（聞き取りにくい）。パハナ┌シー┐ チ┌キ┐ン[pΦana┌ i ┐ i┌ki┐ ]（話を聞

く）。チ┌チャスァー[ i┌ a a ]（聞いたよ）。┌アヌ ッチュヌ パハナシーヤ┐ 

ユー チ┌キバ[┌ anu t unu pΦana i ja┐ ju  i┌kiba]（あの人の話はよく

聞きなさい）。チ┌キバ┐ スィミ┌タンムンヌ[ i┌kiba┐ θimi┌tammunnu]（聞け

ば良かったのに）。┐ウヤヌ ┌ユスィグトー┐ ユー チ┌キ┐ヨー[ ┐ ujanu ┌juθi

guto ┐ ju  i┌ki┐jo ]（親の教え諭し＜言うこと＞はよく聞きなさいよ）。┐

ミミヤ ハン┌スゥイ┐ ヤル[ ┐mimija han┌θui┐ jaru]（耳はよく聞こえる＜

耳は剃刀だ＞）。┌チュネー┐ ムン チ┌キン[┌ une ┐ mun i┌ki ]（他人にも

のを尋ねる＜聞く＞） 

┌チジマ┐キ[┌ i ima┐ki]（名） 

つむじ（旋毛）。┌チジターティー[┌ i ita ti ]（二つ旋毛。頭に旋毛が二つある人）。

┌アヌ ッチョー┐ ター┌ティーチ┐ジ ┐ヤロ[┌ anu t o ┐ ta ┌ti i┐ji 

┐jaro]（あの人は旋毛が二つある人だ＜二つ旋毛の人だ＞）。ミーティ┌チジンチュ

ン┐ グタン[mi ti┌ i in u ┐ guta ]（三つ旋毛の人もいた） 

┌チム[┌ imu]（名） 

心。胸の内。「肝」の義。┌チムグクル[┌ imugukuru]（心。気持ち。情け。「肝心」

の義）と同じ。┌アラー┐ ギー ┌チムグクル ムッチュー┐ン[┌ ara ┐ gi  ┌

imugukuru mut u ┐ ]（あれは優しい心を持っている。心の美しい人だ）。スラ

┌グクル[sura┌gukuru]（美しい心）。スラ┌チム ムッチュー┐ン[sura┌ imu 

mut u ┐ ]（美しい心を持っている）。┌アラー チムチン イカ┐ン ┌ムン┐ヤル

[┌ ara  imu i  ika┐m ┌mu ┐jaru]（あれは心がけの悪い奴だ）。┌チムヌ┐

 ダク┌ミキン[┌ imunu┐ daku┌miki ]（心がどきどきする）。┌チムヌ┐ ダク┌

ミチ[┌ imunu┐ daku┌mi i]（胸がどきどきする。気分が悪い）。┌チムヌ┐ 

ウティ┌ティカン[┌ imunu┐ uti┌tika ]（心がときめく。心が落ち着かない） 

┌チムグ┐チ[┌ imugu┐ i]（名） 

みぞおち（鳩尾）。胸の中央のくぼんだところ。チム┌グチャー┐ デー┌ジナ┐ ト

ゥ┌クマ ヤ┐クトゥ ティ┌カスァン┐キ┌バ[ imu┌gu a ┐ de ┌ ina┐ tu┌ku

ma ja┐kutu ti┌ka a ┐ki┌ba]（みぞおちは大事なところだから突かすなよ） 

┌チャー[┌ a ]（名） 
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した（舌）。┐チャー ┌ンギャシュン[ ┐ a  ┌ gja u ]（舌を出す）。┐チャーヌ

 ┌インキスァ┐ン[ ┐ a nu ┌ i ki a┐ ]（舌が短い） 

┌チャーキ[┌ a ki]（副） 

すぐ。┌ンマリティ┐ チャーキラ フッチャギ┌スァタン[┌ mmariti┐ a kira 

Φut agi┌ ata ]（生まれつき＜生まれてすぐから＞可愛いかった） 

チュッ┌ペー[ up┌p’e ]（名） 

つば（唾）。チュッ┌ペー シュン[ up┌p’e  u ]（唾を吐く＜する＞）。チュッ┌

ペー ハキー┐ン[ up┌p’e  haki ┐ ]（喧嘩して相手に唾を吐きかける＜唾をかけ

る＞） 

チュナ┌ガ┐トゥ[ una┌ga┐tu]（名） 

一晩中。終夜。よじゅう（夜中）。┌ウヌ ックヮヌ┐ ニティヌ ン┌ギャーマ チ

ュナガ┐トゥ ウク┌スァッタン[┌ unu kkwanu┐ nitinu ┌gja ma unag

a┐tu uku┌ atta ]（この子の熱が出て一晩中起こされた）。┌スゥナイヌ┐ ウプ

フ┌シュガ┐ グイッティ ┐シャーマ ユナ┌ガ┐トゥ ウク┌スァッティー[┌θun

ainu┐ upΦu┌ uga┐ guitti ┐ a ma juna┌ga┐tu uku┌ atti ]（隣のおじ

いさんが酔っ払ってやって来て一晩中起こされた）。グイ┌チャー[gui┌ a ]（酔っ

払い） 

チョーデーハスァ┌バイ[ o de ha a┌bai]（名） 

位牌に兄弟が重なること。イ┌フェーカイ┐ チョーデーハスァ┌バヤー キラトゥ

ー┐ン[ i┌Φe kai┐ o de ha a┌baja  kiratu ┐ ]（位牌には兄弟重なりは嫌わ

れている） 

┌チンパハラ[┌ impΦara]（名） 

着物。衣類。┌チンパハラムチャー[┌ impΦaramu a ]（着物を沢山持っている人）。

┌アヌ ッチュヌ チンパハラー┐ ピヒ┌ティヌ ミー┐ アスァ[┌ anu t unu 

impΦara ┐ pΦ ┌tinu mi ┐ a a]（あの人の衣類＜着物＞はひつ＜櫃＞のいっ

ぱいあるよ） 

ッチュ┌ティキユビ[t u┌tikijubi]（名） 

人差指。食指。ッチュ┌ティキユビシャーマ アンチュ┐ スァ┌チュータン[t u┌tik

ijubi a ma an u┐ a┌ u ta ]（人差指であの人を指していた）。ッチュ┌ティ

キユビシャーマ ッチュ┐ スァ┌シュン ムノ┐ー ア┌ラ┐ン[t u┌tikijubi a m

a t u┐ a┌ um muno┐  a┌ra┐ ]（人差指で人を指すものではない） 

ティカ┌ミン[tika┌mi ]（動） 

つかむ（掴む）。ティ┌カマン[ti┌kama ]（掴まない）。ティ┌カラン[ti┌kara ]（掴

んだ）。ティカ┌ミバ[tika┌miba]（掴みなさい）。ティカ┌ミブシャン[tika┌mibu a ]
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（掴みたい）。ティカ┌マン┐キ┌バ[tika┌ma ┐ki┌ba]（掴むな）。ティカ┌ミーヤ[t

ika┌mi ja ]（掴んだら）。アティ┌ムン┐ ティカ┌ミーヤー┐ ユ┌ゲーインドー[

ati┌mun┐ tika┌mi ja ┐ ju┌ge indo ]（熱いものを掴むと火傷するよ） 

ティキ┌スィラ[tiki┌θira]（名） 

同じ年で、生まれた月の早い人。「月兄者」の義か。 

ティキヌ┌ムン[tikinu┌mu ]（名） 

月経。「月のもの」の義。ティキヌ┌ムン┐ヌ ンギ┌タン[tikinu┌mun┐nu gi

┌ta ]（月経が出た）。ティキヌ┌ムン┐ヌ ┌パハジマタン[tikinu┌mun┐nu ┌pΦa i

mata ]（月経が始まった） 

ティ┌グー[t’i┌gu ]（名） 

おし（唖者）。口のきけない人。┐ティグー ┌ナヤーマ┐ パハナ┌シーヤ シーヨー

スァン[ ┐tigu  ┌naja ma┐ pΦana┌ i ja i jo a ]（唖者になって話ができな

い）。┐ティーヨー ┌ピサヨー チューティル┐ シュール[ ┐ti jo  ┌pisajo  u

tiru┐ u ru]（身振り手振りをしてする＜話す＞のだ） 

┌ティビ[┌tibi]（名） 

しり（尻）。┌ティビ┐ スァタ┌キン[┌tibi┐ ata┌ki ]（尻をたたく）。┌テビィ┐ 

ギ┌シーン[┌tibi┐ gi┌ i ]（腰をおろす＜尻を据える＞）。 

┌ティブン[┌tibu ]（名） 

頭。┌ティブンヌ┐ マギ┌スァン[┌tibunnu┐ magi┌ a ]（頭が大きい）。ウプフ┌

ティブル[ upΦu┌tiburu]（大きな頭）。ウプフティブ┌ラー[ upΦutibu┌ra ]（生ま

れつき巨大頭の人）。┌ティブン┐ヌ ┐ヤミン[┌tibun┐nu ┐jami ]（頭が痛い）。

┌ヌーガラ┐ キ┌ヌーラ ティブン┐ヌ ┐ヤリ[┌nu gara┐ ki┌nu ra tibun┐nu 

jari]（なぜか昨日から頭が痛い）。ンケー┌ハラー┐ アラ┌ニーヤ[ ke ┌hara ┐ 

ara┌ni ja ]（悪霊がついた＜向かい風に当った＞のではないか）。┐ディンヌ ┐

ナーン ┐ティブン ┌ウスゥトゥースァー[ ┐dinnu ┐na n ┐tibu  ┌ uθutu

a ](金がなくて頭を押さえている） 

ティブン┌ヤミャー[tibu ┌jamja ]（名） 

頭痛持ち。頭痛の持病がある人 

ティブン┌ヤンメー[tibu ┌jamme ]（名） 

頭痛。「頭の病」の義。┌アラー┐ ティブンヤンメー┌ムチ┐ ヤロ[┌ ara ┐ tibu

jamme ┌mu i┐ jaro]（あれ＜あの人＞は頭痛持ちだ） 

┌ティミ[┌timi]（名） 

つめ（爪）。┌ティミ キー┐ン[┌timi ki ┐ ]（爪を切る） 

ティミ┌スァ┐キ[timi┌ a┐ki]（名） 
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つまさき（爪先）。┌ティミスァキシャーマ┐ スァ┌チュ┐ン[┌timi aki a ma┐ 

a┌ u┐ ]（爪先で立つ）。ピ┌シャヌスァキシャーマ┐ スァ┌チュ┐ン[pi┌ anu a

ki a ma┐ a┌ u┐ ]（足の爪先で立つ）ともいう。 

┐ティラ[ ┐tira]（名） 

つら（面。顔）。┐ティラ ┌スゥグイン[ ┐tira ┌θugui ]（顔を殴る）。┐ティラ

 ┌スゥグラッタン[ ┐tira ┌θuguratta ]（顔を殴られた）。┐ティラ ┌アレー

ン[ ┐tira ┌ are ]（顔＜面、つら＞を洗う）。┐ティラヌ ┌アカスァン[ ┐tiranu

 ┌ aka a ]（顔が赤い）。┐ティラヌ ピル┌スァン[ ┐tiranu p’iru┌ a ]（顔が広

い） 

┌ティンスィ[┌tinθi]（名） 

ひざ（膝）。ひざがしら＜膝頭＞。┌ティンスィ ウッチ┐ ヤリ ┌キャー┐ン ┐ナ

ラン[┌tinθi ut i┐ jari ┌kja ┐n ┐nara ]（膝を打って、痛くてたまらない

＜どうにもならない＞）。┐ワラビ ┌ティンスィチ ギシー┐ン[ ┐warabi ┌tinθi

i gi i ┐ ]（子供を膝に座らせる）。┐ワラビ ┌ティンスィチ ヌシー┐ン[ ┐wara

bi ┌tinθi i nu i ┐ ]（子供を膝に乗せる） 

┌ティンスィブク[┌tinθibuku]（名） 

ひざがしら（膝頭、膝蓋）。膝こぞう。 

ディン┌ブン[dim┌bu ]（名） 

才能。思慮分別。存念。「存分 zonbunno yoi fito＜存分の良い人＞」『日葡辞書』

の義か。┌アヌ ックヮー┐ ディン┌ブン┐ヌ ┌スゥグリトゥーン[┌ anu kkwa

┐ dim┌bun┐nu ┌θuguritu ]（あの子は才能が優れている）。┌アヌ ックヮ

ー┐ ディンブン┌ムチ┐ ヤロ[┌ anu kkwa ┐ dimbum┌mu i┐ jaro](あの

子は才能に恵まれた子だ＜才能持ちだ＞）。┐ディンブン ┌ナーヌー[ ┐dimbun ┌

na nu ]（才能の無い者、才能なし） 

┌ドゥ┐ー[┌du┐ ]（名） 

どう（胴）。からだ。胴体。身体。┌ル┐ー[┌ru┐ ]（からだ）ともいう。ドゥー┌

ドゥクイ[du ┌dukui]（体つき。体格）。┌ドゥーマギー[┌du magi ]（体の大きい

人）。グテー┌マギー[gute ┌magi ]（体格の大きな人）と同じ。┌アラー┐ ドゥー

┌マギー┐ ヤル[┌ ara ┐ du ┌magi ┐ jaru]（あれは体の大きい人だ） 

ドゥー┌ガンジュースァ[du ┌gan u a]（名） 

体が頑丈であること。頑健な体。┌スァビチ┐ ンジン ドゥー┌ガンジュースァッ

チ┐ パハ┌タラキヨーヤー[┌ abi i┐ n in du ┌gan u at i┐ pΦa┌tarakijo

ja ]（旅に行っても健康で働きなさいよ）。┐ワーナー ┌スァビチ イキャビーク

トゥ┐ ドゥー┌ガンジュースァ チュッキンショー┐リヨー [ ┐wa na  ┌ abi i
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 ikjabi kutu┐ du ┌gan u a ukki o ┐rijo ]（私は旅に出ますから体を健

康にしていて＜体頑丈さしていて＞くださいね） 

ドウー┌グッシャ[du ┌gu a]（名） 

心苦しいこと。遠慮。「胴苦しさ」の義。ドゥー┌グッシャ スァンキバ[du ┌gu a 

a kiba](遠慮するなよ)｡┌スゥマリヨ スゥマリヨ┐ スゥ┌タスィガ┐ ドゥーグ

ッ┌シャ┐ヌ ┌スゥマランタン[┌θumarijo θumarijo┐ θu┌taθiga┐ du gu  

┌ a┐nu ┌θumaranta ]（「泊まれよ、泊まれよ」といったけれど、迷惑を掛ける

ことが申し訳なくて＜心苦しくて＞泊まらなかったよ） 

ドゥートゥ┌クイ[du tu┌kui]（名） 

体格。体付き。「胴作り」の義。ドゥートゥ┌クイヤー┐ ユー トゥ┌クラットゥー

┐ン[du tu┌kuija ┐ ju  tu┌kurattu ┐ ]（体つきは、よく作られている。体格

がいい） 

┌ナーンナーヌ[┌na nna nu]（名） 

くすりゆび（薬指）。紅差し指。「名無し指」（ななしゆび『和名抄』）の義。┌ナラ

シウイビ[┌nara i uibi]（鳴らし指）ともいう。「指笛を吹いて鳴らす指」の義。┌

ナラシユビシャーマ┐ スィー┌ビキ プキン[┌nara ijubi a ma┐ θi ┌biki p

uki ]（薬指で指笛を吹き鳴らす） 

ナ┌ガニブ┐シ[na┌ganibu┐ i]（名） 

背骨。脊椎 

ナカ┌ユビ[naka┌jubi]（名） 

中指。ナカ┌ユビシャーマ┐ ハタヌ ┌ティブ┐ スァチ ┐ヤーチュー ┌シミー

ン[naka┌jubi a ma┐ hatanu ┌tibu┐ a i ┐ja u  ┌ imi ]（中指で肩の

ツボをさして、お灸を据えさせる＜やいと（焼処）させる『文明本節用集』＞） 

ナキ┌ジョーグ[naki┌ o gu]（名） 

泣き上戸 

┌ナキャー[┌nakja ]（名） 

泣き虫。よく泣く人 

┌ナキ┐ン[┌naki┐ ]（動） 

泣く。┌ナカ┐ン[┌naka┐ ]（泣かない）。┌ナチャ┐ン[┌na a┐ ]（泣いた）。┌ナカ

ン┐キ┌バ[┌naka ┐ki┌ba]（泣くなよ）。┌ナキブシャー┐ ナー┌ン[┌nakibu a ┐ 

na ┌ ]（泣きたくはない）。┌ナチューン[┌na u ]（泣いている）。┌ヤーガ ナ

キーンシャコー┐ ワヌン ┌ナキースァー[┌ja ga naki ako ┐ wanun ┌na

ki a ]（君が泣いたら、私も泣くよ）。ユクッチ┌ナキャー スァンキバ[jukut i┌

nakja  a kiba]（うそ泣きはするな）。┌ウラー┐ イフィ┌グヮーヌ フトゥシ
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ャーマン┐ ヌー┌ガラ チャー┐キ ナキ┌スィガヤー[┌ ura ┐ iΦi┌gwa nu 

Φutu a man┐ nu ┌gara a ┐ki naki┌θigaja ]（あれはちょっとしたことで

も、どういう訳かすぐ泣くよ） 

┌ナダ[┌nada]（名） 

なみだ（涙）。┌ナダヌ ンギーン[┌nada ngi ]（涙が出る）。┌ナダヌ┐ ンギ┌

ラン[┌nadanu┐ gi┌ra ]（涙が出ない）。┌ナダヌ┐ ンギ┌タン[┌nadanu┐ 

gi┌ta ]（涙が出た）。ウプフ┌シュガ ヒジャ┐ン ┐バーイン ┐ナダー ンギ┌ラ

ンタン[ upΦu┌ uga çi a┐m ┐ba in ┐nada  gi┌ranta ]（おじいさんが死

んだ時も涙は出なかった）。┐チャッピ ┌ナチン┐ ヌー┌ガラ┐ ナダー ンギ┌ラ

ン[ ┐ appi ┌na in┐ nu ┌gara┐ nada  gi┌ra ]（いくら泣いても、何故か

涙が出ない）。ハラ┌ナキー┐ ヤタル[hara┌naki ┐ jataru]（から泣きであった） 

┐ナナティ ┌ナイビタイヤ[ ┐nanati ┌naibitaija]（連） 

七つになりましたか（七歳になりましたか） 

ナビン┌ガスァ[nabi ┌ga a]（名） 

梅毒。ユナ┌グアスィビ シャーマ┐ ユナ┌グ┐ラ ナビン┌ガスァ┐ ウトゥ┌スァ

ッタ スィン グスァー[juna┌gu aθibi a ma┐ juna┌gu┐ra nabi ┌ga a┐ 

utu┌ atta θi  gu a ]（女遊びをして、女から梅毒を移された者もいるよ） 

┌ニギーン[┌nigi ]（動） 

にぎる（握る）。┌メー ニギーン[┌me  nigi ]（ご飯を握る）。┌ニギラン[┌ni

gira ]（握らない）。┌メー ニギ┐チ ┌ニギリメー トゥクイン[┌me  nigi┐ i 

┌nigirime  tukui ]（ご飯を握って握り飯を作る）。┌ニギチャン[┌nigi a ]（握

った）。┌ニギラン┐キ┌バ[┌nigira ┐ki┌ba]（握るな） 

┌ニティ[┌niti]（名） 

ねつ（熱）。┌ニティヌ┐ ンギーン[┌nitinu┐ gi ]（熱が出る）。┌ニティヌ┐ 

ンギ┌タン[┌nitinu┐ gi┌ta ]（熱が出た）。ミカ┌シャー┐ ニティヌ ンギー┌

ヤー┐ ハン┌スゥイシャーマ┐ ピ┌チャ┐イ スァ┌クイタン（┌パハンキタン）[mik

a┌ a ┐ nitinu gi ┌ja ┐ han┌θui a ma┐ pi┌ a┐i a┌kuita （┌ pΦa ki

tan)]（昔は発熱したらカミソリ＜剃刀＞の刃で額を軽く切った＜はじいた＞） 

ニバン┌ドゥイ[niban┌dui]（名） 

二番鶏。朝の５時頃に鳴く鶏。二番鶏鳴。ニバン┌ドゥイヌ ウテーヤ┐ アカトゥキ

┌バンチ┐ イ┌キスィン グタスァー[niban┌duinu ute ja┐ akatuki┌ban i

┐ i┌kiθi  guta a ]（二番鶏が鳴いたら朝の畑仕事に行く人もいたよ） 

ニラ┌ミン[nira┌mi ]（動） 

にらむ（睨む）。┌アンネ┐ー ニラ┌マ┐ティ ┌シグトゥッチン イキブシャ┐ー 
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┐ナーン[┌ anne┐  nira┌ma┐ti ┌ igutut i  ikibu a┐  ┐na ]（あれに睨

まれて仕事にも行きたくない） 

┌ニンジュン[┌nin u ]（動） 

ねむる（眠る）。┌ニンラン┐キ┌バ[┌ninra ┐ki┌ba]（眠るな）。┌ニンタン[┌ninta ]

（眠ってしまった）。ワラ┌ビャー ニンタスァー[wara┌bja  ninta a ]（子供は

ねむったよ）。┌ナ┐マ ┌ニンダネー[┌na┐ma ┌nindane ]（まだ眠らないか）。┐

ナー ┌ニントゥースァー[ ┐na  ┌nintu a ]（もう眠っているよ）。┐ユー ┌

ニンダラン[ ┐ju  ┌nindara ]（よく眠れない）。┌ニンジュン┐ メー┌カイ ハタ

チャー ヌミーヤ┐ ミー フ┌パハ┐ティ ┌ニンダラン[┌nin um┐ me ┌kai 

hata a  numi ja┐ mi  Φu┌ pΦa┐ti ┌nindara ]（眠る前に濃いお茶を飲むと

目が冴えて眠れない）。┐ユー ┌ニンジュン[ ┐ju  ┌nin u ]（よく眠る）。┌シワ

ッチ ニンダラン[┌ iwat i nindara ]（心配で眠れない）。 

┌ヌ┐チ[┌nu┐ i]（名） 

いのち（命）。┐ヌチヌ ┌アタラスァヌ[ ┐nu inu ┌ atara anu]（命が惜しい）。

┌ヌチヌ アリ┐バル ┌ナニグトゥ┐ン ウムティ ┌ウルグトゥ┐ ハナワユル

[┌nu inu ari┐baru ┌nanigutu┐  umuti ┌ urugutu┐ hanawajuru]（命

があればこそ何事も思っているように叶えられるのだ）（歌謡「十番口説」） 

┌ヌミン[┌numi ]（動） 

のむ（飲む）。┌ヌマン[┌numa ]（飲まない）。ナマ┌ミラー┐ ワタ ┌ヤンジュク

トゥ┐ ヌマン┌カンバ[nama┌mira ┐ wata ┌jan ukutu┐ numa ┌kamba]

(生水は腹をこわすから飲むなよ）。┌ヌラ┐ン[┌nura┐ ]（飲んだ）。┌ヌリナーン[┌

nurina ]（飲んでしまった）。ワタ┌グスヤー ム┐ル ヌリ┌ナーン[wata┌gusuj

a  mu┐ru nuri┌na ]（腹薬はみんな飲んでしまった）。┐ヌミバ スィミ┌

タン┐ムンヌ[ ┐numiba θimi┌tam┐munnu]（飲めばよかったのに）。ヌン┌バ[n

um┌ba]（飲めよ）。┌ミリ ヌミ┐ン[┌miri numi┐ ]（水を飲む）。┌スァキ ヌ

ミ┐ン[┌ aki numi┐ ]（酒を飲む） 

ヌ┌リー[nu┌ri ]（名） 

のど（喉）。ヌ┌リーヌ ヤミ┐ン[nu┌ri nu jami┐ ]（喉が痛い）。ヌ┌リー┐ヌ 

ハー┌キーン[nu┌ri ┐nu ha ┌ki ]（喉が渇く）。パハ┌エー シーヤ┐ ヌリーヌ

 ハー┌キーン[pΦa┌je  i ja┐ nuri nu ha ┌ki ]（走ったら喉が渇く） 

ヌリーヌ┌ワーグヮー[nuri nu┌wa gwa ]（名） 

のどひこ。「喉の子豚」の義か。┌クチ アキーヤー┐ ヌリーヌ┌ワーグヮーヤ┐ ミ

ヤ┌リースァー[┌ku i aki ja ┐ nu ri nu┌wa gwa ja┐ mija┌ri a ]（口を

開けるとのどひこが見えるよ） 

Hosei University Repository



 
－131－ 

ヌリー┌ブク[ ┐nuri ┌buku]（名） 

のどぼとけ（喉仏）。ユキ┌ガー ム┐ル ヌリー┌ブクヌ┐ アスァ（ンギ┌トゥース

ァ）[juki┌ga  mu┐ru nuri ┌bukunu┐ a a（ gi┌tu a）]（男はみんな喉

仏があるよ＜出ているよ＞） 

┌ハー[┌ha ]（名） 

かわ（皮）。皮膚。肌。┐スィーヌ ┌ハー[ ┐θi nu ┌ha ]（手の皮。皮膚）。スィ

ー┌ベー[θi ┌be ]（手の甲）。┐スィーヌ ┌ハーヌ┐ パハギーン[ ┐θi nu ┌ha n

u┐ pΦagi ]（手の皮がむける＜剥げる＞） 

ハー┌キーン[ha ┌ki ]（動） 

乾く。┌スィラヌ┐ スィトゥー┌クトゥ┐ ミャー┌カイ┐ リキン プフ┌シーヤ 

チャーキ ハーラキースァー[┌θiranu┐ θitu ┌kutu┐ mja ┌kai┐ rikim pΦu

┌ i ja a ki ha raki a ]（太陽が照っているので庭に着物を干すとすぐ乾く

よ）。┌ナマ┐ ハーラカン[┌nama┐ ha raka ]（まだ乾かない）。┌ハーラチュ

ーイヤ[┌ha ra u ija]（乾いているか）。┌ハーラチューンシャコー┐ スゥリ┌バ

[┌ha ra u ako ┐ θuri┌ba]（乾いていたら取り入れなさい＜取りなさい＞）。

┌リキン┐ヌ ┌ハーラチャン[┌rikin┐nu ┌ha ra a ]（着物が乾いた） 

ハーギ┌スィガタ[ha gi┌θigata]（名） 

容姿。姿形。「影姿」の義か。ハーギ┌スィガタ チュネー マサ┐ティ[ha gi┌θigat

a une  masa┐ti]（容姿が人並み優れて）。シュラハー┌ギー[ uraha ┌gi ]（美

人）。ヤナハー┌ギー[janaha ┌gi ]（不美人） 

┌ハーラカシュ┐ン[┌ha raka u ]（動） 

乾かす。┐リキン ┌ハーラカシュ┐ン[ ┐riki  ┌ha raka u┐ ]（着物を乾かす） 

ハイ┌マター[hai┌mata ]（名） 

がにまた（蟹股）。ハイ┌マターアッキ シュ┐ン[hai┌mata akki u┐ ]（蟹股

歩きをする）。┌アラー┐ ハイマタアッキ ┌シュ┐ン[┌ ara ┐ haimata akki ┌

u┐ ]（あれは蟹股歩きをする） 

ハ┌キ┐ン[ha┌ki┐ ]（動） 

かく（掻く）。┌ティミシャー┐マ ┐ハキン[┌timi a ┐ma ┐haki ]（爪で掻く）。

ハカン┌キバ[haka ┌kiba]（掻くな）。ハ┌キバ[ha┌kiba]（掻けよ）。┐ワー ┌フ

シ ハチ┐ スゥラ┌シバ[ ┐wa  ┌Φu i ha i┐ θura┌ iba]（私の背中を掻いて

くれないか）。┌ハチャ┐ン[┌ha a┐ ]（掻いた）。ハキ┌ブシャン[haki┌bu a ] (掻

きたい）。ハキ┌ブシャンシャコー┐ ハキ┌バ[haki┌bu a ako ┐ haki┌ba](掻き

たければ掻きなさい）。┌ムシネー┐ スァ┌スァッタン トゥクマー┐ ハチャン[┌

mu ine ┐ a┌ attan tukuma ┐ ha a ]（虫に刺されたところを掻いた）。┐
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アスィ ┌ハキン[ ┐ aθi ┌haki ]（汗を掻く）。┐ナビヌ ┌ピヒング┐ ハキン[ ┐

nabinu ┌pΦi gu┐ haki ]（鍋の墨＜竈黒＞を掻き落とす） 

┌ハクリ[┌hakuri]（名） 

あご（顎）。┐ハクリ ティ┌カリーン[ ┐hakuri ti┌kari ]（顎を突かれるぞ。喧

嘩の時に使うことば）┌ハクリヌ パハンリタン[┌hakurinu pΦanrita ]（顎がはず

れた）。ア┌グ┐ヌ ナガ┌スァン[ a┌gu┐nu naga┌ a ]（顎が長い） 

ハジ┌マヤー[ha i┌maja ]（名） 

九十七歳の誕生祝い。戦前までは、久高島では八十八歳の誕生祝いのスォー┌ハ┐キ

[θo ┌ha┐ki]からは西枕をさせたといわれている。スィーンユタ[θi juta]から、

┌ここにスォー┌ハ┐キ[θo ┌ha┐ki]の人がいる｣と天へお通しの祈願をしたが、八十

八歳までの長寿者はほとんどいなかった。今日では島を挙げて祝賀パレードをして

祝う。 

┌ハスァ[┌ha a]（名） 

湿疹。発疹。┌ハスァ┐ヌ ンギ┌タン[┌ha a┐nu gi┌ta ]（湿疹がでた） 

┌ハ┐タ[┌ha┐ta]（名） 

かた（肩）。ハ┌タチ┐ ヌスィーン[ha┌ta i┐ nu i ]（肩に乗せる）。ハ┌タ┐ヌ 

フ┌パハイン[ha┌ta┐nu Φu┌pΦai ]（肩が凝る）。┐ハタヌ フパハ┌トゥークトゥ 

ム┐リ スゥラ┌スィバ[ ┐hatanu ΦupΦa┌tu kutu mu┐ri θura┌θiba]（肩が凝

っているので、揉んでくれ）。┐ハタヌ プフ┌シヌ パハンリタン[ ┐hatanu pΦu┌

inu pΦanrita ]（肩関節が脱臼した＜外れた＞）。┐ヤリ ┌キャーン┐ ナラン[ ┐j

ari ┌kja n┐ nara ]（痛くてたまらない＜痛くて仕方がない。たまらない＞） 

ハタグーマン┌キャー[hatagu ma ┌kja ]（名） 

不揃いの履物。草履と下駄。ハタグーマン┌キャーッチ アッキーヤ┐ グニーガ 

┌アッキンネール┐ スタル[hatagu ma ┌kja t i akki ja┐ guni ga ┌ akki

nne ru┐ sutaru]（不揃いの履物＜草履と下駄＞を履いて歩くと、びっこが歩いて

いるようだった＜歩いているようにぞした＞） 

ハタ┌ミーン[hata┌mi ]（動） 

かつぐ（担ぐ）。┐ワナー ハタ┌ミラン[ ┐wana  hata┌mira ]（私は担がない）。

ハタ┌ミラン┐キ┌バ[hata┌mira ┐ki┌ba]（担ぐなよ）。ハタ┌ミタン[hata┌mita ]

(担いだ）。ハタ┌ミ┐ティ フー┌バ[hata┌mi┐ti Φu ┌ba]（担いで来いよ） 

バッタクー┌ギー[battaku ┌gi ]（名） 

女性があぐら（胡坐）をかくこと。┌アヌ ユナゴー┐ バッタクー┌ギー チュー┐

ン[┌ anu junago ┐ battaku ┌gi  u ┐ ]（あの女は胡坐をかいている）。男

性の場合は、┌ピラク ナリバ[┌piraku nariba]（楽にしなさい。平にしなさい＜
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同等、または目下に対して＞）。┌ピラク ナインショーリバ[┌piraku nai oriba]

（崩して＜楽に＞お座りください＜目上に対して＞）のようにいう。┌アラー┐ 

パハ┌ジミーラ┐ ピ┌シャマンキャー┐ サナー バッタクー┌ギー┐ チューン[┌ a

ra ┐ pΦa┌ imi ra┐ pi┌ ama kja ┐ sana  battaku ┌gi ┐ u ]（あれは

最初から正座をしないで胡坐を掻いている） 

┌パハー[pΦa ]（名） 

は（歯）。┌パハーヌ ヤミン[┌pΦa nu jami ]（歯が痛い）。┐パハーヌ ┐ヤリ ユ

ナ┌ガ┐トゥ ┌ニンダランタン[ ┐pΦa nu ┐jari juna┌ga┐tu ┌nindaranta ](歯

が痛くて＜病みて＞一晩中、眠れなかった）。┌パハーヌ ヤリ ヌガチ┐ チャン[┌p

Φa nu jari nuga i┐ a ]（歯が痛くて抜歯した＜抜かしてきた＞）。メー┌バー

[me ┌ba ](前歯)｡ウク┌バー[ uku┌ba ](奥歯)｡┌ムシバー[┌mu iba ](虫歯）。┌

ムシバーヌ┐ マン┌ドゥーン[┌mu iba nu┐ man┌du ]（虫歯が沢山ある） 

パハエー┌シュー┐ブ[pΦaje ┌ u ┐bu]（名） 

走り競争 

パハエー┌シュン[pΦaje ┌ u ]（動） 

走る。パハエー┌スァン[pΦaje ┌ a ]（走らない）。パハエー┌チャン[pΦaje ┌ a ]（走

った）。┌パハエーッ┐チ ┐フーバ[┌pΦaje t┐ i ┐Φu ba]（走って来い）。┌ヤー┐

ガ パハエー┌シュンシャコー┐ ワヌン パハエー┌ススァー[┌ja ┐ga pΦaje ┌ u  

ako ┐ wanum pΦaje ┌su a ]（君が走ったら私も走るよ）。（註）車は走るとは

言わない。┌クルマ┐ヌ スゥー┌イン[┌kuruma┐nu θu ┌i ]（車が通る）という。 

┌パハギーン[┌pΦagi ]（動） 

はげる（禿げる）。┌ティブンヌ┐ パハギーン[┌tibunnu┐ pΦagi ]（頭が禿げる）。

パハギ┌ラン[pΦagi┌ra ]（禿げない）。┌パハギティ┐ チャン┌ムン┐ヌ[┌ pΦagiti┐ 

am┌mun┐nu]（禿げてきたよ）。┌パハギティ┐ナーン[┌pΦagiti┐na ]（禿げてし

まった）。┌パハギーヤ┐ パハリ┌カスァヌ[┌pΦagi ja┐ pΦari┌ka anu]（禿げたら

恥ずかしい）。┌ムルパハギ ナ┐ティ ┐ナーン[┌murupΦagi na┐ti ┐na ]（丸

禿げになってしまった）。┌アラー ムルパハギ[┌ ara  murupΦagi]（あれは丸禿げ

だ）。┌ティブンヌ┐ パハギ┌トゥーン[┌tibunnu┐ pΦagi┌tu ]（頭が禿げている) 

パハギ┌ティブン[pagi┌tibu ]（名） 

禿げ頭。パハ┌ギー[pΦa┌gi ]（頭髪の薄くなった人）ともいう 

パハ┌キン[pΦa┌ki ]（動） 

はく（吐く）。┐ムン パハ┌キン[ ┐mum pΦa┌ki ]（ものを吐く。謳吐する）。パハ

┌カン[pΦa┌ka ]（吐かない）。┐ムン パハ┌チャン[ ┐mum pa┌ a ]（謳吐した。

ものを吐いた）。パハ┌チューン[pΦa┌ u ]（吐いている）。パハチ┌グン[pΦa i┌gu ]
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(吐いている）。パハカン┌キバ[pΦaka ┌kiba]（吐くな）。┐ムン ┌パハキブシャ┐ヌ[ ┐

mum ┌ pΦakibu a┐nu]（ものを吐きたい。謳吐しそうだ）。┌ワーティキ ワッス

ァヌ┐ プフ┌ネーッ┐チ ┐ムン パハ┌チャ┐ン[┌wa tiki wa anu┐ pΦu┌ne t┐ i

 ┐mum pΦa┌ a┐ ]（天候が悪くて船酔いをして謳吐した＜ものを吐いた＞）。┐ナ

ー イフィ┌グヮー シーヤ┐ シ┌マ┐チ ティキ┌クトゥ┐ ニリティ パハカン

┌キバ[ ┐na  iΦi┌gwa  i ja┐ i┌ma┐ i tiki┌kutu┐ niriti pΦaka ┌kib

a]（もう少ししたら島に着くから、我慢して吐くな＜嘔吐するな＞） 

パハ┌シシ[pΦa┌ i i]（名） 

歯茎。パハ┌シシーラ チーヌ┐ ンギ┌タン[pΦa┌ i i ra i nu┐ gi┌ta ]（歯

茎から血が出た）。┌チーヌ┐ ンギーン[┌ i nu┐ gi ]（血が出る）。パハ┌シシ

ヌ┐ ヤリ ┐ユビャー ┌ニンダランタン[pΦa┌ i inu┐ jari ┐jubja  ┌nindara

nta ]（歯茎が痛くて昨夜は眠れなかった） 

┌ハバシャン[┌haba a ]（形） 

香ばしい。いい香りがする。┌ハバシャウコー[┌haba a uko ]（香ばしい線香）。

アンダー┌ギー┐ヌ ┌ハラヌ ハバシャ┐ヌ[ anda ┌gi ┐nu ┌haranu haba a┐

nu]（油揚げの匂いが香ばしくてたまらない）。┌ハバシャヌ ハラヌ┐ シュン[┌

haba anu haranu┐ u ]（香ばしい匂いがする） 

┌パハ┐ナ[┌ pΦa┐na]（名） 

鼻。先端。┌パハナヌ┐ スァカ┌スァン[┌ pΦananu┐ aka┌ a ]（鼻が高い）。パハ

ナ┌スァカー[pΦana┌ aka ]（鼻の高い人。鼻高）。パハナ┌スァカッチュ[pΦana┌ a

kat u]（鼻の高い人）。┌パハナ スゥイン[┌ pΦana θui ]（洟をかむ。＜洟をとる

＞）。┌パハナビラー[┌ pΦanabira ]（鼻の低い人。男のあだ名）。パハナピ┌クー[pΦana

pi┌ku ]（鼻の低い人）。┌スィバナ[┌θibana]（岩の先端。岩の突き出たところ） 

┌パハナイ┐キ[┌ pΦanai┐ki]（名） 

いびき（鼾）。┌ニーイ┐キ[┌ni i┐ki]（鼾「寝息」の義か）という人もいる。┌ウ

ラー┐ デー┌ジ┐ナ ┌パハナイキシャー┐ ヤル[┌ ura ┐ de ┌ i┐na ┌ pΦanaiki

a ┐ jaru]（この人はとても鼾をかく人だ＜鼾かきだ＞）。┌ウリガ パハナイキシ

ャーマ┐ チュナ┌ガ┐トゥ ┌ニンダランタン[┌ uriga pΦanaiki a ma┐ una┌

ga┐tu ┌nindaranta ]（この人の鼾で一晩中眠られなかった） 

パハナ┌シー シュ┐ン[pΦana┌ i  u┐ ]（連） 

話をする。 
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┌パハナ┐ジー[┌ pΦana┐ i ]（名） 

鼻血。┌ヌブスィティ パハナジーヌ┐ ンギーン[┌nubuθiti pΦana i nu┐ gi

]（のぼせて鼻血が出る）。ヌ┌ブスィヤーガル┐ ユー ┌パハナジーヤ┐ ンギー

ンロー[nu┌buθija garu┐ ju  ┌ pΦana i ja┐ gi nro ]（のぼせる人がよく鼻

血は出すのだ） 

┌パハナシキ[┌pΦana iki]（名） 

風邪。┌パハナシキ┐ ハ┌カイン[┌ pΦana iki┐ ha┌kai ]（風邪にかかる。風邪を

ひく）。┌パハナシキ┐ ハ┌カタン[┌ pΦana iki┐ ha┌kata ]（風邪にかかった） 

パハナ┌シュ┐ン[pΦana┌ u┐ ]（動） 

話す。パハナ┌シー シュ┐ン[pΦana┌ i  u┐ ]（話をする）。パハナ┌スァン[pΦana

┌ a ]（話さない）。パハナ┌シャー スァン[pΦana┌ a  a ]（話はしない。話さ

ない）。┌アリトー┐ オーティ ┐ムノー ┌イヤン[┌ arito ┐ o ti ┐muno  

┌ ija ]（あれとは喧嘩してものを言わない。話さない）のようにもいう。パハナ┌シ

ュ┐ン ┐バーイ[pΦana┌ u┐m ┐ba i]（話すとき）。パハナ┌シブシャン[pΦana┌ i

bu a ]（話したい）。┌ヨーンナ┐ パハナ┌シー シュン[┌jo nna┐ pΦana┌ i  

u ]（ゆっくりと話をする） 

┌パハナピーン[┌pΦanapi ]（動） 

くしゃみをする。「はなひる」の義。┐ユー ┌パハナピースィガ┐ ニティ┌ヌ アイ

ガシュラ パハナシキ ハカラ┐ンガラ┌ヤー[ ┐ju  ┌ pΦanapi θiga┐ niti┌nu 

aiga ura pΦana iki hakara┐ gara┌ja ]（よくくしゃみをするが、熱があるの

かなあ。風邪に罹らないかなあ）。┐ユー ┌パハナピーン[ ┐ju  ┌ pΦanapi ]（よ

くくしゃみをする＜よくはなをひる＞） 

┌パハラ[┌ pΦara]（名） 

はだ（肌）。┐ギー パハラ┌ムチ ナ┐ティ ┐チューン[ ┐gi  pΦara┌mu i na┐ti 

┐ u ]（よい肌ざわり＜肌持ち＞になってくる。暑くも寒くもない良い季節なって

くる）。┐パハラヌ シュラ┌スァン[ ┐pΦaranu ura┌ a ]（肌が美しい）。┐ギー 

パハラ┌ムチ ナ┐ティ ┐チュークトゥ ┌スァキン┐ ンマ┌スァン┐ パリ[ ┐gi  

pΦara┌mu i na┐ti ┐ u kutu ┌ akim┐ mma┌ am┐ pari]（いい季節にな

ってきているので、酒も美味しいはずだ） 

┌パハライ[┌ pΦarai]（名） 

カツオ漁船が不漁で帰港すること。まん＜間。運＞が悪いこと。┐シューヤ ヤッ┌

シャヌ プフカ ミグタスィガ スゥイマキ ティーチ┐ン アタ┌ラン┐ ハラ┌

ブ┐ン ヘー┌ティチャスァー パハライ┐ ヤタル[ ┐ u ja ja ┌ anu pΦuka 

migutaθiga θuimaki ti i┐m ata┌ra ┐ hara┌bu┐  he ┌ti a a  pΦar
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ai┐ jataru]（今日は安良村の外海を回ったがカツオ鳥の鳥巻に一度も当たらない

で、空船で帰ってきたよ。パハライであった。まん＜間。運＞が悪かった） 

┌パハンダイ[┌ pΦandai]（名） 

はなだれ（洟垂）。┌パハンダイ┐ スゥイン[┌ pΦandai┐ θui ]（洟をかむ。洟を取

る）。┌パハナ┐ スィ┌プイン[┌ pΦana┐ θi┌pui ]（母親が乳児の洟を吸い取る）。 

┌パハン┐ダヤー[┌ pΦan┐daja ]（名） 

洟を垂らした子供。洟垂れ小僧。昔は洟を垂らした子供が多かった。 

┌ハビン[┌habi ]（動） 

かぐ（嗅ぐ）。┌ハラ ハビン[┌hara habi ]（匂いを嗅ぐ）。┐ピヒーヌ ┌ハラッ

チ┐ ピヒー ┌ピヒヤンタイヤ[ ┐pΦi nu ┌harat i┐ pΦi  ┌ pΦijantaija]（屁の匂

いがするが、屁をへ＜放＞なかったか。放屁しなかったか）。┌ハバン[┌haba ] (嗅

がない）。┌ヌーン ハバン スァン[┌nu  haban a ]（何の匂いもしない）。

┌ハラー ハバン[┌hara  haba ]（匂いを嗅がない）。┌ハラー ハバン┐キ┌バ

[┌hara  haba ┐ki┌ba]（匂いを嗅ぐなよ）。┌ハラー┐ ハ┌ラ┐ン[┌hara ┐ ha

┌ra┐ ]（匂いを嗅いだ）。┌ハラー ハ┐リナー┌ン[┌hara  ha┐rina ┌ ]（匂いを

嗅いでしまった）。┌ハラー ハラ┐ン ┐ムンヌ[┌hara  hara┐m ┐munnu](匂

いを嗅いでしまった）。 

ハ┌ミン[ha┌mi ]（動） 

かむ（噛む）。ハ┌マン[ha┌ma ]（噛まない）。┐ユー ┌ハマンバ[ ┐ju  ┌hama

mba]（よく噛みなさい）。┐ユー ┌ハラン[ ┐ju  ┌hara ]（よく噛んだ）。ハミ┌

ブシャン[hami ┌bu a ]（噛みたい）。┐ユー ハ┌ミーヤ┐ ウジニー ┌ナイン[ ┐

ju  ha┌mi ja┐ u ini  ┌nai ]（よく噛むと滋養になる）。ハミ┌キーン[ham

i┌ki ]（噛み切る）。ハミ┌キチャン[hami┌ki a ]（噛み切った） 

┌ハラ[┌hara]（名） 

匂い。┌ハラヌ シュン[┌haranu u ]（匂いがする）。ヌー┌ガラヌ ハラヌ┐ シ

ュン[nu ┌garanu haranu┐ u ]（何かの匂いがする）。┌ハバシャヌ ハラヌ┐

 シュン[┌haba anu haranu┐ u ]（香ばしい匂いがする） 

┌ハラタニゲー[┌haratanige ]（名） 

健康祈願。「体願い」の義。┌ハラタル┐ デー┌イチ ヤル[┌harataru┐ de ┌i i 

jaru]（体が第一である）。正月元旦の日に、外間ノロと外間ニーッチュ（外間根人）

が村民の健康祈願をする。各家庭では旧暦の一日（朔日）、十五日に┌スィーンユ┐

タ[┌θi ju┐ta]が健康祈願をした。久高島の祈願は、健康祈願、豊作祈願、大漁祈

願の三つが基本になっている。旧暦二月にウプヌシガナシのウガンダティがある。

その時にイシキ浜での祈願もなされる。その祭、男子の十六歳から七十歳までの人
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に、マーイシ（真石）を一人宛て三個ずつ拾って持ち帰り、各家の床の間に置く。

シワーシ（十二月）のウブクイ（願解き）には、この石をイシキ浜に返す。この石

を拾って崇めるのは、健康祈願のためである。久高島のカツオ漁船の船主は、イシ

キ浜の海水を三合瓶に入れて船霊に供えた。カツオの群れに寄り付けないときには、

その海水を舳先に少量ずつ垂らしたり、船に付着した海苔を落として船を清潔にし

たりして、お祓いをした。 

┌ハリトゥー┐ン[┌haritu ┐ ]（動） 

腫れている。顔が腫れている。むくんでいる。 

┌ハリリ[┌hariri]（名） 

頭髪。女性の頭髪。┌ハリリギー[┌haririgi ]（髪の毛）。┐ハリリ ┌ユーイン[ ┐ha

riri ┌ju i ]（髪を結う。女性が頭髪を結い上げる）。┐ハリリ ┌アレー┐ン[ ┐har

iri ┌ are ┐ ]（髪を洗う）。ミカ┌シャー┐ アガリ┌ワキヌ┐ ンチャ┌シャーマル

┐ ユナグン┌シャーヤ┐ ハリ┌ラー アレータロ[mika┌ a ┐ agari┌wakinu┐ 

n a┌ a maru┐ junagu ┌ a ja┐ hari┌ra  are taro]（昔はアガリワキ＜地

名＞の粘土で女性達は髪を洗っていた）。┌アレーガミ[┌ are gami]（洗い髪）。┐

ティブル ┌アレー┐ン[ ┐tiburu ┌ are ┐ ]（頭を洗う。男性が頭髪を洗う際にい

うことば）。┌ハリリ スァバキ┐ン[┌hariri abaki┐ ]（髪を梳かす。梳る） 

┌ハンジュン[┌han u ]（動） 

かぶる（被る）。ハン┌ダン[han┌da ～ han┌ra ]（被らない）。┌ハンタン[┌han

ta ]（被った）。┌ハンディバ[┌handiba]（被れ）。ハンジ┌ブシャン[han i┌bu a ]

（被りたい）。ハン┌リバ┐ スィミン┌ムン┐ヌ[han┌riba┐ θimim┌mun┐nu](被

ればよいのに）。┌フバガスァ┐ ハンジュン[┌Φubaga a┐ han u ]（クバ笠をか

ぶる） 

ハン┌マ┐キ[ham┌ma┐ki]（名） 

しもやけ。あかぎれ（皸）。「寒負け」の義。┐スィーヌ ハン┌マキ ッチュー┐ン 

バー┌イ アランパ プリー┐ガ イ┌キーヤ┐ ヤリ ┌キャー┐ン ┐ナラン[ ┐θi nu 

ham┌maki t u ┐m ba ┌i arampa puri ┐ga i┌ki ja┐ jari ┌kja ┐n 

┐nara ]（手が皸＜あかぎれ＞しているときにアダン葉を採りに行くと、手が痛く

てたまらない） 

ハン┌ルー[han┌ru ]（名） 

寒露（太陽暦の10月９日頃）。 

┌ヒーン[┌çi ]（動） 

死ぬ。┌ヒヤン[┌çija ]（死なない）。┌ヒーブシャン[┌çi bu a ]（死にたい）。┐ナ

マ ┌ヒヤネー[ ┐nama ┌çijane ]（まだ死なないか）。┌ヒヤン┐キ┌バ[┌çija ┐ki
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┌ba]（死ぬなよ）。┌ヒジャン[┌çi a ]（死んだ） 

ピ┌ケーイン[pi┌ke i ]（動） 

かかえる（抱える）。ワチャ┌カイ┐ ピ┌ケーイン[wa a┌kai┐ pi┌ke i ]（腋に抱

える）。ピ┌ケータン[pi┌ke ta ]（抱えた）。ピ┌ケーラン┐キ┌バ[pi┌ke ra ┐ki┌b

a]（抱えるな）。ピ┌ケータン[pi┌ke ta ]（抱えた）。ピ┌ケーリバ[pi┌ke riba](抱

えなさい） 

┌ピジ[┌pi i]（名） 

ひげ（髭）。┌ピジ┐ スゥイン[┌pi i┐ θui ]（髭を剃る）。┌ワーピジ[┌wa pi i]

(上髭）。ワー┌ピ┐ジ ┌ミーラチュー┐ン[wa ┌pi┐ i ┌mi ra u ┐ ]（上髭をたく

わえている＜生やしている＞）。┌ワーピジャー[┌wa pi a ]（上髭をたくわえた人） 

┌ピジ[┌p’i i]（名） 

ひじ（肘）。┌ピジヌ┐ ヤ┌ミン[┌p’i inu┐ ja┌mi ]（肘が痛い）。┌ピジシャーマ

 ティキ┐ン[┌pi i a ma tiki┐ ]（肘で突く）。┌ピジシャーマ クヮーシュ┐ン[┌

p’i i a ma kwa u┐ ]（肘で喰らわす） 

ピ┌シャ[pi┌ a]（名） 

足。足首より下の部分。ピ┌シャヌ┐ ピャー┌スァン[pi┌ anu┐ pja ┌ a ]（足が

速い）。アッキビャー┌スァン[ akkibja ┌ a ]（歩き早い）。ピ┌シャヌ ンブスァ

 ナ┐ティ アッキ┌ハンティ シュン[pi┌ anu mbu a na┐ti akki┌hanti

 u ]（足が重くなって歩きにくくなった） 

ピ┌シャガタ[pi┌ agata]（名） 

足跡。ピ┌シャガタヌ┐ ミー┌ン[pi┌ agatanu┐ mi ┌ ]（足跡が見える）。ピ┌シ

ャガタシャーマ スァー┐ チュー┌スァー┐ スェー┌ゲー┐ ワカ┌イスァー[pi┌ a

gata a ma a ┐ u ┌ a ┐ θe ┌ge ┐ waka┌i a ]（足跡で、誰だというこ

とは大概わかるよ） 

ピ┌シャクビ[pi┌ akubi]（名） 

あしくび（足首）。ピ┌シャクビヌ┐ グマ┌スァン[pi┌ akubinu┐ guma┌ a ]（足

首が小さい） 

ピ┌シャヌワタ[pi┌ anuwata]（名） 

足の裏。「足の腹」の義か。ワラ┌グター クマンヨーマ イユ クヮーシーガ イ

キャーマ┐ ウイ ┌クリ┐ ピ┌シャヌワタ スァスァッティ┐ ヤリ ┌キャーン

┐ ナラン┌タン[wara┌guta  kuma jo ma iju kwa i ga ikja ma┐ 

ui ┌kuri┐ pi┌ anuwata a atti┐ jari ┌kja n┐ naran┌ta ]（わらじ＜

草鞋＞を履かないで魚釣りに行って、ウニ＜海栗＞を踏んで、足の裏に刺さって痛

くてたまらなかった＜どうにもならなかった＞）。ミカ┌シャー ガッコーチン┐ 
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ハラ┌ピシャル イキタル[mika┌ a  gakko i ┐ hara┌pi aru ikitaru]（昔

は学校にも裸足で行った） 

ピ┌シャブク[pi┌ abuku]（名） 

くるぶし（踝）。漁師はサバニ（くり舟）のスァシカ[ a ika]（床板）に正座して

漕ぐので踝が大きくなったという。 

ピ┌シャベー[pi┌ abe ]（名） 

足の甲。ティー┌べーピシャベー[ti ┌be pi abe ]（手の甲、足の甲）。┌フシ┐ヌ 

┌ヤミンチョー┐ ピ┌シャベー┐チ スァ┌ガティ プッキーン[┌Φu i┐nu ┌jamin

o ┐ pi┌ abe ┐ i a┌gati pukki ]（腰の痛い人は、足の甲に下がって足の

甲が腫れる） 

ピ┌シャマンキ[pi┌ ama ki]（名） 

正座。ひざまずき＜跪き＞。┌チュヌ メーカヤー┐ ピ┌シャマンキッチ ギーン[┌

unu me kaja ┐ pi┌ ama kit i gi ]（人の前では正座する＜跪いて座る＞）。

┐キヌーヤ ┐ブリー ┌シャビタンッ┐チ ピ┌シャマン┐キ ┐ハキティ ┌ワビ 

シーガ┐ チュー┌タスァー[ ┐kinu ja ┐buri  ┌ abitant┐ i pi┌ ama ┐ki  

┐hakiti ┌wabi i ga┐ u ┌ta a ]（昨日はご無礼いたしましたといって、正

座して詫びをしに来ていたよ）。ピ┌シャマンキ シュン[pi┌ ama ki u ]（正座

する） 

ピジル┌アスィ[pi iru┌ aθi]（名） 

冷や汗。寝汗。ピジル┌アスィ┐ ハ┌キン[pi iru┌ aθi┐ ha┌ki ]（寝汗をかく）。

┌アンネー┐ ウルルカ┌サリヤーマ┐ ピジュル┌アスィ ハチャン[┌ anne ┐ 

ururuka┌sarija ma┐ pi uru┌ aθi ha a ]（あれに驚かされて冷や汗をかい

た） 

ピスゥ┌ルシ[piθu┌ru i]（名） 

ひよめき（しん門）。ピスゥ┌ルシヌ┐ ウイ┌チューン[piθu┌ru inu┐ ui┌ u ]

(ひよめきが動いている。生後六ヶ月ごろまでには、ひよめきの動きは止まる）。┌

タンカーマリーカヤー ハタマイガ┐ シュラ[┌ta ka mari kaja  hatamaiga┐ 

ura]（誕生日までには固まるかなあ） 

ピ┌チャイ[pi┌ ai]（名） 

ひたい（額）。ピ┌チャイ┐ヌ マギ┌スァン[pi┌ ai┐nu magi┌ a ]（額が大きい）。

スゥジ┌ナヤー グラン[θu i┌naja  gura ]（妻になる人はいない） 

ピ┌チャイン[pi┌ ai ]（動） 

光る。ピ┌チャティ[pi┌ ati]（光って。まぶしくて。光線が強くて目が開けられな

い）。┐スィラヌ ピ┌チャ┐イ ┌ジュースァヌ┐ ミーヌ ア┌キララ┐ン バー┌イ
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ン┐ アン[ ┐θiranu pi┌ a┐i ┌ u anu┐ mi nu a┌kirara┐m ba ┌i ┐ 

a ]（太陽光線が強くて目が開けられないときもある）。ピ┌チャ┐ティ ┐シューン[p

i┌ a┐ti ┐ u ]（まぶしくなる＜光ってくる＞）。ピチャ┌タン[pi a┌ta ]（まぶ

しかった＜光った＞）。ピチャ┌トゥータン[pi a┌tu ta ]（まぶしかった＜光って

いた＞）。┐ピチャティ ┌キャー┐ン ┐ナラン[ ┐pi ati ┌kja ┐n ┐nara ]（ま

ぶしくてたまらない＜光ってどうにもならない＞） 

┌ヒッ┐チャキ[┌çit┐ aki]（名） 

つまずき（躓き）。┌ヒッチャキチャン[┌çit aki a ]（躓いた）。┌ヒッチャキャー┐ 

スァン[┌çit akja ┐ a ]（躓きはしない）。┌ヒッチャキ スァン[┌çit aki a ]

(躓かない）。┌ヒッチャキシャーマ┐ ドゥゲーッ┌タン[┌çit aki a ma┐ duge t

┌ta ]（躓いて転んだ）。 

┌ヒッ┐チャキ┌ピッ┐チャキ[┌çit┐ aki┌pit┐ aki]（名） 

躓くこと。┌ヒッ┐チャキ[┌çit┐ aki]（躓き）のABCDEBCD型重言。 

┌ピヒ┐ー[┌pΦi┐ ]（名） 

へ（屁）。おなら。┐ピヒー ┌ピヒー┐ン[ ┐pΦi  ┌pΦi ┐ ]（屁をへる＜放る＞。放屁

する）。┐ピヒー ┌ピヒヤーンキバ┐ クスァスァ┌ナイ┐クトゥ[ ┐pΦi  ┌ pΦija kib

a┐ ku a a┌nai┐kutu]（放屁するなよ。臭くなるから）。┐ピヒー ┌ピヒチャン[ ┐

pΦi  ┌pΦi a ]（屁をへった。放屁した）。┐ピヒー ┌ピヒー┐ンバーイ[ ┐pΦi  ┌pΦi

┐m ┐ba i]（放屁するとき） 

┌ピヒング[┌pΦi gu]（名） 

あか（垢）。体の汚れ。鍋墨。黒い煤煙。「竈黒＜へぐろ＞」の義か。┌フィング[Φi g

u]（垢）ともいう。┌ピヒング ウトゥシュ┐ン[┌pΦi gu utu u┐ ]（垢を落とす。

体の汚れを落とす）。┐ドゥーヌ ┌アカ ウトゥシュ┐ン[ ┐du nu ┌ aka utu

u┐ ]（体の垢を落とす）ともいう。 

┌ピミ┐キ[┌p’imi┐ki]（名） 

ぜんそく（喘息）。┌ピミキ シュン[┌p’imiki u ]（喘息の発作が起きる＜喘息す

る＞）。┌ピミキャー[┌p’imikja ]（喘息持ち）。 

┌ピム[┌pimu]（名） 

こめかみ。┌ティブンヌ┐ ヤリ ┌ピムカイ┐ ホー┌ヤク パハタン[┌tibunnu┐ j

ari ┌pimukai┐ ho ┌jaku pΦata ]（頭痛がして、こめかみに膏薬を貼った） 

┌ピルグミン[┌p’irugumi ]（動） 

しびれる（痺れる）。┌ピルグマン[┌p’iruguma ]（痺れない）。┌ピル┐グ┌ラン[┌pir

u┐gu┌ra ]（痺れた）。┌ピルグリ┐ ナー┌ン[┌p’iruguri┐ na ┌ ]（痺れてしまっ

た）。┌ピシャヌ ピルグリ┐ スァタ┌ラン[┌pi anu p’iruguri┐ ata┌ra ] 
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(足が痺れて立てない）。スィー┌ピシャヌ ピルグミン[θi ┌pi anu p’irugumi ]

(手足が痺れる）。┌ピルグルーン[┌p’iruguru ]（痺れている） 

┌フイ[┌Φui]（名） 

こえ（声）。┌フイヌ┐ マギ┌スァン[┌Φuinu┐ magi┌ a ]（声が大きい）。┌フイ 

チキタン[┌Φui ikita ]（安否を確認した＜声を聞いた＞）。┌ヤー フイ チキ

タン[┌ja  Φui ikita ](君の安否を尋ねていたよ）。┐フイ ┌ンギャシュン[ ┐Φui 

┌ gja u ]（声を出す）。┐フイヌ ┌ハリーン[ ┐Φuinu ┌hari ]（声がかれる）。

マギ┌フイ[magi┌Φui]（大声） 

フィー┌フィーグヮー[Φi ┌Φi gwa ]（名） 

口笛。フィー┌フィーグヮー┐ プキン[Φi ┌Φi gwa ┐ p’uki ]（口笛を吹く） 

┌フガ[┌Φuga]（名） 

睾丸。ヤッ┌クァン[jak┌kwa ]（睾丸）ともいう。ヤッ┌クヮナー[jak┌kwana ] 

(睾丸の大きな人）ともいう。 

┌フ┐ギ[┌Φu┐gi]（名） 

陰毛。┌フギヌ┐ ミー┌タン[┌Φuginu┐ mi ┌ta ]（陰毛が生えた） 

┌プキン[┌p’uki ]（動） 

吹く。吸う。┐スァバク ┌プキン[ ┐ abaku ┌p’uki ]（煙草を吸う）。スァバ┌ク

ル┐ プチ ギ┌チュール[ aba┌kuru┐ pu i gi┌ u ru]（煙草を吸って座ってい

る） 

┌プキン[┌p’uki ]（動） 

吹く。┌プカン[┌p’uka ]（吹かない）。┌プチャン[┌pu a ]（吹いた）。┐スァバク 

┌プキン[ ┐ abaku ┌p’uki ]（煙草を吸う＜吹く＞）。 

┌ブク[┌buku]（名） 

こぶ（瘤）。「膨れているもの」の義。kobu→bukuのように[k]と[b]が音位転倒し

たものである。┌ブクヌ┐ ンギーン[┌bukunu┐ gi ](瘤がでる)｡パハ┌シラ┐チ

 ┐ティブン ウ┌チャーマ┐ ブクヌ ンギ┌タン[pΦa┌ ira┐ i ┐tibu  u┌ a

ma┐ bukunu gi┌ta ]（柱に頭を打って瘤をこしらえた＜瘤が出た＞） 

フ┌クミン[Φu┌kumi ]（名） 

芯のあるテンプラ。アンダー┌ギー[ anda ┌gi ]（油あげ。芯のないテンプラ）に

対していう。┌ウヌ イユシャーマ┐ フク┌ミン アギリバ[┌ unu iju a ma┐ 

Φuku┌mi  agiriba]（この魚でフクミン＜芯のある、魚芯テンプラ＞を揚げなさ

い）。┌ウヌ イユ スァバ┐チ フク┌ミンヌ シン スィバ[┌ unu iju aba

┐ i Φuku┌minnu in θiba]（この魚をさばい＜捌い＞てフクミンの芯にしな

さい） 
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┌フシ[┌Φu i]（名） 

こし（腰）。┌フシヌ┐ ヤミン ┌ナマー┐ ノー┌トゥーヤビーン[┌Φu inu┐ ja

min ┌nama ┐ no ┌tu jabi ]（腰の痛みも今は治っておりますよ）。フ┌シヌ┐ 

ヤリ アッキ┌ハンティ シュン[Φu┌ inu┐ jari akki┌hanti u ]（腰が痛く

て歩きにくくなった＜歩き兼ねする。歩くのが困難になる＞） 

フ┌シナガリ[Φu┌ inagari]（名） 

せなか（背中）。背筋。┐スァキヌ スァカ┌スァクトゥ┐ スァ┌キブントゥ┐ ウ┌

チャー┐ティ フ┌シナガリン┐ シュラ┌スァン[ ┐ akinu aka┌ akutu┐ a┌kib

untu┐ u┌ a ┐ti Φu┌ inagari ┐ ura┌ a ]（背が高いので身長と似合って背

筋が見事だ＜美しい＞）。┌フシ[┌Φu i]（腰）ともいう。 

フ┌シブン[Φu┌ ibu ]（名） 

腰骨。フ┌シブンヌ┐ ヤミン[Φu┌ ibunnu┐ jami ]（腰骨が痛い）。フ┌シブンヌ

┐ グリ┌タン[Φu┌ ibunnu┐ guri┌ta ]（腰骨が折れた）。フ┌シブン┐ グ┌タン[Φ

u┌ ibu ┐ gu┌ta ]（腰骨を折った）ともいう。 

プ┌シングヮーン[pu┌ i gwa ]（名） 

健康祈願。昔は毎月の初め（朔日）、15日に、┌スィーンユ┐タが健康祈願をした。 

┌プッキーン[┌p’ukki ]（動） 

はれる（腫）。┌プッキタン[┌p’ukkita ](腫れた)｡┌プッキトゥー┐ン[┌p’ukkitu ┐ ](腫

れている）。ガジャー┌ネー┐ スァスァリ┌ヤーマ プッキトゥーン[ga a ┌ne ┐

 a ari┌ja ma p’ukkitu ]（蚊に刺されて腫れている）。┐ティラヌ ┌プッキト

ゥーン[ ┐tiranu ┌p’ukkitu ]（顔をふくらま＜膨らま＞せている。立腹している）。 

プッチャギ┌スァン[put agi┌ a ]（形） 

可愛い。┌アラー┐ デー┌ジナ┐ プフッチャギ┌スァヌ┐ ワラビ ┌ヤル[┌ ara ┐ 

de ┌ ina┐ pΦut agi┌ anu┐ warabi ┌jaru]（あれはとても可愛い子だ）。┌ア

ヌ ックヮー ヌー┐ン プッチャギ┌スァー┐ ナーン[┌ anu kkwa  nu ┐m 

put agi┌ a ┐ na ]（あの子はちっとも＜何も＞可愛くない）。ミカ┌シャー┐ プ

ッチャギ┌スァタン┐ドー[mika┌ a ┐ put agi┌ atan┐do ]（昔は可愛かったよ）。

┌ンナシャーマ┐ プッチャギ┌スァンチ イチュータスァー[┌nna a ma┐ put

agi┌ an i i u ta a ]（みんなで可愛いと言っていたよ） 

プフープフー┌グヮー[pΦu pΦu ┌gwa ]（名） 

こうもん（肛門）。┌ジー┐ヌ ┐ンギティ ┐ヤリ ┌ギチャー グララン[┌ i ┐nu 

┐ giti ┐jari ┌gi a  gurara ]（痔病が出て痛くて座っておれない）。┌ティビ┐

ヌ ┐ヤミン[┌tibi┐nu ┐jami ]（尻が痛い）ともいう。 

┌プフスゥ[┌pΦuθu]（名） 
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へそ（臍）。┌ティンブ┐スゥ[┌timbu┐θu]（出べそ）。┌プフソー┐ デー┌ジナ ト

ゥクマ┐ドー[┌pΦuθo ┐ de ┌ ina tukuma┐do ]（お臍は大切なところだよ） 

┌プフ┐ン[┌pΦu┐ ]（名） 

骨。┌プフンヌ┐ グリ┌タン[┌pΦunnu┐ guri┌ta ]（骨が折れた）。┐プフンヌ ┌ア

ラスァン[ ┐pΦunnu ┌ ara a ]（骨が太い）。┌アラブニー[┌ arabuni ]（骨太の

人）。 

┌プン[┌p’u ]（船） 

┌フンダ[┌Φunda]（名） 

ふくらはぎ（脹脛）。脛の後ろの筋肉。 

フンダ┌アガイ[Φunda┌ agai]（名） 

こむら返り。「コムラカヘリ『和名類聚抄』(3)」。┌ニントゥーティ┐ン フンダ┌

アガイッチ┐ ヤリ ┌ウクスァリー┐ン ┐バーン ┐アスァー[┌nintu ti┐  Φun

da┌ agait i┐ jari ┌ uku ari ┐m ┐ba  ┐ a a ]（寝ていても、こむら返り

をして、痛くて起こされることもあるよ） 

ヘー┌イン[he ┌i ]（動） 

ふとる（太る）。肥える。ヘー┌トゥー┐ン[he ┌tu ┐ ]（肥えている）。ヘー┌ラン[h

e ┌ra ]（肥えない）。┌チャッピ カティ┐ン ヘー┌ラン[┌ appi kati┐  he ┌

ra ]（いくら食べても肥えない）。ヘー┌ター グラン[he ┌ta  gura ]（肥えて

はいない）。ヘー┌トゥーンシャコー┐ ドゥー ┌プリバ[he ┌tu ako ┐ du  

┌puriba]（肥えていたら体を動かしなさい）。┌ヘーヤー[┌he ja ]（肥えた人）。ヘ

ー┌トゥーヌ アカングヮ[he ┌tu nu aka gwa]（肥えている赤ちゃん）。┌ヘー

ヤーアカングヮ[┌he ja aka gwa]（肥えた赤子） 

┌ヘーナ[┌he na]（名） 

かいな（肩から肘までの間）。上腕部。┌ヘーナヌ┐ ヤリ[┌he nanu┐ jari](上腕

部が痛い)｡チ┌カラシグトゥ シミラリヤーマ┐ ヘー┌ナ┐ヌ ┐ヤリ ┌キャー┐ン

 ナ┌ラ┐ン[ i┌kara igutu imirarija ma┐ he ┌na┐nu ┐jari ┌kja ┐  n

a┌ra┐ ]（力仕事をさせられて腕が痛くてたまらない＜仕方がない＞） 

ホーガー┌キー[ho ga ┌ki ]（名） 

頬被り。「頬掛け」の義か。寒い時にタオルで頬被りをする。ホーガー┌キー シュ

┐ン[ho ga ┌ki  u┐ ]（頬被りをする）。 

┐ポホー ┌ウカイン[ ┐pΦo  ┌ ukai ]（連） 

性交する。┌ウカイン[┌ ukai ]（性交する）。ウカ┌タン[ uka┌ta ]（性交した）。

ウカ┌ランタン[ uka┌ranta ]（性交しなかった）。ウカ┌ラン[ uka┌ra ]（性交し

ない）。動物の交尾は、ティル┌ビン[tiru┌bi ]（交尾する）という。┐インヌ ティ
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ル┌ルー┐ン[ ┐ innu tiru┌ru ┐ ]（犬が交尾している） 

┌ポホー[┌pΦo ]（名） 

いんもん（陰門） 

ポホー┌イン[pΦo ┌i ]（動） 

はう（這う）。ポホー┌ラン[pΦo ┌ra ]（這わない）。ポホー┌タン[pΦo ┌ta ]（這った）。

ポホー┌トゥーン[pΦo ┌tu ]（這っている）。┌アカングヮヌ┐ ポホー┌インネー┐チ

 ┐ナタン[┌ aka gwanu┐ pΦo ┌inne ┐ i ┐nata ]（赤ん坊が這うようになっ

た） 

┌マーチャン[┌ma a ]（動） 

亡くなられた。┌死ぬ」の敬語。ウプフ┌シューヤ マーッチャン[ upΦu┌ u ja m

a t a ]（お祖父さんは亡くなられた）。┌マーッ┐チ ナー┌ン[┌ma t┐ i na ┌ ]

(亡くなられてしまった）。┌ナマ マースァン[┌nama ma a ]（まだ亡くなられ

ない）。┌マースァン┐キ┌バ[┌ma a ┐ki┌ba]（亡くなられるな） 

┌マガイン[┌magai ]（動） 

かがむ（屈む）。┌フシ マガ┐ティ ┐ムン ┌スゥイン[┌Φu i maga┐ti ┐mun 

┌θui ]（腰が曲って、＜かがんで＞物を取る）。┐スゥシ ┌スゥヤーマ フシヌ 

マガトゥー┐ン[ ┐θu i ┌θuja ma Φu inu magatu ┐ ]（年をとって腰が曲が

っている）。┐スゥシ ┌スゥヤーマ ホーグ マガ┐ティ ナー┌ン[ ┐θu i ┌θuja

ma ho gu maga┐ti na ┌ ]（年をとって腰が曲がってしまった）。┌マガ┐ティ

 ┌ギチューン[┌maga┐ti ┌gi u ]（うずくまっている） 

マギ┌ヤマシ[magi┌jama i]（名） 

大怪我。マギ┌ヤマシ チャ┐ン[magi┌jama i ’a┐ ]（大怪我をした） 

┌マ┐ク[┌ma┐ku]（名） 

陰茎。┌マクヌ┐ ナガ┌スァン[┌makunu┐ naga┌ a ]（陰茎が長い） 

┌マグイ[┌magui]（名） 

しわ（皺）。マグ┌トゥー┐ン[magu┌tu ┐ ]（皺になっている）。┌マグリティ[┌ma

guriti]（皺になっている）。┌アリガ ティラー┐ アン┌チ マグリトゥー┐ン 

┐ムノー[┌ ariga tira ┐ an┌ i maguritu ┐m ┐muno ]（あの人の顔は、あ

んなに皺だらけになっていることよ）。マ┌グティ┐ ナーン[ma┌guti┐ na ](皺

がよってきた）。┐マグイ ┌ナ┐ティ ┐チャン[ ┐magui ┌na┐ti ┐ a ]（皺がよ

ってきた） 

マタ┌バスィ[mata┌baθi]（名） 

また（股）。┌マタ[┌mata]（股）ともいう。┐マタ ┌スィーン[ ┐mata ┌θi ] (股

ずれする）。アッ┌キーヤ┐ マタ┌バスィヌ スィティ┐ ヤミン[ ak┌ki ja┐ 
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mata┌baθinu θiti┐ jami ]（歩くと股ずれして痛む）。┌スィー┐ン[┌θi ┐ ] (擦

る）。スィリ┌ラン[θiri┌ra ]（擦れない）。┌スィリーン[┌θiri ]（擦れる） 

マタ┌バスィゴーヤ┐ク[mata┌baθigo ja┐ku]（名） 

あっち付き、こっち付きする者。信用できない人。 

┌マユ[┌maju]（名） 

まゆ（眉）。アカ┌マユー[ aka┌maju ]（眉の赤い人）。┌マユヌ┐ マギ┌スァン[┌

majunu┐ magi┌ a ]（眉が大きい）。┌マギマユ[┌magimaju]（眉の大きな人）。

ピスィ┌マ┐ユ[piθi┌ma┐ju]（眉の薄い人）。┐マユヌ ┌ピッサスィ┐ン グ┌ヤー

スァネー[ ┐majunu ┌pi aθi┐  gu┌ja ane ]（眉の薄い人もいるのではない

か） 

┌マンタ[┌manta]（名） 

まぶた（瞼）。チュカー┌ミー[ uka ┌mi ]（ひとえまぶた＜単瞼＞）。タカー┌ミー

[taka ┌mi ]（二重瞼）。マンタ┌カイ┐ ミーン┌デーヌ┐ ンギ┌トゥー┐ン[man┌

takai┐ mi n┌de nu┐ gi┌tu ┐ ]（瞼にものもらいが出来ている）。┌アラー┐

 チュカー┌ミー┐ ヤロ[┌ ara ┐ uka ┌mi ┐ jaro]（あれはひとえまぶた＜

単瞼＞だ） 

┌マンタギ┐ー[┌mantagi┐ ]（名） 

まつげ（睫）。マンタ┌ギー┐ヌ ナガ┌スァン[manta┌gi ┐nu naga┌ a ]（睫が

長い）。┌ヒラマー┐ ミー┌スィガ┐ マンタ┌ギーヤ┐ ミー┌ラン[┌çirama ┐ mi

┌θiga┐ manta┌gi ja┐ mi ┌ra ]（慶良間島は見えるが睫は見えない。灯台下

＜もと＞暗し） 

┌ミー[┌mi ]（名） 

目。┐スゥシ ┌スゥ┐ティ ┐ミーン ミー┌ラン ナ┐ティ ┐チャン ┌ムン┐ヌ

[ ┐θu i ┌θu┐ti ┐mi m mi ┌ran na┐ti am┌mun┐nu]（年をとって目も見

えなくなってきたよ）。┌アラー┐ ミーヌ マギ┌スァヌ[┌ ara ┐ mi nu magi

┌ anu]（あれは目が大きい）。ミンタ┌マー[minta┌ma ]（目の大きい人）。ウプ

フ┌ミー[ upΦu┌mi ]（大きな目。大きな目の人）。┐ミーヌ ┐ヨースァ ┌ナタン

[ ┐mi nu ┐jo a ┌nata ]（視力が弱くなった＜目が弱くなった＞）。┌アラー┐ 

ミー┌マギー┐ ヤロ[┌ ara ┐ mi ┌magi ┐ jaro]（あの人は目が大きい） 

┌ミーウチ[┌mi u i]（名） 

まばたき（瞬き）。┌ミーウチ シュ┐ン[┌mi u i u┐ ]（瞬きする）。┌アラー 

チャー ミーウチ シュ┐ン[┌ ara  a  mi u i u┐ ]（あの人はいつも瞬

きする）。┌ミーウチ チュー┐ン[┌mi u i u ┐ ]（瞬きしている） 

ミークラ┌ガン[mi kura┌ga ]（名） 
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めまい（眩暈）。┌アラー┐ ユー ミークラ┌ガン シュ┐ン[┌ ara ┐ ju  mi k

ura┌ga  u┐ ]（あの人は＜あれは＞よく眩暈をする）。ミークラ┌ガン チャ┐

ン[mi kura┌gan a┐ ]（眩暈をした） 

ミー┌ティキーン[mi ┌tiki ]（動） 

見つめる。睨む。ミーティ┌キラン┐キ┌バ[mi ti┌kira ┐ki┌ba]（見つめるなよ。

睨むなよ）。ミーティキ┌タン[mi tiki┌ta ]（見つめた。睨んだ）。ミーティキ┌ト

ゥーン[mi tiki┌tu ]（見つめている）。┌アヌ ッチョー┐ ワン┌ビカーン┐ ミ

ーティキ┌トゥースィガヤー[┌ anu t o ┐ wam┌bika m┐ mi tiki┌tu θigaja ]

(あの人は私だけを見つめているよ）。ミーティ┌キリバ[mi ti┌kiriba]（見つめなさ

い。睨みなさい） 

┐ミーヌ ク┌チ[ ┐mi nu ku┌ i]（連） 

めがしら（目頭）。「目の口」の義か。┐ミーヌ ク┌チカイ┐ ナダヌ ┌スァマトゥ

ーン[ ┐mi nu ku┌ ikai┐ nadanu ┌ amatu ]（目頭に涙がたまっている）。┐

ミーヌ ク┌チカイ┐ ミーク┌スゥヌ┐ スァマトゥーン[ ┐mi nu ku┌ ikai┐ 

mi ku┌θunu┐ amatu ]（目頭に目やに＜目くそ＞がたまっている） 

ミーヌ┌シン[mi nu┌ i ]（名） 

ひとみ（瞳）。「目の芯」の義か。ミーヌ┌シンヌ┐ ヤリ[mi nu┌ innu┐ jari]（瞳

が痛む）。ドゥゲー┌リヤー┐マ ミーヌ┌シン ダキグシネー スァスァッ┐ティ ┐

ムノー ミー┌ラン ナ┐タン[duge ┌rija ┐ma mi nu┌ in dakigu ine  a at

┐ti ┐muno  mi ┌ran na┐ta ]（転んで、竹＜竹串＞で瞳を刺されて、ものが

見えなくなった） 

ミーピ┌チャイン[mi pi┌ ai ]（動） 

怒る。目を剥く。「目を光らせる」の義。ミーピ┌チャラン┐キ┌バ[mi pi┌ ara ┐

ki┌ba]（怒るなよ）。ミーピ┌チャタン[mi pi┌ ata ]（怒った）。ミーピ┌チャトゥ

ーン[mi pi┌ atu ]（怒っている）。ミーピ┌チャ┐ティ ┐グン[mi pi┌ a┐ti ┐g

u ]（目を光らせている。怒っている） 

┌ミーフパヤー[┌mi Φupaja ]（名） 

おめざ。目覚ましに与える菓子や食物。┌スゥイヌ ナキグイシャーマ┐ ミーヤ 

フパハ┌タン[┌θuinu nakigui a ma┐ mi ja ΦupΦa┌ta ]（鶏の鳴き声で目が覚

めた）。┌シワ シャーマ┐ ユナ┌ガ┐トゥ ミーフパハティ ┌ニンダランタン[┌

iwa a ma┐ juna┌ga┐tu ┐mi ΦupΦati ┌nindaranta ]（心配して夜通し目が

覚めて＜目が冴えて＞眠れなかった） 
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┌ミーミンコー[┌mi mi ko ]（名） 

びく（魚籠）。女性が用いる魚籠 

┌ミーン[┌mi ]（動） 

①見る。読む。┌シンブン┐ ミーン[┌ imbum┐ mi ]（新聞を見る＜読む＞）。

┌シバ┐イ ┐ミーン[┌ iba┐i ┐mi ]（芝居を見る）。┌ミヤン[┌mija ]（見ない）。

┐ミーチャー ナラン┌ムン ミチャ┐ン[ ┐mi a  naram┌mum mi a┐ ]（見

てはならないものを見た）。┌ミチャ┐ンバーイ[┌mi a┐mba i]（見たとき）。ミー┌

バ[mi ┌ba]（見なさい）。┌マー┐ン ミヤン┌ヨー┐マ ┐フマ ┐ミーバ[┌ma ┐m

 mija ┌jo ┐ma ┐Φuma ┐mi ba]（何処も見ないでここを見なさい）。┐ミーバ

 スィミ┌タン┐ ムンヌ ミー┌パハン┐チ ┐ナーン[ ┐mi ba θimi┌tam┐  

munnu mi ┌pΦan┐ i ┐na ]（見ればよかったのに、見損なって＜見はずして＞

しまった）。ミー┌ブ┐シャン[mi ┌bu┐ a ]（見たい）。ミー┌ブシャタスィガ┐ ミ

ヤ┌ランタン[mi ┌bu ataθiga┐ mija┌ranta ]（見たかったが見れなかった）。┌

シバイ ミー┐ガ ┐イキン[┌ ibai mi ┐ga ┐ iki ]（芝居を見に行く）。┌シン

ブンドゥ┐ ミチュール[┌ imbundu┐ mi u ru]（新聞を＜ぞ＞見ている＜読んで

いる＞）。②世話する。┐ワナー ┌アンネ┐ー ミ┌ヤットゥーン[ ┐wana   

┌ anne┐  mi┌jattu ]（私はあれの＜あの人の＞世話になっている） 

ミーン┌デー[mi n┌de ]（名） 

ものもらい（麦粒腫）。ミーン┌デー┐ヌ ンギ┌タン[mi n┌de ┐nu gi┌ta ]（も

のもらい＜麦粒腫＞が出来た）。ミーン┌デーヤ キャー┐チ ノー┌チャガヤー[mi

n┌de ja kja ┐ i no ┌ agaja ]（ものもらい＜麦粒腫＞はどうやって治したか

なあ） 

ミッ┌カー[mik┌ka ]（名） 

盲人。ビョー┌キ ハカヤーマ┐ ミッカ ┌ナ┐ティナーン┌ムン┐ヌ[bjo ┌ki hak

aja ma┐ mikka ┌na┐tina m┌mun┐nu]（病気に罹って盲人になってしまった

よ）。┌ティブンチ┐ ニティヌ ┌アガイックヮシャーマ┐ ミーヤ ミー┌ラン 

ナ┐ティナーン[┌tibun i┐ nitinu ┌ agaikkwa a ma┐ mi ja mi ┌ran na┐

tina ]（頭に熱が上がりすぎて、目が見えなくなってしまった） 

┌ミミ[┌mimi]（名） 

みみ（耳）。ミミ┌マギー[mimi┌magi ]（耳の大きい人）。┐ミミヌ ┌スゥースァ

ン[ ┐miminu ┌θu a ]（難聴である＜耳が遠い＞）。ミミ┌クジラー[mimi┌ku i

ra ]（難聴の人。「耳崩れ」の義か）。┌ッチュグトゥヌ┐ ミ┌ミチ┐ イーン[┌t u

gutunu┐ mi┌mi i┐ i ]（うわさ＜ひとごと。「人言｣の義か＞が耳に入る） 

┌ミリパハンダイ[┌miripΦandai]（名） 
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みずばな（水っ洟）。┌パハナシキ ハカ┐ティ ミリパハン┌ダイヌ┐ ンギーン[┌pΦa

na iki haka┐ti miripΦan┌dainu┐ gi ]（風邪をひいて水っ洟が出る） 

ミン┌カー[mi ┌ka ]（名） 

聾者。ミミクジ┌ラー[mimiku i┌ra ]（聾者。「耳崩れ」の義）ともいう。┐ミミヌ

 クジ┌リティ ッチュヌ イーヌ┐ パナ┌シーヤ チカラン[ ┐miminu ku i┌r

iti t unu i nu┐ pana┌ i ja ikara ]（耳が潰れて他人のいうことが聞けな

い） 

┌ムキーン[┌muki ]（動） 

剥ける。┌パハギーン[┌pΦagi ]（剥げる）ともいう。 

┌ムクルー┐ン[┌mukuru ┐ ]（動） 

むく（浮腫）んでいる。┐ティラヌ ┌ムクルー┐ン[ ┐tiranu ┌mukuru ┐ ]（顔

が浮腫んでいる）。 

┌ムシバー[┌mu iba ]（名） 

虫歯。┌アマムン┐ビカーン ┐ケーヤー ┌ムシバー ナイン┐ドー[┌ amamum┐b

ika  ┐ke ja  ┌mu iba  nain┐do ]（甘いものばかり食べたら虫歯になるよ）。

┌ムシバーヌ┐ ウプ┌スァン[┌mu iba nu┐ upu┌ a ]（虫歯が多い）。┌ムシバー

ヌ┐ マン┌ドゥー┐ン[┌mu iba nu┐ man┌du ┐ ]（虫歯が沢山ある）ともいう。 

┌ム┐ム[┌mu┐mu]（名） 

もも（腿）。┐ムムヌ マギ┌スァン[ ┐mumunu magi┌ a ]（腿が大きい）。┌アン

マリ┐ ヘーイジュー┌スァヌ┐ マタヌ ┌スィティ┐ アッキ┌ハンティ シュン

[┌ ammari┐ he i u ┌ anu┐ matanu ┌θiti┐ akki┌hanti u ]（あまり

にも肥え過ぎて股が擦れて歩きにくい） 

┐ムン ┌イーン[ ┐mu  ┌ i ]（連） 

ものをいう。┐ムノー ┌イヤン[ ┐muno  ┌ ija ]（ものは言わない）。┐ムン ┌イ

チャン[ ┐mu  ┌ i a ]（ものを言った）。┌イチ┐ スゥラ┌スィバ[┌ i i┐ θura

┌θiba]（言ってくれよ）。┌イヤン┐キ┌バ[┌ ija ┐ki┌ba]（言うな）。┌イーブシャ

ン[┌ i bu a ]（言いたい）。┌イースィ┐ チ┌キバ[┌ i θi┐ i┌kiba]（言う事を

聞きなさいよ）。┌イースァー┐ チ┌カンバ[┌ i a ┐ i┌kamba]（言う事は聞き

なさい） 

ムンユ┌ミャー[mu  ju┌mja ]（名） 

おしゃべり。「ものよみ」の義か。┌アラー┐ ムン┌ユミャー ヤクトゥ アンネー

ヤ ヌー┐ン チ┌カスァラン[┌ ara ┐ mu ┌jumja  jakutu anne ja nu ┐

n i┌ka ara ]（あれはお喋りだから、あれには何も話せない＜聞かされない＞。

話して聞かされない）。┌アラー┐ ムン┌ユミャー┐ ヤル[┌ ara ┐ mu ┌jumja ┐ 
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jaru]（あれはお喋りだ） 

┌ヤキバイ[┌jakibai]（名） 

｢焼き針」の義。針を焼いて腫物に刺し、膿を出す民間医療器具。針を四、五本焼い

て、それを使って悪性の腫れ物を治療した。┌クビカイ┐ ブクヌ ンギ┌ヤーマ 

ヤキバイ スァッタン チュ┐ン ┐グスァー[┌k’ubikai┐ bukunu gi┌ja ma 

jakibai attan u┐  ┐gu a ]（首に瘤がでてきて、焼き針をされた人もいるよ）。

┌ヤキバイ スァシャーマ┐ ンミャー ンギャ┌シュル[┌jakibai a a ma┐ 

mmja  gja┌ uru]（焼き針を刺して膿は出すのだ） 

┌ヤチュー[┌ja u ]（名） 

やいと（お灸）。┐ヤチュー ┌シュン[ ┐ja u  ┌ u ]（お灸をすえる）。┐ヤチュー

 ┌スァリーン[ ┐ja u  ┌ ari ]（お灸される）。┌ティブン┐ヌ ┐ヤリ ┐ヤチュ

ー ┌ッチャクトゥ┐ ノータ┌スァー[┌tibun┐nu ┐jari ┐ja u  ┌t akutu┐ 

no ta┌ a ]（頭痛がしてお灸をしたら治ったよ） 

┌ヤナハラ[┌janahara]（名） 

臭い匂い。┌ヤナハラ ッチ[┌janahara t i]（いやな匂いがして）。┌ヤナハラ ッ

チ┐ フシ┌ガラン[┌janahara t i┐ Φu i┌gara ]（臭い匂いがしてたまらない） 

┌ヤミン[┌jami ]（動） 

痛む。痛い。┌ヤマン[┌jama ]（痛まない。痛くない）。┌マー┐ン ┌ヤマ┐ン[┌ma ┐

 ┌jama┐ ]（何処も痛くない）。┐マーヌ ┌ヤミガ[ ┐ma nu ┌jamiga]（何処が

痛いか）。ヤミ┌タン[jami┌ta ]（痛かった）。┐ヤリン ニリ┌リバ[ ┐jarin niri┌ri

ba]（痛くても我慢＜念じ＞しなさい）。┌パハー┐ヌ ┐ヤミン[┌pΦa ┐nu ┐jami ]

（歯が痛い。痛む）。┌ティブンヌ┐ ヤミン[┌tibunnu┐ jami ]（頭が痛い）。┌ヤ

ダ┐ン[┌jada┐ ]（痛んだ）。シレー┌シレー┐ ヤリ ┌シュー┐ン[ ire ┌ ire ┐ 

jari ┌ u ┐ ]（次第に痛くなってくる）。┌キジヌ┐ ヤミン[┌ki inu┐ jami ](傷

が痛む）。┌ヤミ┐ン バー┌イ┐ー[┌jami┐m ba ┌i┐ ]（痛いとき、痛むとき）。┐

ヤリ プフシ┌ガラン[ ┐jari pΦu i┌gara ]（痛くてたまらない）。プフシ┌ガラン 

アタイ┐ ヤミン[pΦu i┌gara  ata┐i ┐jami ]（我慢できないほど痛い。痛む）。

┌ティブンヌ ワリーンネー┐チ ┐ヤリ プフシ┌ガラン[┌tibunnu wari nne ┐ i 

┐jari pΦu i┌gara ]（頭が割れるように痛くてたまらない＜我慢できない＞） 

ヤン┌メー[jam┌me ]（名） 

病気。「やまい（病）」の義。ヤン┌メー ハカ┐ティ[jam┌me  haka┐ti]（病気に

罹って）。ヤン┌メームン ナ┐ティ[jam┌me mun na┐ti]（病人になって）。ヤン

┌メー┐ヌ ノー┌タン[jam┌me ┐nu no ┌ta ]（病気が治った）。ティブルヤン┌

メー[tiburujam┌me ]（頭痛。「頭の病」の義）。 
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ユキ┌ガムン[juki┌gamu ]（名） 

男もの（男用の衣類）。ユキガ┌ムンヌ ディキンヌ┐ イキラ┌スァン[jukiga┌mu

nnu dikinnu┐ ikira┌ a ]（男用の衣類が少ない） 

ユク┌イン[juku┌i ]（動） 

寝る。休む。ユク┌リバ[juku┌riba]（寝なさい。休みなさい）。ユクイン┌ショーリ

バ[jukui ┌ oriba]（お休みなさいまし）。┌ユク┐チ ┐ナイン[┌juku┐ i ┐nai ]

（横になる。休む）ユク┌チャン[juku┌ a ]（横になった）。ユク┌チャンニン┐ジ[j

uku┌ annin┐ i]（横になって寝ること） 

ユク┌チャ┐ン[juku┌ a┐ ]（動） 

横になった。休んだ。ユク┌チャン ナ┐ティ ┌ニンジュン[juku┌ an na┐ti ┌

nin u ]（横になって寝る） 

ユ┌ゲーティ[ju┌ge ti]（名） 

熱湯で火傷すること。ユゲー┌タン[juge ┌ta ]（熱湯で火傷した）。ユ┌ゲーランネ

ー┐チ ┐ユーヤ ┌イリランバ[ju┌ge ranne ┐ i ┐ju ja ┌ iriramba]（火傷し

ないようにお湯は入れなさいよ）。┐ユー ┌ハキラリヤーマ┐ スィー ユ┌ゲーラ

スァッタン[ ┐ju  ┌hakirarija ma┐ θi  ju┌ge ra atta ]（お湯をかけられて、

手を火傷した）。ユゲー┌リーヤ チャーキ┐ ンシュ ┌ダカスァンバ（┌ヌランバ）

[juge ┌ri ja a ki┐ u ┌daka amba（┌nuramba）]（火傷したらすぐ味噌

を抱かせなさい＜塗りなさい＞） 

┌ユダ┐イ[┌juda┐i]（名） 

よだれ（涎）。┌ユダイ スァラシュン[┌judai ara u ]（涎を垂らす）。グイ┌チ

ャーヤ┐ ユー ┌ユダイ スァラシュン┐ミャー[gui┌ a ja┐ ju  ┌judai ara

um┐mja ]（酔っ払いは、よく涎をたらすよ）。ワラビ┌チューイヌ ユダヤーヤ┐ 

ウプフッチュ ┌ナティン ユダヤーッチ イヤリーン┐ミャー[warabi┌ u inu ju

daja ja┐ upΦut u ┌nati  judaja t i ijari m┐mja ]（子供のときの涎垂ら

しは大人になっても涎垂らしと言われるよ） 

ユン┌タク[jun┌taku]（名） 

お喋り。無駄口。ユン┌タク シュン[jun┌taku u ]（お喋りする）。┌アラー┐ 

ユン┌タクッチ ギチュータン[┌ ara ┐ jun┌takut i gi u ta ]（あれはお喋り

して座っていた）。┌アラー┐ ユンタク┌シャー┐ ヤル[┌ ara ┐ juntaku┌ a ┐

 jaru]（あれはお喋りだ）。 

┌ヨーガラー[┌jo gara ]（名） 

痩せている人。 

┌ヨーガリトゥー┐ン[┌jo garitu ┐ ]（動） 
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痩せている。┌ヨーガラン┐キ┌バ[┌jo gara ┐ki┌ba]（痩せるな）。┌ヨーガリティ┐ 

ナーン[┌jo gariti┐ na ]（痩せてしまった）。シレー┌シレー ヨーガリ┐ティ ┐

イキン[ ire ┌ ire  jo gari┐ti ┐ iki ]（次第次第に痩せていく）。┌アン ッチ

ョー┐ ビョー┌キガ┐ ムッ┌チューラ┐ ダン┌ダ┐ン ┌ヨーガリトゥーン[┌ an

 t o ┐ bjo ┌kiga┐ mut┌ u ra┐ dan┌da┐  ┌jo garitu ]（あの人は病気

を持っているのか、だんだん痩せてくる） 

ヨー┌ラー[jo ┌ra ]（名） 

わきばら（脇腹）。ヨー┌ラーヌ┐ ヤリ ┌キャー┐ン ┐ナラン[jo ┌ra nu┐ jari 

┌kja ┐n ┐nara ]（脇腹が痛くてたまらない＜どうにもならない＞）。┌アリ┐トゥ

 オー┌ヤー┐マ ヨー┌ラー ティカッ┐ティ ┌ナマ┐ン ヤミ┌スァー[┌ ari┐tu

 o ┌ja ┐ma jo ┌ra  tikat┐ti ┌nama┐  jami┌ a ]（あれと喧嘩して脇腹

を突かれて、今でも痛むよ） 

ワーバ┌グ┐トゥ[wa ba┌gu┐tu]（名） 

余計なこと。必要以上の無用なこと。無益なこと。ワーバ┌グトゥ ッ┐チ[wa ba┌

gutu t┐ i]（余計なことをして）。ワーバ┌グトー イヤ┐ンカンバ[wa ba┌guto  

ija┐ kamba]（余計なことは言うなよ）。ワーバ┌グトー┐ ユマン┌カン┐バ[wa

ba┌guto ┐ juma ┌kam┐ba]（余計なことは喋るな）。ユリ┌アッカ┐ン ┐カン

バ[juri┌ akka┐  ┐kamba]（触れ回るな。言いふらすな） 

ワー┌プン[wa ┌pu ]（名） 

豚舎。豚小屋。戦前は各家庭で豚を飼育していた。伝統的な豚舎は屋敷の北西の隅

に設置されていた。砂岩で囲い、屋根をかけ、床面は平石を敷きつめ、糞尿が流れ

出す溝にかけて緩やかな勾配をかけ、その前に人糞を落とすための便器を供えた構

造であった。便器の前には目隠しとなる石垣が約１メートルの高さに積み囲われて

いた。 

┌ワタ[┌wata]（名） 

はら（腹）。内臓全体。はらわた。内臓。┐ワタ ┌ヤマチャン ッ┐クヮ[ ┐wata ┌

jama a  k┐kwa]（腹を痛めて生んだ子）。┐ワタ ┌ヤマチ┐ ナチャヌ ッ┌クヮ 

ヤスィガ プフルイタクトゥ ゲーッチ キャー┐ン ┐ナラン[ ┐wata ┌jama i┐ 

na anu k┌kwa jaθiga pΦuruitakutu ge t i kja ┐n ┐nara ]（腹を痛めて

生んだ子だが、成長したら反抗してどうにもならない）。┐ワタヌ ┌ヤミン[ ┐watan

u ┌jami ]（腹が痛む。腹痛がする）。┐ワタ ム┌ゲーティ キャー┐ン ┐ナラン

[ ┐wata mu┌ge ti kja ┐n ┐nara ]（腹が立って＜腸が煮えたぎって＞仕方が

ない） 

┌ワチャ[┌wa a]（名） 
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わき（腋）。┌ワチャグイン[┌wa agui ]（腋の下をこそぐる。くすぐる）。ワチャ┌

グラン┐キ┌バ[wa a┌gura ┐ki┌ba]（くすぐるな）。ワチャ┌グトーン[wa a┌guto ]

（くすぐっている）。┐ワナー ワチャ┌グラン[ ┐wana  wa a┌gura ]（私はくす

ぐらない）。┐ワチャヌ ッ┌シャー┐ パハゴー┌スァン[ ┐wa anu ┌ a ┐ pΦag

o ┌ a ](腋の下は痒い＜こそばゆい＞)｡┐ワチャヌ ゴー┌シャヌ┐ ハキ┌ブシャ

ン[ ┐wa anu go ┌ anu┐ haki┌bu a ]（腋が痒くて掻きたくなった） 

ワラ┌グ┐ティ[wara┌gu┐ti]（名） 

わらじ（草鞋）。┌アラン[┌ ara ]（あだん）の気根の繊維を裂いて草鞋を編んだ。

ミカ┌シャー┐ ハ┌チラ イユ クヮーシガ┐ ンジャイ ユナグン┌シャーガ イ

ライ シーガ イキーヤ┐ ワラ┌グティ クリル┐ ウミ┌チャー┐ イキタル[mi

ka┌ a ┐ ha┌ ira iju kwa iga┐ n ai junagu ┌ a ga irai i ga 

iki ja┐ wara┌guti kuriru┐ umi┌ a ┐ ikitaru]（昔は徒で魚釣りに行っ

たり、女達がいさり＜漁り＞しに行くときは、草鞋を履いて＜ぞ＞、海へは行った

ものである） 

┌ワレー┐ブク[┌ware ┐buku]（名） 

えくぼ（笑窪）。┌ワレーブク┐ヌ フッチャギ┌スァン[┌ware buku┐nu Φut agi┌

a ]（えくぼ＜笑窪＞が可愛らしい） 

┌ンギャナー[┌ gjana ]（名） 

どもり（吃音）。┌アラー ンギャナー┐ ヤル[┌ ara  gjana ┐ jaru]（あれ

はどもり＜吃音者＞だ）。┌アラー ンギャナー┐ ヤスィガ ┌スァンシン ピチ 

ウテーヤ ンギャナー┐ ハカラスァン[┌ ara  gjana ┐ jaθiga ┌ a im 

pi i ute ja gjana ┐ hakara a ]（あれはどもり＜吃音者＞だが三味線を弾

いて歌う時にはどもらない）。┐ユー ┌ンギャニ シュン[ ┐ju  ┌ gjani u ]

(良くどもる）。┌ナマ ンギャナー┐ ノーティ ┌スァン[┌nama gjana ┐ no t

i ┌ a ]（今はどもり＜吃音＞は治って、どもらない＜しない＞）。ミカ┌シャー┐ 

ユー ┌ンギャニ┐ シュ┌タ┐ン[mika┌ a ┐ ju  ┌ gjani┐ u┌ta┐ ]（昔は

よくどもった＜吃音した＞） 

┌ンニ[┌nni]（名） 

胸。┌ンニ┐ヌ マギ┌スァン[┌nni┐nu magi┌ a ]（胸が大きい）。┌ンニ┐ヌ グ

マ┌スァン[┌nni┐nu guma┌ a ]（胸が小さい） 

┌ンブキーン[┌ mbuki ]（動） 

おぼれる（溺）。┌ンブキタン[┌ mbukita ]（溺れた）。┌ンブキラン[┌ mbukira ]

(溺れない）。┌ンブキーヤ┐ スァタキ ┌ムトゥミリバ[┌ mbuki ja┐ ataki ┌

mutumiriba]（溺れたら助けをもとめなさい）。┌ンブキトゥー┐ン ┐ワラビ ┌スァ
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タキタン[┌ mbukitu ┐  ┐warabi ┌ atakita ]（溺れている子供を助けた）。┌

ンブキギスァー ナイヤー┐ スァタキ ┌ムトゥミリバ[┌ mbukigi a  naija ┐ 

ataki ┌mutumiriba]（溺れそうになったら助けを求めなさい） 

┌ンブスァン[┌ mbu a ]（形） 

重い。┌ンブスァー┐ナーン[┌ mbu a ┐na ]（重くない）。┌ンブスァイヤ[┌ mbu

aija]（重いか）。┌ンブスァタン[┌ mbu ata ]（重かった）。┌ンブスァナ┐ティ 

┐シューン[┌ mbu ana┐ti ┐ u ]（重くなってくる）。┌ウヌ バキャー┐ ヌー

ヌ ┌イッチューラ ンブスァ┐ヌ ┐ムチ ┌アギララン[┌ unu bakja ┐ nu nu 

┌ it u ra mbu a┐nu ┐mu i ┌ agirara ]（このざる＜笊＞には何が入って

いるのか、重くて持ち上げられない）。┌ンブスァナイン[┌ mbu anai ]（重くなる） 

┌ンブ┐トゥ[┌mbu┐tu]（名） 

できもの（出来物）。「ねぶと（根太）」の義か。背部、大腿部、臀部などに生ずる腫

れ物。ンブ┌トゥ┐ヌ ンギ┌タン[mbu┌tu┐nu gi┌ta ]（出来物＜根太＞が出来

た） 

ン┌マリーン[ m┌mari ]（動） 

生まれる。ン┌マリタン[ m┌marita ]（生まれた）。ン┌マッタン[ m┌matta ]（生

まれた）ともいう。┌ナマ┐ ン┌マリラン[┌nama┐ m┌marira ]（まだ生まれな

い）。┌ナマ┐ ン┌マリラネー[┌nama┐ m┌marirane ]（まだ生まれないか）。ン

┌マリタイヤ[ m┌maritaija]（生まれたか） 

┌ンミ[┌ mmi]（名） 

うみ（膿）。┌ンミヌ┐ ンギーン[┌ mminu┐ gi ]（膿が出る）。┐ンミ ンギ

ャ┌シュン[ ┐ mmi gja┌ u ]（膿を出す）。ニブ┌トゥ ンミ ンギャシュン[ni

bu┌tu mmi gja u ]（出来物＜根太＞の膿を出す） 
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